御用日記14　1867年（慶応3）1−8月

A0143−00524_001
（表紙）

慶応三丁卯年従正月至

　御国并御上京御帰国御道中
　　御用日記

　　　　御側向頭取

　　　　　　　　　香西敬左衛門

八月　　　　　　　高村新五兵衛
A0143−00524_002
（本文）
慶三丁卯年　　　　　　御目覚ゟ御明り付迄上下　　　　　当番　　敬左衛門

　　　　T元旦　　　　　　　　　　　　　　　　　七時より　　　　　　新五兵衛

一益御機嫌能被遊　御超歳奉恐悦候
一御目覚六時　但御紋御召差上

一御湯殿江被為入懸御二之間御立掛り御三ノ間御襖左右江開之御年男長谷川

　友次郎溜之間罷出居服紗上下着御膳番披露之　如御吉例御扇子御取次ニ而被下之
　夫ゟ御湯殿ヘ被為　入若水御手水被為済御仕舞御撫等如常御召替［御服紗御上下］

　御清御手水打火御清メ御嗽被遊吉方御拝当年左之通御方角御拝被遊候

　　　　　伊勢両宮　京都［禁闕神泉苑］　八幡　日光　江戸［芝上野山王御親族］　神明　気比宮
　　　　　泉蔵院　足羽　運正寺　孝顕寺　大安寺　瑞源寺　被為済左之通御祝

　　　　　　　数御熨斗　大福　御臓煮　御吸物　塗御盃　銀御燗鍋
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　　　　　松立御取肴

　　　　　右御祝相済御祝御膳替り御一汁御一菜御焼物付ニ而御膳被召上

　　　　　其節□（万ヵ）貞罷出候御済後御清メ御手水打火御清メ御嗽被遊

一大奥御三階へ被為登日之出御拝被遊候

一五時前御神霊前御庭共御拝被遊御手備有之

一今五半時揃ニ而御附之面々御礼被為請候ニ付御本丸御用引ニ而左之通申上之
　敬左衛門新五兵衛罷出年頭之御礼申上之御酒御肴焼鰑如御例被下之
　御手酌被成下御手自ら御肴被下之引続御小姓一同同断申上御酒御肴被下之

　敬左衛門新五兵衛酌頂戴相済御伽一統［御小姓酌之］同断畢而御附三郎助始一統
　同断御小姓同様畢而猪子平左衛門横井五百里両人罷出同断同様敬左衛門新五兵衛
　酌之畢而御馬廻り一同罷出同断御伽酌之

一九時大奥御入　御対顔被遊表江被為出
　　　　　第十二時　祝炮五発

　　　　　右於御庭上向恵方三斤熕空発御馬廻り役之但五人罷出候

一右相済大奥江被為　入御吸物御酒御祝御膳被召上

一七時過御本丸御式済ニ而
　殿様被為　入於御居間御対顔御長蚫差上之夫ゟ大奥御支度ニ而
　御同道御入御対顔御同座ニ而御吸物御酒御祝被遊

　　　　但三献御替り　御吸物

　　　　　御二所様江　被進之　御膳番小関犀次郎御献立持参御使相勤
　　　　　殿様ゟ

　右被為済大奥一統御礼申上有之候由御同道表江被為入無程御帰り被遊候
一同刻過御家老本多興之輔方本多修理方酒井外記方松平備後方荻野小四郎方罷出
A0143−00524_004
　御礼申上御盃召上り被下之御手酌被成下御肴［御喰摘之勝栗長蚫鰑］御直ニ被下之畢而
　御中老不快玄蕃鹿之介藤馬源太郎罷出御酒御手酌被成下御肴焼鰑御直ニ被下之
　畢而御用人不残平本但見同断畢而御役人渥美新右衛門初御預所元〆御奉行御目付

　御預所郡奉行郡奉行佐々木権六罷出御酒被下同断

一御簾中様御礼被為請例之通罷出詰合ニ而新左衛門新五兵衛罷出候
　　　　　但三日ニ御礼可被為請之所御都合ニ寄今日ニ相成候ニ付詰合切罷出候
一七半時大奥御膳如常御膳済御締切同断

　　　　　宰相様ゟ　　　　　　五色鳥子紙百枚

　　　　　御簾中様江

　　　　　宰相様江　　　　　　御盃一台十五

　　　　　御簾中様ゟ
　　　　　宰相様江　　　　　　唐紙三十枚

　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御盃二
　　　　　宰相様ゟ　　　　　　画戔（箋）帋三十枚

　　　　　殿様江　　　　　　　小植木鉢三

　　　　　左之通如御嘉例御年玉御取替せ被進之

　　　　　宰相様江

　　　　　　　青松院様ゟ　　　　　御肴料金百疋
　　　　　右同断被差上之

　　　　　宰相様□（江）　　　急須二御茶椀五フリツキ茶盆一
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　雁皮帋半切二〆封筒十根付二

　　　　　宰相様ゟ
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　　　　　御簾中様江　　　　　縞襦子御帯一ぬめ襦子御机懸地一竹藹山画

　　　　　　　青松院様江　　　　　御小屏風一

　　　　　右以　思召被進之

　　　　　　　　　　　　　　　縞襦子帯一　　　　　　　　　　　たま

　　　　　　　　　　　　　　　奉書縞一反　　　　　　　　　　　こと

　　　　　右之通被下之

　　　　　御二所様江　　　　　御籠の内鯛二

　　　　　殿様ゟ
　　　　　右被進之

　　　　　　　　　　　　　　御余多　　　　　　　　　　　　　　本多修理方ヘ

　　　　　　　　　　　　　　　色付小鯛
　　　　　右以　思召被下之

一大奥御寝御夜詰引九時
　　　　T正月二日　　晴　　御目覚ゟ九時迄上下　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　養竹

一大奥ゟ被為入掛御箒初御祝義ニ付如御吉例御年男長谷川友四郎溜之間江罷出居
　御膳番披露之夫ゟ御仕舞御平常之通

一御月代御剃初被遊候

一御神霊前御拝御庭共被遊候
一九時過御居間北御椽（縁）側へ御馬相廻り［御馬懸り藤大夫上下着御口之者不罷出］御手綱御取被遊御乗初御式
　相済御馬方出勤無之但御口之者へ御酒弐合半鰑一枚ツヽ被下之

一同刻過大奥御入御膳被　召上

一九時揃ニ而御読書初御書初被遊候ニ付矢嶋恕輔鈴木璥二服紗上下着罷出候
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　孔子神位　御拝　被遊御読初大学［経一章］畢而御書初　被遊　御読書懸り上下着

　書記方栗本寛七も右御用ニ付罷出拝見被　仰付　恕輔始ヘ御酒御肴鰑被下之

一御認之内左之通被進之被下之

　　　　　御簾中様江

　　　　　　　　　友鶴の千歳をよはふ春風もゆたにふくゐの

　　　　　　　　　城のあけぼの

　　　　　殿様江　万歳期延年

　　　　　　　　　かきりなき君か齢を越の海の浜の真砂の
　　　　　　　　　数によまなん

　　　　　　　右青松院様江

　　　　　　　　　清而舒　御額字

　　　　　　　右青松院様江　　　　　　　　　　　　　　　　　　本多興之輔方ヘ
　　　　　　　　　振衣　額字
　　　　　　　　　万寿無彊　御横もの

　　　　　　　　　天の戸のひらきはしめて朝日子のとよさかのぼる
　　　　　　　　　はるそのどけき

　　　　　　　　右　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大宮藤馬へ

　　　　　　　　　百草翠光揺柳色黄金嫩

　　　　　　　　右　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新五兵衛ヘ

　　　　　　　　　暖日梅梢白東風柳昭青　　　　　　　　　　　　　五百里

　　　　　　　　右

一七時御初湯被為　召

一殿様御本丸御礼済ニ而被為入　御対顔御人払御用有之御家老本多修
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　理方酒井外記方罷出

一御簾中様明三日御礼被為請候筈之処御引上ニ相成今夕被為請候ニ付本多興之輔
　方始御家老一統御広式御用人近藤左大夫安田太郎作小右衛門敬左衛門罷出

　御目見被　仰付

一旧臘晦日京都昼立の大早駆飛脚今夕到着
　　　　　　　主上御不予被為在候処御養生不被為叶去廿九日
　　　　　　　崩御被遊候条申来絶言語奉恐入候

一右ニ付今日終日御精進被遊御間内御飾等惣而御仕舞ニ相成

一今朝明番之　御座所御小姓其余本多勝三郎平本久太郎以前御伽相勤候井上潤之助

　武田源次郎高田尚之助横井喜六原圭太郎并海福瀨左衛門等無急度
　御祝義為申上当局迄罷出候

一御締切御寝御夜詰引四半時懸り
　　　　T正月三日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲菴
一御神霊前御庭共御拝如例

一四時過為伺　御機嫌大御番頭役御番頭歩兵隊頭　新番頭共罷出候

一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例

一七半時大奥御膳如例

一今晩立京都表江飛脚被差立候

　　　　　二条関白様江　　　　御直書

　　　　　近衛前殿下江　　　　同

　　　　　同　内府公江　　　　同
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　　　　　尹宮様江　　　　　　同

　　　　　徳大寺様江　　　　　同

　　　　　板倉伊賀守殿江　　　同

　　　　　右之通被進之

一表御締切御寝御夜詰引九時壱寸前
　　　　T正月四日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　養竹

一御神霊前御拝御庭共如例

　　　　　　　　　　　　　御小姓介被　　　　　　　　　　　　　津田達太郎

　　　　　　　　　　　　　仰付候　　　　　　　　　　　　　　　八田金十郎

　　　　右於御祐筆部屋被仰付之

一九時過大奥御入御膳被召上

一旧臘廿六日江戸表発飛脚今般到着江戸表御静謐

　　　　歳暮ニ付

　　　　　天璋院様ゟ　　　　　白銀拾枚

　　　　　静寛院宮様ゟ　　　　同

　　　　右之通御拝領被遊

　　　　　九鬼長門守様ゟ　　　乾海苔一箱

　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　御直書　読史雑詠一帙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　房山楼詩　同

　　　　　　　　　　　　　　　呈書　　屠赤水小品一　　　　　　林大学頭殿

　　　　　　　　　　　　　　　同　　　西洋手袋一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撃存楼三大字　　　　　　浅野中務少輔殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外半蔵一枚

　　　　右之通被進之
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　　　　　　　　　　　　　海苔一　差上之　　　　　　　　　　　村田九八郎ゟ
　　　　　貞慎院様ゟ　　　　　御返書　干海老　一口餻一箱

　　　　　田安中納言様ゟ　　　御返書　御略暦　打栗一箱

　　　　　同御簾中様ゟ　　　　　　　　海苔一箱

　　　　　宰相様江　　　　　　御目録添弐百疋

　　　　　貞慎院様ゟ
　　　　　御弐所様江

　　　　　出雲守様ゟ　　　　　唐饅頭　一箱

　　　　　御弐所様　　　　　　羊羹

　　　　右大奥廻りニ而被進之

一七半時過御三度御膳如例

一大奥御寝御夜詰引九時

　　　　T正月五日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪

一御神霊前御庭共御拝如例

一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例

一七半時大奥御膳如例

一御膳後
　御二所様御同道二ノ丸御庭江被為入候

一表御締切御寝御夜詰引九時壱寸廻り

　　　　T正月六日　雨　　此節柄ニ付　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

　　　　　　　　　　　　　御祝義事御流し

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞

一御神霊前御拝御庭代拝
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一四半時御家老本多修理方御用有之

一殿様四半時過被為入御対顔大奥御入無程御帰被遊候

一九時再本多修理方御用有之

　　　　　　　　　　　　　元旦試筆画横もの一葉　　　　　　　　谷口藹山献上

一九時過大奥御入御膳被召上

一七時前孝顕寺方丈罷出被為召御茶御菓子被下之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　絵半切　　　　　　　　孝顕寺差上之
一七半時大奥御膳如例

一表御締切御寝御夜詰引九時五歩廻り　　一敬左衛門不快ニ付暮時ゟ御用捨相願退出

　　　　T正月七日　　烈風雨　此節柄ニ付平服　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　養竹

一御神霊前御拝如例御庭御代拝

一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例

一七半時大奥御膳如例

一大奥御寝御夜詰引九時

　　　　T正月八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵

一御神霊前御拝御庭共如例

一九時過大奥御入御膳被　召上

一八半時御浴湯被為召同刻過恕輔罷出御緩話被遊候

一七時過村田巳三郎御用有之

一七半時過御三度御膳如例

一御締切御寝御夜詰引九時五分廻り
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　　　　T正月九日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　一順

一御神霊前御拝如例

一五半時過本多修理方御用有之

一四時過為伺御機嫌大沢淡水水谷織部荒川南山罷出被為召御茶御菓子被下之

一四半時過内田関平御用有之

一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例

　　　　　宰相様江　　　　　御試筆

　　　　　殿様ゟ　　　　　　瑞烟呈福寿　喜太郎頂戴之

　　　　　右之通被進之

一七半時大奥御膳如例

一今晩立道中常振ニ而江戸表江飛脚被差立

　　　　　九鬼長門守様江　　御直書

　　　　　　　　　　　　　　御茶大福半斤

　　　　　秋月右京亮殿江　　御直書

　　　　　　　　　　　　御書　　　　　　　　　　　　　　　　　林大学頭殿江

　　　　　　　　　　　　御書　　　　　　　　　　　　　　　　　浅野中務少輔殿江

　　　　　　　　　　　　串鰈七わ

　　　　　　　　　　　　御書　　　　　　　　　　　　　　　　　大久保一翁殿江

　　　　　　　　　　　　紅魚一箱

　　　　　右之通被進被遣之

　　　　　貞慎院様江　　御書

　　　　　　　　　　　　御菓子一箱　墨流シ縮緬御服紗二　雲丹七箱
　　　　　筆姫様江　　　御書

　　　　　　　　　　　　加賀落雁一箱　雲丹三箱

　　　　　右大奥廻りニ而被進之

一表御締切御寝御夜詰引九時二寸五歩
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　　　　T正月十日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪

一御神霊前御拝如例御庭御代拝　一五半時過本多修理方御用有之

一四時過大井弥十郎御用有之

一九時過大奥御入御膳被召上

一八時過佐々木権六御用有之

一去七日発京都ゟ之飛脚到着左之通被進之

　　　　　藤堂和泉守殿　ゟ　御返書　斎藤拙堂書一葉

　　　　　同　大学頭殿

　　　　　松平容堂殿ゟ　　　　　　　鰹節一箱

　　　　　島津大隅守様ゟ　　　　　　多葉粉一箱

　　　　　〆

　　　　　東本願寺御門跡ゟ　御直書一　　暦扇十握箱入

　　　　　近衛前殿下ゟ　　　　　　　洲浜一筥

　　　　　同内府公ゟ　　　　　味噌漬真名松魚一尾一桶

　　　　　〆

　　　　　右之通被進之

　　　　　閑叟様ゟ　　　　　塩雁二翼

　　　　　筆姫様ゟ　　　　　御簾多葉粉一筥

　　　　　右大奥廻りニ而被進之

　　　　　御弐所様　　　観音繊法御札守一牘ツヽ　　　　　　　　孝顕寺

　　　　　　　青松院様江

　　　　　右例年之通差上之

一七半時過御膳如例

一御締切御寝御夜詰引九時五分廻り
A0143-00524_013
　　　　T正月十一日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞
一御神霊前御庭共御拝如例

一四時過松平備後方御用有之

一四半時過中根雪江罷出御用有之

一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例

一八半時過佐々木権六御用有之

一七半時大奥御膳如例

一同刻過中村市右衛門御用有之

一表御締切御寝御夜詰引九時五歩前

　　　　T正月十二日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　養竹

一御神霊前御拝御庭共如例

一為伺　御機嫌山本源左衛門土屋（谷）化遊原晩翠高間文四郎林泉友岡田静珉埴原保閑

　罷出被為召御菓子被下之中村八大夫浅見涼二村田竜之進其余日比彦之丞川瀬次郎右衛門
　川村十郎右衛門波々伯部弥六当局迄罷出候田内源介同断

一五半時過
　殿様被為　入御人払御用談被為　在藤馬侍座無程御帰り被遊候

一九半時前大奥御入御膳被　召上

一去五日発江戸表之飛脚道中大井川ニ而二日逗留今日到着江戸表御静謐松井左膳
　森六大夫ゟ無急度伺御機嫌状差越候

　　　　　松平日向守様ゟ　　　御直書
A0143-00524_014
　　　　　御弐所様江　　　　　粕庭良一箱　　福よせ　[御菓子]一箱
　　　　　出雲守様
　　　　　御弐所様ゟ　　　　　鱈子漬二曲

　　　　右御機嫌被為聞度被進之

　　　　　　　　　　　　　　　呈書　　　　　　　　　　　　　　浅野中務少輔殿

　　　　　　　　　　　　　　　御請　　　　　　　　　　　　　　竹中半十郎

　　　　右之通相廻ル

一八時過二ノ丸迄被為入

一同刻過千本弥三郎御用有之

一七半時前御家老本多修理方御用有之

一同刻過大奥御膳如例

一定日飛脚京都江被指立

　　　　　越中守様江　　　御直書被進之

　　　　　瑶彩磨様江　　　　　本願孝子伝　三中伝

　　　　　　　右昨年被進候筈　御直書ニ而被仰進候所江戸表ゟ相廻候も
　　　　　　　彼是延着ニ相成候ニ付今鴻敬左衛門ゟ雨森謙三郎迄
　　　　　　　手紙添相廻之

一御締切御寝御夜詰引九時二寸前

　　　　T正月十三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲菴
一御神霊前御庭共御拝如例

一四時定日為伺御機嫌御医師一統例之通罷出候

一同刻過渥美新右衛門御用有之
A0143-00524_015
一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例

　　　　　御二所様　　　　　　御目録
　　　　　殿様江　　　　　　　　　干鯛

　　　　　一橋様ゟ
　　　　　右者今般御相続被仰出候為御祝義御使を以御目録之通被進之

　　　　　御簾中様　　　　　　御目六

　　　　　　　　　　　　　　　　御さか札一しゆ

　　　　　徳信院様ゟも右御同様御祝義被仰進候

　　　　　御二所様　　　　　　御目六

　　　　　殿様江　　　　　　　　　干鯛

　　　　　一橋様ゟ
　　　　　今般御引移被為済候為御祝義御使を以御目録之通被進之候

　　　　　徳信院様よりも

　　　　　右御同様御祝義被仰進候右之通大奥廻り

　　　　　　　　　　　　　嵐蕎麦二袋　　　　　　　　　　　　　秋田玄蕃

　　　　　右到来ニ付内献之

一七時過出淵伝之丞御用有之

一七半時大奥御膳如例

一表御締切御寝御夜詰引九時懸り

　　　　T正月十四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　一順

一御神霊前御拝御庭共如例

一定日為伺　御機嫌大御番頭役御番頭歩兵隊番頭等罷出御目見被　仰付
A0143-00524_016
一九時過大奥御入御膳被　召上夕刻御締切如例
一四時過佐々木権六御用有之
一八半時中根雪江罷出御用有之

　　　　　　　　　　　　　柑類一籠　[シヤボン九年毋]　献上　　打它弁次郎
一七半時過大奥御膳如例　一為伺　御機嫌斎藤喜五郎罷出被為　召候

一鎌落過本多修理方御用有之

一御締切御寝御夜詰引四半時弐寸五分

　　　　T正月十五日　　雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪

一御神霊前御拝如例御庭御代拝

　　　　　　　　　　　　　昨日於　御座所当　　　　　　　　　　上田万順

　　　　　　　　　　　　　御殿勤被　仰付
　　　　　　　　　　　　　多葉粉一箱　　　　　　　　　　　　　渥美新右衛門

　　　　　右到来之由ニ而差上之

一四時過千本弥三郎御用有之

一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例

一八時過矢嶋恕輔罷出御緩話被遊候

一七時過本多修理方酒井外記方御用有之

一七半時大奥御膳如例

一同刻過中村市右衛門御用有之大谷直衛同道罷出候

一表御締切御寝御夜詰引九時ヘ壱寸五□□（歩前ヵ）
　　　　T正月十六日　　雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順
A0143-00524_017
一御神霊前御拝如例御庭御代拝

一四半時過　殿様御用為御談被為　入御人払御用有之被為済大奥御入無程

　御帰被遊候
　　　　　　　　　　　　　奉書紬　御紋御羽織　　　　　　　　　佐々木権六

　　　　　右ハ御用有之江戸表ヘ明日出立ニ付　思召ニ而被下之

　　　　　　　但横浜表ヘも罷越候由右ニ付　御手許ゟも御用有之

　　　　　　　　　　　　　御匕医師格　　　　　　　　　　　　　田代道玄

　　　　　右今日於御座所被　仰付四半時過御用人差加

　　　　　御前御礼申上之

一定日為伺　御機嫌御座所ゟ新左衛門初両部屋非番之面々罷出候
　　　　　　　　　　　　　年頃ニ罷成候ニ付御伽御雇　　　　　　出淵弥之助
　　　　　　　　　　　　　御免被成候

　　　　　右於　御座所被　仰付候ニ付長々蒙　御懇命被為御礼罷出
　　　　　被為　召左之通　御手自ら被下之
　　　　　　　　　　　　　呉絽　細袴地料　金三百疋　　　　　　同人江

　　　　　　　　　　　　　　　　御次扇子一対

一七時過本多修理方御用有之

一七半時過大奥御膳如例

一大奥御寝表御夜詰引四半時

　　　　T正月十七日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　 万貞

一御神霊前御拝如例御庭御代拝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平井練次
A0143-00524_018
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瓜生三寅

　　　　右両人御尋被遊度御用有之候ニ付今朝被為
　　　　召鹿之介罷出居御人払御用有之御用済御菓子被下之

　　　　　　　　　　　　京都表江　　　　　　　　　　　　　　　岡部養竹

　　　　　　　　　　　　明日出立

　　　　右　御目見被仰付御用人差加之

　　　　　　　　　　わら半切　百枚　　　　　　　　　　　　　　同人江

　　　　　　　　　　　　御扇子対

　　　　右者是迄此御殿相勤居候事故被下之

一四半時過中根雪江御用有之

一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御預所

　　　　　　　　　　　　金百疋　　　　　　　　　　　　　　　下野村
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毛利善右衛門

　　　　右者作り初穂為冥加
　　　　御手許江献上仕度旨願出候由ニ而萩原金兵衛ゟ差出御側御用人被相渡之

　　　　御二所様江　御札守一枚ツヽ　　　　　　　　　　　　　　玄成院ゟ
　　　　右者此節柄御安全之御祈禱相勤候由ニ而差出之

一八時過
　殿様被為入無程御帰り被遊候

一昨日之通御座所御側向小右衛門初両部屋非番之面々罷出候

一為伺　御機嫌多賀谷梅笑罷出被為召御茶御菓子被下之

一七半時大奥御膳如例

一同刻過内田閑平御用有之

一表御締切御寝御夜詰引四半時五歩廻り

　　　　T正月十八日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
A0143-00524_019
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵

一御神霊前御拝如例御庭御代拝

一四半時過中根雪江御用有之

一九時過大奥御入御膳被　召上　夕刻御締切如旧

　　　　　　　青松院様ゟ　　　　縞呉絽覆　御案架懸一

　　　　　　　　　　　　　　　　交御肴　　鯛一平目一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蚫十一

　　　　　　　右ハ今般御分量結構被成進候御挨拶として被進之但年百俵ツヽ
一七半時過大奥御膳如例

一大奥御寝表御夜詰引九時五歩前

　　　　T正月十九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　一順

一御神霊前御庭共御拝如例

一御拝済御座所江被為入御用部屋御臨席被遊九時前御帰り被遊候

一九時大奥御入御膳被召上

一九半時過御浴湯被為召候御湯済御締切如例

　　　　　　　　　　　　鱈子漬二曲　　　　　　　　　　　　　　芦田信濃江

　　　　　　　　　　　　蚫十一

　　　　　右者毎々差上物も有之候ニ付被下之

一七半時大奥御膳如例但明日御参詣ニ付御精進被遊

一同刻過本多修理方御用有之

一表御締切御寝御夜詰引九時ヘ五歩前

　　　　T正月廿日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
A0143-00524_020
一御神霊前御拝御庭共如例
一四半時奈良元作御用有之

一九時過大奥御入御膳被　召上
一九半時御供揃ニ而御城下廻り之趣ニ而孝顕寺運正寺江御参詣足羽并将軍

　地蔵御参拝被遊候

　　　　　御道筋　御裏口ゟ元切手中仕切太鼓御門下馬御門ゟ鳩御門内郡
　　　　　　　　　役所前脇新橋御渡　毛屋通り孝顕寺ヘ被為入御召替［服紗

　　　　　　　　　御上下］御像堂御霊屋御廟御拝被為済　［思召ニ而天方遊庭　鈴木主税墓前ヘ香花御手向被下也］

　　　　　　　　　方丈書室へ被為入　御召替［御平服］暫時御休息御茶御菓子差上之
　　　　　　　　　仲庵恕輔集り合セ居候ニ付被為　召御話有之夫ゟ神宮寺通り

　　　　　　　　　横坂ヘ被為入愛宕御登山　足羽宮　将軍地蔵　御拝　被遊
　　　　　　　　　夫ゟ元ノ御道通り横坂御下り　被遊　神宮寺町ゟ能登町運正寺江
　　　　　　　　　被為入　再御上下御召替御霊屋御拝夫ゟ内仏ヘ被為入
　　　　　　　　　昭徳院様御霊牌御拝被遊夫ゟ御廟不残［公儀御廟之外］　御拝
　　　　　　　　　被遊　［諦観院様有覚院様］　　　様ヘ御花御手備被遊夫ゟ

　　　　　　　　　被為入方丈御逢御茶御菓子差上之元之御道能登町ゟ大橋
　　　　　　　　　御渡り本町ゟ御定道下馬御門ゟ御庭口御帰殿被遊

一御出殿八時壱寸前御帰殿鎌落五分廻り

一今日之御出殿御城下廻り之被　仰出ニハ候へとも　思召ニ而御用人御供不　被仰付候依之

　御霊屋御廟共都而御先立御供中ゟ御駆抜ニ而敬左衛門相勤之

一御締切中ヘ御帰殿御三度御膳如例

　　　　　　　　　　　　　梅剪枝　薫物　宝之梅　　　　　　　　大崎七大夫
A0143-00524_021
　　　　　　　右持参差上之被為　召於御居間御茶御菓子被下之

一大奥御寝御夜詰引九時
　　　　T正月廿一日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順

一御神霊前御庭共御拝如例

一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例

一九時過酒井外記方松平備後方荻野小四郎方御用有之

一八時過二ノ丸御角場江被為入御鉄炮御稽古被遊候

　　　　　　　　　　　　　梅柳　折枝　　　　　　　　　　　　　多賀谷梅笑

　　　　　　　　　　　　　椿

　　　　　　　右差上之持参罷出候ニ付御稽古中江被為召候

一七半時大奥御膳如例

一表御締切御寝御夜詰引九時五歩廻り

　　　　T正月廿二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞

一御神霊前御拝御庭共如例

一五時過勝木十蔵長々不快罷在候処快ニ付出勤不快中毎々
　御尋被下為御礼罷出被為召鰑被下之御用有之

一定日為伺　御機嫌日比彦之丞　川瀨次郎右衛門　御座所御馬廻り頭取当局迄罷出候

一九時中根雪江罷出御用有之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋田長之丞

　　　　　　　右ニ付御用人指加　御前御礼有之

一同刻過大奥御入御膳被　召上
A0143-00524_022
　　　　　　　　　　　　　御用部屋定詰御中老同様御取扱　　　　田内源介

　　　　　　　　　　　　　弐拾五人扶持被下置候由

　　　　　　　右結構被　仰付候御礼として罷出御用有之

一八半時於二ノ丸御馬場御乗馬被遊御鞍出淵馬

一七時御家老松平備後方酒井与三左衛門方御用有之

　　　　　　　　　　　　　忰十右衛門結構被　仰付候為　　　　　荒川南山

　　　　　　　　　　　　　御礼罷出被為　召　御目見被仰付

一七半時過御膳如例

一為伺御機嫌酒井弘桑山捨三郎罷出被為　召候

一御締切御寝御夜詰引九時懸り

　　　　T正月廿三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲菴
一御神霊前御庭共御礼如例

一定日為伺　御機嫌御医師一統罷出
　御目見被仰付候

一四時過御沙汰有之平井練次罷出被為召色々御尋被遊明日出立長崎表之方ヘ

　罷越候ニ付以　思召御扇子鰑被下之

一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例

一昨晩江戸表江飛脚被差立候ニ付左之通被進之
　　　　　宰相様より　　　　　御花一筒

　　　　　英樹院様江　　　　　　　御代百疋

　　　　　右者来ル二月四日御三回御相当ニ付御備ヘ

　　　　　田安　　　中納言様江御書
　　　　　御二所様江　　　　　御茶　越の雪一斤
　　　　　右御法事ニ付御機嫌被為聞被進之
A0143-00524_023
　　　　　宰相様より　　　　　雲丹五箱
　　　　　清心院様江
　　　　　右者年明ヶ御初便りニ付進之

　　　　　御二所様ゟ　　　　　五百疋外ニ

　　　　　御同人様江　　　宰相様よりすあま三本

　　　　　右者旧冬廿九日御屋敷御長屋御類焼ニ付御機嫌被為聞被進之

　　　　　宰相様より　　　　　雲丹七箱
　　　　　不争斎様江
　　　　　右同断ニ付被進之

　　　　　出雲守様江　　　　　干鱈

　　　　　熊姫様江　　　　　　絵半切二百
　　　　　　　　　　　　　　　うに三箱

　　　　　右者年頭ニ付被進之

　　　　　宰相様より

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御本丸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御使番頭

　　　　　　　　　　　　　二百五十疋　　　　　　　　　　　　　滝治

　　　　　右者此程差上物御帰しとして被下之

一九半時過御浴湯被為召候

一七半時大奥御膳如例

一同刻過御締切中
　御同道御本丸御馬場江被為入七ツ蔵辺御廻り被遊候

　　　　　　　　　　　　昨廿二日朝京都表　　　　　　　　　　　酒井十之丞

　　　　　　　　　　　　出立ニ而今夕帰着

　　　　　右此御座所江可罷出之所御途中ニ而
　　　　　御目見趣意御尋被遊候
A0143-00524_024
　　　　　　　　　　　　焼玉子　　　　　　　　　　　　　　　　同人江
　　　　　　　　　　　　御酒

　　　　　右以　思召被下之

　　　　　　　　　　　　雁二羽［内壱羽ヲすまし豆腐］　　　　　当番新五兵衛初

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　両部屋御伽迄

　　　　　右者御供筒之者相留差出候ニ付　御座所ゟ相廻り右之通被下之

一大奥御寝御夜詰引九時壱寸前

　　　　T正月廿四日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　一順

一御神霊前御拝御庭共如例

一五時過本多修理方御用有之

一四時過中根雪江御用有之

　　　　　　　　　　　　副物頭被　仰付候　　　　　　　　　　　市橋環蔵

　　　　　　　右為御礼無急度当局迄罷出候

一九時過大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例

一去廿一日晩立京都表ゟ之飛脚今朝到着御静謐左之通被進之

　　　　　西本願寺御門主　御直書　　蜂屋枝柿一箱

　　　　　松平出羽守様　　同　三通

　　　　　松平兵部大輔様　同

　　　　　松平淡路守様　　同　二通

　　　　　松平容堂様　　　同

一八時前御家老酒井外記方御人払御用有之

　　　　　　　　　　　舶来

　　　　　　　　　　　　夏御胴服一　　　　　　　　　　　　　　酒井十之丞

　　　　　　　右ハ京都ゟ持参之由ニ而献上之
A0143-00524_025
一七半時過大奥御膳如例　　　一六半時御目付村田巳三郎千本弥三郎御用有之

　　　　　　　　　　　　　唐筆一対　線香二把　　　　　　　　　酒井与三左衛門方

　　　　　　　　　　　　　詩箋一筥
　　　　　　　右　京都ゟ持参之由ニ而差上之

一御締切御寝御夜詰引九時壱寸前　一雁御吸物敬左衛門初当番被下　如昨夜
　　　　T正月廿五日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪

一御神霊前御庭共御拝被遊

一五時過田内源介御用有之右御用中松平備後方罷出御用有之

一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例

一九半時過御座所江被為入御用部屋御臨座七時前御帰り被遊候

　　　　　　　　　　　　　中鯛二枚　　　　　　　　　　　　　　酒井与三左衛門方ヘ

　　　　　　　　　　　　　くし鯛一

　　　　　　　右者過日帰着差上物も有之候ニ付被下之

一去ル十八日晩立江戸表ゟ之飛脚着御静謐

　　　　　　　　　　　　　呈書　新年作二　　　　　　　　　　　林大学頭殿

　　　　　　　　　　　　　呈書　東軍要録二并図一冊　　　　　　勝安房守殿

　　　　　　　　　　　　　　　　西洋事情三冊

　　　　　　　右之通被差上之
一七時過奈良元作御用有之
一七半時大奥御膳如例

一表御締切御寝御夜詰引九時二寸廻り

　　　　T正月廿六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　万順

一御神霊前御拝御庭共如例
A0143-00524_026
一四時過御家老酒井外記方御用有之

一九時過大奥御入御膳被　召上

一八時過御家老松平備後方御用有之

一八半時御目付中村市右衛門御用有之

一七時過御浴湯被為　召

一七半時過大奥御膳如例

一去廿四日晩立京都表ゟ之御内飛脚到着左之通被進之

　　　　　筆姫様ゟ　　　　　　御直書御壱封
　　　　　越中守様ゟ　　　　　鰑壱箱

　　　　　顕光院様ゟ　　　　　御肴料金弐百疋

　　　　　峰姫様ゟ　　　　　　塩煮蚫一曲

一今晩京都表ヘ定日飛脚発ニ付左之通被進之

　　　　　藤堂和泉守様　　　　御直書　雲丹弐合入五箱

　　　　　同　大学頭様　　　　　　　　間奉書　布目天金三百枚

　　　　　右ハ先達而御所望之斎藤拙堂之書一葉被進候御挨拶として被進之

　　　　　松平容堂殿江　　　　御直書

　　　　　　　　　　　　　雁肉御噌漬　藁紙　　　　　　　　　　坪井信良へ

　　　　　　　　右ハ昨年万国公報一部差上候ニ付為御返被下之仲庵ゟ相廻ス

一大奥御寝御夜詰引九時懸り

　　　　T正月廿七日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞

一御神霊前御庭共御拝如例
A0143-00524_027
一五半時過御家老本多修理方御用有之

一四時過
　殿様被為　入御対顔大奥御入無程御帰り被遊候

一同刻過松平備後方御用有之

一九時大奥御入御膳被召上

一九半時御供揃ニ而運正寺ヘ御参詣被遊
　諦観院様御霊牌御廟共　御拝被遊候

　　　　　御道筋

　　　　　　　　　御庭口ゟ元切手御門二ノ丸通太鼓御門下馬御門鉄御門酒井与三左衛門方
　　　　　　　　　前横佐野左京屋敷前ゟ桜御門本町京町大橋御渡り久保町ゟ
　　　　　　　　　能登町運正寺ヘ被為入方丈ニ而御召替
　　　　　御霊屋御拝夫ゟ御廟御拝被遊候

　　　　　諦観院様彩雲院様有覚院様御廟御拝御花
　　　　　御手備被遊候夫ゟ元之所ニ而御召替被遊方丈御逢有之御茶御菓子
　　　　　差上之夫ゟ元之御道通り御庭口江御帰殿被遊候
一御出殿九半時二寸五歩御帰殿八半時二寸五歩
　　　　　　　　　　　　浅草海苔五状　　　　　　　　　　　　　運正寺方丈江

　　　　　右者御参詣等之節御菓子差上候ニ付被下之

　　　　　　　　　　　　　　相生酒五合斗一瓶　鯛一枚　　　　　酒井十之丞江

　　　　　　　　　　　　　　美須多葉粉三包

　　　　　右者又々近日上京致シ此程差上物も有之候ニ付以
　　　　　思召被下之

一七半時大奥御膳如例
A0143-00524_028
　　　　　宰相様より

　　　　　　　　　　　　御初穂　銀札二十匁　　　　　　　　　　不動院

　　　　　右者

　　　　　御簾中様御厄ニ付御代参ニ而御備ヘ

一七半時過松平備後方御用有之

一同刻過中村市右衛門千本弥三郎御用有之

一表御締切御寝御夜詰引九時

　　　　T正月廿八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵

一御神霊前御拝御庭共如例

一四時過大井弥十郎御用有之

一九時過大奥御入御膳被　召上

一九半時過孝顕寺為伺御機嫌罷出候ニ付御逢有之御茶御菓子被下之

一八時前瓜生三寅被為　召罷出御尋御話被遊洋酒一瓶被下之

一七半時過大奥御膳如例

一御締切御寝表御夜詰引九時壱寸廻り

　　　　T正月廿九日小　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　一順

一御神霊前御庭共御拝如例

一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例

一八時二ノ丸御馬場江被為　入御乗馬被遊候

一八半時過出淵伝之丞武田三十郎御用有之
A0143-00524_029
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御預所
　　　　　　　　　　　　金二百疋　　　　　　　　　　　　　　上番村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶋崎奥左衛門

　　　　　右者為冥加作り初穂

　　　　　宰相様御
　　　　　手許江献上仕度旨願出萩原金兵衛ゟ差出候由ニ而御側御用人
　　　　　被相渡之

　　　　　　　　　　　金五百疋　　　　　　　　　　　　　　　　谷口藹山江

　　　　　右者御机掛ヘ画被仰付先達而者元旦試筆画差上近々出立致シ候ニ付
　　　　　被下之

一七時前酒井与三左衛門方御用有之

一同刻過
　殿様被為　入無程御帰被遊候

一七時過本多修理方御用有之

一七半時大奥御膳如例

一大奥御寝御夜詰引九時

　　　　T二月朔日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七時ゟ新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪

一御神霊前御拝如例

一四半時但見為伺　御機嫌罷出御話被遊候

一九時過大奥御入御膳被　召上

一九半時過松平備後方御用有之

　　　　　　　　　　　　御余多御飯御肴　　　　　　　　　　　　高田孫左衛門へ

　　　　　　　右不快為御尋以　思召被下之
A0143-00524_030
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大沢淡水

　　　　　　　　　　　　雁一羽ヲ　　　　　　　　　　　　　　　水谷織部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒川南山

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塩谷淇翠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村八大夫

　　　　　　　　　　　　同　　同　　　　　　　　　　　　　　　加藤丹山

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅見涼二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井原悠鹿

　　　　　　　　　　　　同　　同　　　　　　　　　　　　　　　奥坊主九人ヘ

　　　　　　　右御座所ゟ相廻御有合ニ而被下之

　　　　　　　　　　　　九年毋　　　　　　　　　　　　　　　　孝顕寺ゟ
　　　　　右之通差上之

　　　　　宰相様江　　　　　　浅草海苔十状入一箱

　　　　　御簾中様江　　　　　同

　　　　　　　青松院様江　　　　　同五状入一箱

　　　　　右之通会所ゟ差上度旨ニ而勝木十蔵ゟ差出之

一七半時大奥御膳如例

一為伺　御機嫌井上潤之助斎藤喜五郎出淵弥之助罷出

　御目見被仰付御菓子被下之

　　　　　　　　　　　　わかめ一包　　　　　　　　　　　　　　平本但見

　　　　　右之通差上之

一表御締切御寝御夜詰引九時一寸廻り
A0143-00524_031
　　　　T二月二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順

一御神霊前御拝如例御庭御代拝

一為伺　御機嫌中村八大夫浅見涼二周防猪左衛門井原悠鹿罷出
　御目見被仰付候埴原保閑当局迄罷出候

一定日ニ付御座所御側向両部屋非番之面々為伺　御機嫌罷出候

一五半時過田内源介御用有之

一四時過勝木十蔵御用有之四半時過村田巳三郎御用同断

　　　　　　　　　　　　唐砂糖一本　　　　　　　　　　　　　　勝木十蔵

　　　　　　　右ハ内実山田又左衛門ゟ十蔵迄差出候由ニ而差上之

一九時過大奥御入御膳被　召上

一八半時過矢嶋恕輔罷出御緩話被遊彼是御延刻ニ相成御会読無之

一同刻松平備後方御用有之
　　　　　　　　　　　　雁肉　　　　　　　　　　　　　　　　　大崎七大夫ヘ

　　　　　　　右ハ先役中毎々差上物いたし旁以
　　　　　　　思召被下之

　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　　　　青木恕庵

　　　　　　　右ハ旧冬毎々献上ものも有之旁以　思召被下之

一七半時過大奥御膳如例

一大奥御寝表御夜詰引九時

　　　　T二月三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞
A0143-00524_032
一御神霊前御庭共御拝如例

一定日為伺　御機嫌御朝御膳中御医師一統罷出　御目見被　仰付

一右同断御座所御側向新左衛門初非番之面々罷出候中根雪江罷出被為召候

一四時過吉田悌蔵罷出被為召御用有之

一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例

一八時過御浴湯被為召候

一七時過内田閑平御用有之

一七半時大奥御膳如例

一表御締切御寝御夜詰引九時壱寸前

　　　　T二月四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵

一御神霊前御拝御庭共如例

一五半時過本多修理方御用有之

一四時過中根雪江千本弥三郎御用有之

一九時過大奥御入御膳被　召上

一八時前二ノ丸於御角場御鉄炮御稽古被遊候

一七時過松平備後方御用有之

　　　　　　　　　　　　　雁一羽　　　　　　　　　　　　　　　岡部豊後ヘ

　　　　　　　右旧冬献上物も有之旁以　思召被下之

一七半時過御三度御膳如例

　　　　　　　　　　　　　紅梅剪枝　　　　　　　　　　　　　　横井五百里献上

一御締切御寝御夜詰引九時
A0143-00524_033
　　　　T二月五日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　一順

一御神霊前御庭共御拝如例

　　　　　　　　　　　　　御扇子　一対　　　　　　　　　　　　出淵弥之助

　　　　　右者今日元服致シ候ニ付罷出

　　　　　御目見被仰付右之御品被下之

一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例

一八時過御本丸御馬場江被為　入御国出生之駒寄ニ付被遊
　御覧候

　　　　　　　　　　　　　雁一羽ヲ　　　　　　　　　　　　　　矢嶋恕輔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木璥二　江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栗本寛七

　　　　　　　　　　　　　同二羽ヲ　　　　　　　　　　　　　　御馬廻り岱輔初一統江

　　　　　右御座所ゟ相廻り御有合ニ付被下之

　　　　　宰相様より

　　　　　　　　　　　　　御初穂二十匁　　　　　　　　　神明
　　　　　右者

　　　　　御簾中様御有卦入ニ付御有卦中猶何之御障りも不被為
　　　　　在候様御祈禱被仰付御備ヘ

　　　　　　　　　　　　　百五十疋　　　　　　　　　　　　　さつまはゝ
　　　　　右者寒中御機嫌伺ひ差上物御帰しとして被下之

　　　　　　　　　　　　　鴨一羽　　　　　　　　　　　　　　大谷儀左衛門

　　　　　右之通内献之

一七半時大奥御膳如例
A0143-00524_034
一大奥御寝御夜詰引九時

　　　　T二月六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪

一御神霊前御拝御庭共如例

一五半時過千本御用有之

一今朝御座所御中﨟八重御催ニ而辰上刻
　御男子様御誕生被遊益々御機嫌能被為入奉恐悦候　此段此大奥ヘ申参候由ニ而
　御錠口ゟ申出早々奉申上候

一右ニ付早速敬左衛門御歓御使被遣候筈之処御用有之御小姓頭取上坂藤大夫被遣尚

　其後之御様子被為　聴御使被　仰付　御誕生後何等之御異状も不被為　在益御機嫌
　能御肥立被遊候旨罷帰申上之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中里謙三

　　　　　　　右初而被為召御目見被　仰付於御居間過日来御国中相

　　　　　　　廻り見出候産物類御尋被遊御茶御菓子被下之

　　　　　　　鹿之介侍座

一九時過大奥御入御膳被　召上

一御膳後御庭通り御馬上ニ而御座所ヘ被為入殿様御対顔済大奥

　ヘ被為入御誕生様江御初而御対顔被遊無程御帰殿被遊

　其節左之通御持参ニ而被進之

　　　　　　　　　　　　御ひよ一

　　　　　　　　　　　　御手玩もの五　一台
　　　　　　　　　　　　御生菓

　　　　　　　　　　　　　するめ一
A0143-00524_035
　　　　　宰相様ゟ　　　　　御初尾弐拾匁　　神明
　　　　右
　　　　　御誕生様御丈ふニ御成長被遊候様御祈禱被　仰付

一八時過松平備後方御用有之

　　　　　　　　　　　　紅梅剪枝　　　　　　　　　　　　　　　溝口郷右衛門

一溝口郷右衛門　大関助左衛門為伺　御機嫌当局迄罷出候
一七半時過大奥御膳如例

一御座所御男子様御誕生ニ御家老中初三ノ丸ヘ登殿之筈之処其趣ニ而於　御座所
　御中老迄申上ニ相成候様　思召ニ而被　仰出敬左衛門初両部屋御馬廻り等　御座所ヘ恐悦
　為申上罷出候当両部屋御馬廻り等当局迄同断

一御締切御寝御夜詰引九時五分前
　　　　T二月七日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順

一御神霊前御拝如例御庭御代拝

一五半時過千本弥三郎御用有之

　　　　　　　　　　　　　メリヤス手袋一　雁皮手帖二冊　　　　千本弥三郎江

　　　　　　　　　　　　　藁帋半切二百

　　　　　右者明日出立江戸表江罷越候ニ付被下之

一同刻過田内源介御用有之

一四半時過中根雪江御用有之

　　　　　　　　　　　　　御附御小姓御膳番　　　　　　　　　　秋田長之丞

　　　　　　　　　　　　　御馬廻り支配被仰付候
　　　　　　　　　　　　　御広式御用人　　　　　　　　　　　　今立五郎大夫

　　　　　右之通被仰付候ニ付当局迄御礼罷出候

一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例
A0143-00524_036
　　　　　宰相様ゟ　　　　　　御服紗ニ而舟御出来
　　　　　御簾中様江　　　　内封筒　風鎮　風鈴　蓋物　麩　福よせ菓子　筆

　　　　　　　　　　　　　　　福助　お福　福寿草一鉢　ふしの粉

　　　　　　　　　　　七寸御重壱組

　　　　　　　　　　　　　内　御浸し物　ふし掛長な　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きんしゆは

　　　　　　　　　　　　　　　ほう／＼色付焼　ふて生か　二

　　　　　　　　　　　　　　　ふき寄蒲鉾

　　　　　　　　　　　　　　　ふしかけたい

　　　　　　　　　　　　　　　ふのやき玉子　　　　　　　三
　　　　　　　　　　　　　　　ふしに竹の子

　　　　　　　　　　　　　　　富士形久年甫

　　　　　　　　　　　　　　　ふきの紅餅　　　　　　　　四
　　　　　　　　　　　　　　　富士形やうかん
　　　　　　　　　　　　　　　ふっきまん寿　　　　　　　五

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆五重

　　　　　右者今日御有卦入ニ付被進之

　　　　　　　　　　　　　軍事調目付　　　　　　　　　　　　　大谷儀左衛門
　　　　　右之通結構被仰付候ニ付御礼当局迄罷出候

　　　　　宰相様江　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松霜院ゟ
　　　　　右之通差上之右為御返　御茶半斤雲丹三曲　被下之　　　同人江

　　　　　　　　　　　　　　　　金巾墨流大帛紗一

一七半時大奥御膳如例

一今晩立江戸表江飛脚被差立候ニ付左之通被進之

　　　　　秋月右京亮殿江　　御直書

　　　　　　　　　　　　　　暦扇十握箱入　御茶越の雪半斤

　　　　　　　　　　　　御書　　　　　　　　　　　　　　　　　浅野中務少輔殿ヘ

　　　　　　　　　　　　関鰑一箱

　　　　　　　　　　　　御書　　　　　　　　　　　　　　　　　林大学頭殿ヘ

　　　　　　　　　　　　串鰈

　　　　　右之通被進被遣之

　　　　　　　　　　　　御書　　　　　　　　　　　　　　　　　大久保一翁殿江
　　　　　　　　　　　　秋の月御茶半斤
A0143-00524_037
　　　　　　　　　　　　御書　　　　　　　　　　　　　　　　　勝安旁守殿江

　　　　　　　　　　　　秋の月　御茶半斤

　　　　　右者千本弥三郎着之上持参ニ而被遣之

　　　　　　　　　　　　御書　　　　　　　　　　　　　　　　　杉浦兵庫頭殿へ
　　　　　右同人江　御托シ遣之

　　　　　　　　　　　　雲丹三曲　藁帋半切二百　　　　　　　　倉橋江

　　　　　　　　　　　　越の雪半斤　鴨肉味噌漬

　　　　　右者差上物御返与して被下之鴨者御有合ニ付被下之

　　　　　御簾中様ゟ　　　　御鉢盛御肴　　　　　　　　　　　　敬左衛門初

　　　　　　　　　　　　　　御酒　　　　　　　　　　　　　　　両部屋一統　江

　　　　　右者今日御祝義ニ付被下之

　　　　　　　　　　　　御口取物御肴御余多　　　　　　　　　　本多修理方

　　　　　　　　　　　　同　　　　　　同　　　　　　　　　　　松平備後方

　　　　　　　　　　　　同　　　　　　同　　　　　　　　　　　毛受鹿之介

　　　　　　　　　　　　同　　　　　　同　　　　　　　　　　　中根雪江　江

　　　　　右者御簾中様ゟ被進候を以
　　　　　思召被下之

一表御締切御寝御夜詰引四半時二寸五歩
　　　　T二月八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　御浴湯被為召候　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞

一御神霊前御拝如例

一五半時御供揃ニ而
　浄光院様御忌日ニ付孝顕寺ヘ被遊　御参詣候

　　　　　　御道筋　御裏口ゟ元切手中仕切下馬御門鳩御門内郡役所前脇新橋御渡り
A0143-00524_038
　　　　　　　毛屋通り御定道孝顕寺本堂御座間ニ而　御召替御上下
　　　　　　　御像堂御拝夫ゟ御廟御拝被為済書院ヘ御通り　御召替
　　　　　　　御平服御茶御菓子差上之暫時御話等被遊　御供揃之上

　　　　　　　御帰殿元之御道通り

　　　　　　　　　　　　　　　乾海苔五状　　　　　　　　　　　孝顕寺方丈江

　　　　　　　右為御持ニ而被下之

　　　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱甲州産月の雫　　　　　同方丈ゟ
　　　　　　　右差上之御持帰りニ相成

一御出殿五半時弐寸五分　御帰殿四半時

一四半時過中根雪江御用有之

一九時過大奥御入御膳被　召上

一九半時過　御弐所様御同道御庭廻りゟ　御座所御方ヘ被為入

　　　　　宰相様ゟ　　　　　　御菓子　せんへい　　御一盆

　　　　　御誕生様江　　　　　　　　　中干菓子

　　　　　右為御持ニ而　御側御慰ニも与被進之

一七半時過大奥御膳如例

一御締切御寝御夜詰引四半時弐寸五歩

　　　　T二月九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵

一御神霊前御拝御庭共如例

一五時過本多修理方御用有之

　　　　　御弐所様ゟ　　　　　煮染一鉢　　　　　　　　　　　　袖野初一統

　　　　　　　　　　　　　　　九こん魁五升　　　　　　　　　　御医師
A0143-00524_039
　　　　　右
　　　　　御誕生様ニ而何角心配御世話申上御用多相勤候ニ付被下之

　　　　　　　　　　　　　御余多　御飯　御肴　　　　　　　　　八重江

　　　　　右為　御尋被下之

一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例

一去ル六日立京都表ゟ之飛脚着京坂御静謐

　　　　　松平因幡守様ゟ　　　御直書

　　　　　右之通被進之

一八時過二ノ丸御角場江被為　入御鉄炮御稽古被遊候

一八半時過松平備後方御用有之

一七半時大奥御膳如例

一表御締切御寝御夜詰引四半時五歩廻り

　　　　T二月十日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　一順

一御神霊前御拝御庭共如例

一五時過勝木十蔵御用有之

一九時過大奥御入御膳被　召上

一八時過二ノ丸御馬場ヘ被為　入御乗馬被遊

一山県招月為伺御機嫌当局迄罷出　御乗馬中ニ付御逢無之

一八半時過松平備後方御用有之

一七半時過大奥御膳如例

一御締切御寝御夜詰引九時五分前

　　　　T二月十一日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
A0143-00524_040
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪

一御神霊前御拝御庭共如例

一四時過本多修理方御用有之

一九時大奥御入御膳被召上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御預所
　　　　　　　　　　　　　金壱両二歩　　　　　　　　　　　下野村
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毛利善右衛門

　　　　　右者御国恩を存詰

　　　　　宰相様御手許江献上仕度旨願出萩原金兵衛ゟ差出候由ニ而

　　　　　御中老ゟ被相渡之

一八時過二ノ丸御馬場へ被為　入御乗馬被遊御帰り御本丸内御廻り被遊候

一七半時大奥御膳如例

一同刻過中村市右衛門御用有之

一表御締切御寝御夜詰引九時五歩前

　　　　T二月十二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順

一御神霊前御庭如例

一六半時過御供揃ニ而当番詰合切被　召連堂形調練場ヘ被為入　大御番不残并並
　新番調練　御覧被遊畢而炮術所御覧夫ゟ御帰殿被遊　但相済候筋一同ヘ
　御意被成下

　　　　　御道筋　御馬上ニ而中ノ口ゟ南御門中馬場通り三寺剛右衛門脇前

　　　　　堂形調練所表門ヘ被為入　御帰殿元之御道通り大御番并並新番
　　　　　共御見送り相願御供被　仰付南御門ゟ御廊下橋御渡り元切手ゟ銅
　　　　　御殿脇ニ御床几立ニ而一統　御前ニ平伏　御意有之御庭口ゟ被為入
A0143-00524_041
一御出殿五時弐寸廻り　御帰殿四半時ヘ弐寸前

一四半時中根雪江為伺　御機嫌罷出御用有之

一同刻過調練場ヘ罷出居候御番頭一統為御礼罷出御逢有之

一御座所御誕生様御七夜御祝義ニ付
　宰相様ゟ　思召ニ而鹿之介御使ニ而左之通　被進

　　　　　御誕生様江　　　　御名

　　　　　信次郎様　　　訓　能武

　　　　　　　　　　　　御交肴　鯛一　魴鮄三　御籠入

　　　　　　　　　　　　　　　　甘鯛三

　　　　　　　右御名目録御添ニ而被進之

　　　　　宰相様ゟ　　　　　御産召一重御代白銀弐枚

　　　　　信次郎様江

　　　　　　　右　御七夜御祝義ニ付被進之

　　　　　御弐所様ゟ　　　　御喰籠一対　［紅白］御飯
　　　　　御誕生様江　　　　御添重一組　御ひたし　　長な　　　　二　紅白蒲鉾　　重あらめ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　千切大根　　三　小串鯛　　　せんまい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひしき　　　　　苞豆腐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　与　かれい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五　面取大こん

　　　　　　　右　御左右被為聞　被進之

　　　　　宰相様ゟ　　　　　交肴代百疋　　　　　　　　　　　　八重江

　　　　　　　右ハ今日御七夜御祝義ニ付　被下之
　　　　　宰相様江　　　　　御吸物　　　　御酒

　　　　　信次郎様ゟ
　　　　　　　右前記同断ニ付被進之　御弐所様　青松院様御同座ニ而
A0143-00524_042
　　　　　　　御弐度御膳之節御祝被遊

　　　　　宰相様江　　　　　　御交肴　鯛二　一折

　　　　　信次郎様ゟ　　　　　　　　　金頭十

　　　　　　　右今日被進之為御答礼被進之

一九時過御二度御膳大奥御入如例

　　　　　　　　　前記　鯛一　　　　　　　　　　　　　　　　　有賀左近江

　　　　　　　　　　　　金頭十

　　　　　　　右者旧冬鴨献上ニ付為御返被下之

　　　　　　　　　同　　鯛一　　　　　　　　　　　　　　　　　秋田玄蕃ヘ

　　　　　　　右者過日蕎麦献上ニ付同断

　　　　　　　　　　　　鶫十五翼　　　　　　　　　　　　　　　本多修理方

　　　　　　　右獲物之由ニ内々被差上之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小源太弟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西川陽八郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卯十一歳

　　　　　　　右ハ今日被為　召御菓子等被下之

一今晩立京都表ヘ定日飛脚ニ付左之通被進之

　　　　　近衛前殿下江　　　　乾海苔五状入一箱

　　　　　同内府公江　　　　　御茶銘簀漉ノ月半斤鉄葉入

　　　　　西本願寺御門主江　　葛粉一箱

　　　　　東本願寺御門主江　　同　　同

　　　　　興正寺御門主江　　　御茶　銘簀漉之月半斤鉄葉入

　　　　　徳大寺右府公江　　　打栗一筥

　　　　　島津大隅守様江　　　雲丹壱升

　　　　　　　　　　　　　　　間奉書半切三十枚

　　　　　松平容堂様江　　　　御茶秋月半斤鉄葉入
A0143-00524_043
　　　　　伊達伊与（予）守様江　御茶秋の月　同

　　　　　松平出羽守様江　　御直書

　　　　　松平淡路守様江　　同

　　　　　　　右ハ御直書添ニ而御品物等被進之

一七半時過大奥御膳如例

一今朝為伺　御機嫌左之面々罷出　御留守中ニ付御目見無之土谷化遊

　原晩翠高間夢伯加藤丹山　御座所御供頭両人　同断

一夕刻酒井弘桑山捨三郎同断罷出　御目見被　仰付

一表御締切御寝御夜詰引四半時壱寸廻り

　　　　T二月十三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞

一御神霊前御拝如例

一定日ニ付御医師一統如例伺　御機嫌罷出候

一四時過勝山等一此程大坂表ゟ罷帰り候ニ付被為召事情御尋被遊候

一四半時過
　殿様被為入御対顔大奥御入無程御帰り被遊候

一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例

　　　　　御二所様江　　　　　　　　　　　蟹一甲

　　　　　殿様ゟ　　　　　　御籠之内御肴　かれい三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金頭十

　　　　　右者今日御入之節為御持ニ而被進之

一九半時過御浴湯被為召候

一八時過加藤藤左衛門瓜生三寅御用有之
A0143-00524_044
　　　　　清心院様ゟ　　　御多葉粉入三　外ニ京織御敷物

　　　　　　　　　　　　　御袂落シ二

　　　　　右者年始ニ付被進之京織者□（毎ヵ）々被進物之為御挨拶被進之
　　　　　　　　　　　浅草海苔五状　　　　　　　　　　　　　　友仙ゟ
　　　　　右之通差上之

一七半時大奥御膳如例

一表御締切御寝御夜詰引九時

　　　　T二月十四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵

一御神霊前御拝御庭共如例

一五半時過本多修理方御用有之

一四時過中根雪江御用有之

一九時過大奥御入御膳被　召上

　　　　　　　　　　　　　鶫十　　　　　　　　　　　　　　　　渋谷弥税

　　　　　　　　　　　右昨日獲物之由ニ而差上之

一九半時御供揃ニ而御乗切御城下御廻り被遊夫ゟ和田八幡江御参詣諸所御廻り
　被遊候　思召ニ而中根雪江御供ニ被　召連非番ゟ新五兵衛同断

　　　　　御道筋　中ノ口ゟ南御門勝見御定道和田口ゟ八幡ヘ御参詣夫ゟ和田中
　　　　　村地之上ゟ　シメ　ツボ　　岡河水往来ゟ長田越山際ヘ御登り暫時
　　　　　御休息夫ゟ堅立村原目村ゟ追分ゟ松岡街道志比口松本四ツ辻四軒
　　　　　町不動御門井上半大夫屋敷脇前鷹匠町松原伝五右衛門前ゟ割場
　　　　　南御門ゟ中ノ口ヘ被為入御供長之丞敬左衛門御小姓両人介共御膳番一人
　　　　　御供頭一人御馬廻り両人一統馬上　御伽両人願ニ而徒立ニ而御供いたし候
A0143-00524_045
一御出殿八時五分歩前御帰殿七半時□（五ヵ）分前
　　　　　　　　　　　　　　　小紙墨筆御□□（菓子）　　　　甚兵衛忰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木内竹次郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卯十二歳

　　　　　　　右今夕被為　召　御目見被　仰付右御品被下之

一去七日晩立江戸表ゟ之飛脚今朝到着御静謐左之通被進之

　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　御直書　詩箋三〆

　　　　　　　　　　　　　　　雁一羽　　　　　　　　　　　　　中根雪江

　　　　　右昨日勝見筋ヘ被遣候処一翼出来ニ付被下之

一七半時過大奥御膳如例

一御締切御寝御夜詰引九時五分前

　　　　T二月十五日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　一順

一五時前松平備後方御用有之

一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例

一七半時大奥御膳如例

　　　　　宰相様より　　　　　御茶半斤　雲丹三

　　　　　　　　　　　　　　　金巾墨流シ大御服紗一　　　　　　松霜院江

　　　　　右者差上物御返シ与して被下之

一大奥御寝御夜詰引九時壱寸廻り

　　　　T二月十六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　介　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　玄珪

一御神霊前御拝如例

　　　　　　　　　呈書　　　　宋李盰江文抄三冊　　　　　　　　大久保一翁殿ゟ
　　　　　　　　　　　　　　　蚕茶楮書全十冊

　　　　　右之通被差上之
A0143-00524_046
一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例

一今朝定日為伺御機嫌御座所御側向非番之面々罷出候
　　　　　出雲守様江　　　　　御書

　　　　　　　　　　　　　　　蜂屋柿一箱

　　　　　右者明十七日出立糸魚川表江飛脚被差立候ニ付被進之

一七半時大奥御膳如例

一表御締切御寝御夜詰引九時

　　　　T二月十七日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞

一御神霊前御拝御庭共如例

一四時過中根雪江御用有之

一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例

一八時過本多修理方御用有之

一同刻前為伺　御機嫌多賀谷梅笑罷出候

　　　　　　　　　　　　　　多葉粉一箱　　　　　　　　　　　　孝顕寺方丈

　　　　　右為伺　御機嫌罷出差上之御用中ニ付御逢無之

一七時前御本丸御庭へ調練為御覧被為　入候

一七半時大奥御膳如例

一表御締切御寝御夜詰引九時壱寸前

　　　　T二月十八日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　介　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　万貞

一御神霊前御拝如例

一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例
A0143-00524_047
　　　　　御二所様江　　　　御鉢盛　口取もの

　　　　　殿様ゟ
　　　　　右之通被進之

　　　　　御二所様江　　　　大鯛一枚　　　　　　　　　　　　　精一郎

　　　　　右之通差上之

一七半時大奥御膳如例

一大奥御寝御夜詰引九時壱寸廻り

　　　　T二月十九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵

一御神霊前御拝如例御庭御代拝

一五半時本多修理方御用有之

　　　　　宰相様江　　　　御籠の内　鯛一

　　　　　御簾中様ゟ　　　　御ふた物一　　風鎮一

　　　　　　　　　　　　　　したしつき一　たはこ入一

　　　　　　　　　　　　　　猪口台一

　　　　　右者此程御有卦入之節品々被進候為御挨拶被進之

　　　　　宰相様ゟ　　　　七寸重　ほう／＼塩やき　　　　　　　八重江
　　　　　　　　　　　　　籠の内紫舟せんへい中干くわし

　　　　　右者枕の内御尋与して被下之

一四時過為伺　御機嫌御留守居番頭役御番頭罷出候

一四半時過
　殿様被為　入御対顔大奥御入無程御帰り被遊候

　　　　　殿様江　　　　　先記

　　　　　　　　　　　　　　　御籠の内鯛一

　　　　　右者御席上ニ而被進之

一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例
A0143-00524_048
一九半時過村田巳三郎御用有之

一八時過松平備後方御用有之

　　　　　　　　　　　　寿餅　　　　　　　　　　　　　　　　　竹内虎之助
　　　　　右之通差上之　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　祖母
一七半時大奥御膳如例

一表御締切御寝御夜詰引九時壱寸五歩前

　　　　T二月廿日　　折々飛雪　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　一順

一御神霊前御拝如例御庭御代拝

一四時過酒井与三左衛門方松平貫之助本多源四郎御用有之

一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例

　　　　　　　　　　　　風呂形菓子入　組重　　　　　　　　　　高村藤次郎

　　　　　　　　　　　　野立茶器
　　　　　右者此程山中江罷越持帰り候ニ付差上之

　　　　　宰相様より　　　　三百疋　　　　　　　　　　　　　　初江

　　　　　右者此度願之通立帰り御暇被仰付来ル廿三日江戸表江出立致シ候ニ付被下之

一去ル十七日晩立京都表ゟ之飛脚着御静謐

　　　　　賀陽宮様ゟ　　　　御直書

　　　　　　　　　　　　　　求肥一箱

　　　　　右之通被進之

一八半時過松平備後方御用

一為伺御機嫌芦田信濃罷出被為召候

一七半時大奥御膳如例

一表御締切御寝御夜詰引九時二寸前
A0143-00524_049
　　　　T二月廿一日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪

一御神霊前御拝御庭共如例

一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例

　　　　　伊達伊予守殿江　　　御直書

　　　　　右之通被進之

一八時過中村市右衛門大谷直衛御用有之

一同刻過二ノ丸御馬場江被為　入御乗馬被遊候

一七半時大奥御膳如例

一同刻前松平備後方御用有之

一大奥御寝御夜詰引九時五歩前

　　　　T二月廿二日　　雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　介　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　万順

一御神霊前御拝如例御庭御代拝

一四時過内田閑平御用有之

一四半時過向御庭江被為　入稲荷　御拝被遊候

一九時大奥御入御膳被召上

　　　　　　　　　　　　　鯛一　金頭三　　　　　　　　　　　　今立五郎大夫

　　　　　　　　　　　　　鰈三

　　　　　右者今般結構被仰付候ニ付差上之

　　　　　宰相様より　　　
　　　　　　　　　　　　　　　絵半切百

　　　　　　　　　　　　　　　盃　　　　　　　　　　　　　　　初江
　　　　　　　　　　　　　　　絵半切百

　　　　　　　　　　　　　　　雲丹三曲
A0143-00524_050
　　　　　右者明廿三日致出立候ニ付以
　　　　　思召被下之
　　　　　御二所様より　　　　御肴料金五百疋

　　　　　　　　　　　　　　　干温飩一箱

　　　　　主計頭様江

　　　　　右者御容躰被為　入候ニ付為御見舞御便り之節被進之

一九半時過為伺　御機嫌中根雪江罷出候

一今日二ノ午稲荷祭礼ニ付以　思召左之面々被為　召　　　　　　　御伽一統
　御締切中御二ノ間ニおゐて御赤飯御煮染御菓子被下之　　　　　　毛受勝介
　　　　　但九半時揃ニ而七半時過退出致シ候　　　　　　　　　　中根酉介
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大井健一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　香西熊太郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　金次郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高村岩之助

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上坂重之助

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白井光太郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蟹江卯吉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西村豊吉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河合敬蔵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小寺克太郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木内竹次郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井鎌之助

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西川陽八郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田代万三郎

　　　　　御二所様ゟ　　　　　御赤飯御煮染　　　　　　　　　　奥表江被下之

　　　　　　　　　　　　　　　御酒　奴豆腐　　　　　　　　　　手伝初台子向

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不寝坊迄被下之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　万蔵へも同断

　　　　　右之通被下之

　　　　　　　　　　　　　　　松露一包　　　　　　　　　　　　毛受勝介
A0143-00524_051
　　　　　御簾中様江　　　　　墨形落雁一箱　　　　　　　　　　大井弥十郎

　　　　　右者金沢表ゟ到来致シ候ニ付差上之

　　　　　　　　　　　　　妻出産ニ付今日ゟ　　　　　　　　　　香西敬左衛門

　　　　　　　　　　　　　産穢引籠

一七半時大奥御膳如例

一表御締切御寝御夜詰引四半時

　　　　T二月廿三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞

一御神霊前御拝如例御庭御代拝

一四時過中根雪江御用有之

一九時大奥御入御膳被召上

一九半時過御浴湯被為召候

一去ル廿日立京都表ゟ之飛脚着御静謐

一八時過中根雪江瓜生三寅御用有之

一七半時大奥御膳如例

一表御締切御寝御夜詰引四半時二寸五歩

　　　　T二月廿四日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　介　介新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　仲庵

一御神霊前御拝御庭共如例

一五半時過本多修理方御用有之

一四時過御番頭不残為伺
　御機嫌罷出　　御目見被仰付牛介壱人居残り御用有之

一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例
A0143-00524_052
一九半時過太鼓打一隊修行御門前罷通候ニ付御呼入ニ相成為御打被遊

　御覧候畢而御菓子被下之

一八時過二ノ丸御馬場江被為　入御乗馬被遊候

　　　　　宰相様ゟ　　　　　山川酒　片々弐升

　　　　　清心院様江　　　　はまくり一台

　　　　　　　　　　　　　　　　　御代料二百疋

　　　　　　　　　　　　御花代百疋　　　　　　　　　　　　　　木輪院殿

　　　　　右之通被進被下之

　　　　　　　　　　　　百ひき　　　　　　　　　　　　　　　　八重江

　　　　　右者枕直し出勤致シ候ニ付被下之

一七時松平備後方御用有之

一七半時大奥御膳如例
一今晩立江戸表江飛脚被差立

　　　　　秋月右京亮殿ヘ　　御直書

　　　　　　　　　　　　御書　　　　　　　　　　　　　　　　　大久保一翁殿ヘ

　　　　　右之通被進之被遣之

　　　　　　　　　　　　御筆　全帋　　　　　　　　　　　　　　小原仁兵衛江

　　　　　右被下ニ相成鹿之介江相渡シ候

一大奥御寝御夜詰引九時

　　　　T二月廿五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　一順

一御神霊前御拝御庭共如例

一五時過出淵伝之丞御用有之
A0143-00524_053
一九時前大奥御入御膳被召上

一九時御供揃御乗物ニ而松岡迄被為　入天竜寺ヘ　御立寄被遊御袴被為　召
　御像堂御廟御拝被遊夫ゟ表座敷ニ而御休被遊御茶御菓子差上御供揃
　被仰出元之御道通志比口迄被為　入山県克之助下屋敷江
　御簾中様被為　入候ニ付同所江　御立寄被遊暫時御休息被遊
　御簾中様ゟ御茶御菓子等被進之七時過同所御立製造局ヘ被為

　入職人共細工致シ居候を御覧被遊夫ゟ御帰殿被遊候

　　　　　御道筋　中ノ口ゟ南御門割場ゟ酒井十之丞屋敷脇松原伝五右衛門屋敷

　　　　　前脇ゟ日比彦之丞屋敷前地蔵町御門ゟ同町夫ゟ往還通り松岡ヘ被為
　　　　　入御帰殿元之御道通り志比口ニ而山県克之助下屋敷ヘ
　　　　　御立寄被遊夫ゟ製造局ヘ被為　入御帰殿懸ヶ門前ニ而御乗馬
　　　　　志比口橋御渡往還通地蔵町御門ゟ元之御道通り中ノ口江被為
　　　　　入候

一御出殿九時三寸廻り　御帰殿七半時二寸廻り

　　　　　御簾中様江　　　　鉢盛串団子

　　　　　右者今日御出ニ付被進之

　　　　　　　　　　　　　　御すし一重

　　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱

　　　　　右者御持参ニ而被進之
　　　　　宰相様江　　　　　御生菓子一箱

　　　　　御簾中様ゟ
　　　　　右者山県克之助下屋敷ニ而被進之

　　　　　　　　　　　　鉢盛　小豆餅　　　　　　　　　　御留守

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　老女初

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御錠口ヘ
A0143-00524_054
　　　　　右者御留守致シ候者江以
　　　　　思召被下之
　　　　　　　　　　　　御茶半斤　　　　　　　　　　　　　　　山県照月江

　　　　　右者下屋敷ヘ　御立寄被遊候ニ付以
　　　　　思召被下之

　　　　　　　　　　　　産穢今日ゟ
　　　　　　　　　　　　御免被成致出勤候　　　　　　　　　　　香西敬左衛門

　　　　　　　　　　　　御趣意ニ付御料理方　　　　　　　　　　若森彦作

　　　　　　　　　　　　御免被成新御番入被　　　　　　　　　　森沢十郎大夫

　　　　　　　　　　　　仰付候

一御帰殿後御締切ニ而御三度御膳被召上

一表御締切御寝御夜詰引九時ヘ掛り
　　　　T二月廿六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪

一御神霊前御庭共御拝如例

一五半時過本多修理方御用有之

一殿様四半時過被為　入御対顔被遊大奥御入無程御帰被遊候

一九時過大奥御入御膳被　召上

一八時過御家老酒井外記方御用有之

一御弐所様八半時過　御同道御庭御廻り被遊夫ゟ　御座所ヘ被為入

　　　　　宰相様ゟ　　　　　御酒一格別　御肴ほう／＼七

　　　　　信次郎様江

　　　　　右ハ今日御忌明ニ付　思召ニ付　御持参被進之

　　　　　　　　　　　　金三百疋　　　　　　　　　　　　　　　玉井

　　　　　　　　　　右ハ此度願之通御首尾克長之御暇被　仰付来廿八日下宿致候ニ付是迄
A0143-00524_055
　　　　　　　　　　御用向取扱何角心配致候ニ付被下之

一七半時過大奥御膳如例

一七時過御浴湯被為　召

一表御締切御寝御夜詰引九時ヘ懸り

　　　　T二月廿七日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順

一御神霊前御拝如例御庭御代拝

一五半時御供揃ニ而運正寺ヘ御参詣被遊候

　諦観院様御霊前御廟共御拝被遊　［但御道筋其外共正月廿七日御参　詣被遊候節之通］
一御出殿五半時二寸廻り　御帰殿四半時

一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例

　　　　　昨日之記

　　　　　顕光院様ゟ　　　　　鰑一箱

　　　　　　　　　　　　　　　するめ一箱　　　　　　　　　　　妙昌院ゟ
　　　　　右之通被進差上之

　　　　　御二所様江　　　　　鯛一　　　　　　　　　　　　　　八重ゟ
　　　　　　　　　　　　　　　かれい四

　　　　　　　　　　　　　　　蚫二

　　　　　右之通差上之

　　　　　御二所様ゟ　　　　　右御肴ヲ　　　　　　　　　　　　精一郎江

　　　　　右ハ先達而御肴献上致シ候御返与して被下之

一八時過松平備後方御用有之

　　　　　東本願寺御門主ゟ　　御直書

　　　　　　　　　　　　　　　生御菓子一箱

　　　　　興正寺御門主ゟ　　　御扇子五本

　　　　　右之通被進之
A0143-00524_056
一八半時過矢嶋恕輔鈴木璥二罷出御寛話被遊候

一七半時大奥御膳如例

　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御皿　小鯛照焼同御硯ふた物

　　　　　　　　　　　　　　　　　　御吸物御酒被進之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　かんせきするめ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　梅ヶ香一瓶

　　　　　　　　　　　　　　　小杉折二重

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふし一重

　　　　　　　　　　　　　　　　　　御菓子紅白越の雪

　　　　　右者明日御出ニ付被進之

　　　　　　　青松院様ゟ　　　　　　　　浅草のり二状

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほしゑひ五合斗

　　　　　右同断ニ付被差上之

一大奥御寝御夜詰引四半時壱寸廻り

　　　　T三月三日　　　　　　　　　　　九時迄上下　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　一順

一御神霊前御拝如例
一殿様四半時過御本丸御礼済被為　入御対顔　被遊　当日御祝儀被　仰上夫ゟ
　御同道大奥御入当日御礼被為請無程御帰被遊
　宰相様ニハ直ニ大奥御膳被　召上表ヘ被為入

一御膳後御家老不残罷出御祝義申上之畢而御人払御用有之御中老不残御用人
　一統御祝義申上同断中根雪江同断

一御簾中様当日御礼被為請候ニ付御家老不残御中老御用人初惣而如御例敬左衛門
　新左衛門新五兵衛同断罷出候

一当日御祝義為申上小右衛門新左衛門御広式御用人不残并以前御側向相勤候面々等当局迄
A0143-00524_057
　罷出ル

　　　　　宰相様ゟ　　　　七寸御重一組

　　　　　　　　　　　　　　内御ひたし物一
　　　　　御簾中様江　　　　御煮付　　　筒切ひらめ　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かつら生か

　　　　　　　　　　　　　　御に染　　　紅かまぼこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あわひ　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　干ひう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　椎茸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢はす

　　　　　　　　　　　　　　　御菓子　　紅梅餅　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　練りやうかん

　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　腰高万寿

　　　　　　　　　　　　　　　山川酒　　片々二升

　　　　　　　　　　　　　　　蚫さゝゐ一台

　　　　　右上巳ニ付被進之

　　　　　　　　　　　　　饅頭二十ツヽ　　　　　　　　　　　　御側一統江

　　　　　右者御残り御有合ニ付被下之

　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御酒　御菓子

　　　　　　　　　　　　　　　御肴

　　　　　右之通被下之

一八半時御浴湯被為召候

一七半時大奥御膳如例

一表御締切御寝御夜詰引四半時二寸五歩廻り

　　　　T三月四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵

一御神霊前御拝如例御庭雨天ニ付御代拝

一五半時過本多修理方御用有之

一四時過為伺　御機嫌大御番頭補兵隊頭新番頭罷出候
一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例

一八時過松平備後方御用有之
A0143-00524_058
一同刻過村田巳三郎御用有之

一七半時大奥御膳如例

一大奥御寝御夜詰引四半時壱寸廻り

　　　　T三月五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　一順

一御神霊前御拝如例

一九時過大奥御入御膳被　召上

一八時過瓜生三寅罷出御話被遊　御庭ニ而　為御打之五位鷺一羽　被下之

一七時過　御弐所様御同道御兼約ニ付　御座所ヘ被為入御饗応被進其節

　左之通被進之

　　　　　殿様江　　　　　真奉書　御半切三百枚　唐桟高襠御袴地一

　　　　　　　　　　　　　銭葉入御茶五種

　　　　　　　　　　　　外佐賀鰑十枚籠入

　　　　　右近々御発駕ニ付被進之
　　　　　信次郎様江　　　　　御菓子箱一

　　　　　　　　　　　　　　　御手遊物

　　　　　右今日御入ニ付　被進之

　　　　　　　　　　　　　七寸御重二　　雲丹焼鯛同胡麻塩焼　染生か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海苔巻うと　ふし煮竹子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御すし鯛　玉子海苔一

　　　　　　　　　　　　　御次被下ニもと鉢盛　硯ふたもの

　　　　　右

　　　　　御弐所様ゟ
　　　　　殿様江　　　　　今日御入ニ付　被進之

　　　　　　　　　　　　　　　鉢盛　蕎麦

　　　　　　　右ハ近々　御発駕ニ付御側向ヘ被下ニもと被進之
A0143-00524_059
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松平出羽守様御家来

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋伴蔵
　　　　　右者昨年長防変動之節為御見舞御人数被遣且粮米等被進候

　　　　　御挨拶御使者被進罷出候ニ付昨日登
　　　　　城　御目見被仰付今朝
　　　　　宰相様　御目見被仰付候ニ付罷出銅御殿扣所ニ而御茶御干菓子等被下之
　　　　　御居間ニおゐて　御目見被仰付御茶御生菓子等被下之敬左衛門

　　　　　案内暫時御噺等被遊致退出候

　　　　　　　　　　　　七寸御重一組　　　　　　　　　　　　　同人江

　　　　　　　　　　　　　浸し物　なきんしゆは　　　一

　　　　　　　　　　　　　照り焼　鯛生か　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　紅白かまほこ　きせいどうふ一
　　　　　　　　　　　　　甘にあらめ　花切くわゐ
　　　　　　　　　　　　　小くし鯛

　　　　　　　　　　　　　すし　のり巻焼玉子　　　　一

　　　　　　　　　　　　　生菓子　松の雪　岩つくし　一　酒魁三升

　　　　　右参殿之節頂戴可相成之処旅宿ニ而緩々頂戴も可然ヤ与夕刻

　　　　　敬左衛門新五兵衛持参致シ頂戴為致候

　　　　　宰相様

　　　　　殿様江

　　　　　松平出羽守様ゟ
　　　　　右者今般御使者を以昨年之御挨拶与して被進之

　　　　　宰相様江　　　　　　麺条魚一箱

　　　　　右之通被進之

　　　　　宰相様ゟ　　　　　　神明宮江　御初穂百疋

　　　　　右者近々
　　　　　殿様御上京御発駕被遊候ニ付御道中御安全御祈禱被仰付御備ヘ
A0143-00524_060
　　　　　宰相様ゟ　　　　　　御交肴一折ヲ
　　　　　出雲守様　　　　　　　　　二百疋ツヽ
　　　　　御二所様江

　　　　　右者
　　　　　信次郎様御誕生ニ付御歓被進候為御挨拶被進之

一表御締切御寝御夜詰引九時五歩廻り

　　　　T三月六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪

一御神霊前御拝御庭共如例

一四時前中根雪江御用有之

一九時前表ニ而御膳被召上
一九時御供揃ニ而御乗切御城下御廻被遊夫ゟ松平貫之助下屋敷ヘ御立寄被遊［備前方貫之助罷出居］
　　　　　御道筋　南御門ゟ中馬場通り調練場脇前土橋御渡り泉町通り

　　　　　　　　　酒井外記方屋敷前松平貫之助屋敷前山県形部屋敷前脇
　　　　　　　　　桜御門本町木町通り御船町松平貫之助下屋敷ヘ被為　入

一御簾中様ニハ四時御供揃ニ而同所ヘ被為入　但青松院様ニも御同様被為　入

一御休息之上御船町御波止場下貫之助下屋敷脇河戸ゟ繰舟ニ而桃園ヘ御渡被遊夫ゟ
　御同道ニ而桃園通り笏谷本多修理方下屋敷［静古山荘］江被為入御茶御菓子差上之
　夫ゟ同裏山ヘ御登り有之水茶屋建有之御酒御肴御重詰［酢　指身　硯蓋もの］外ニ豆腐田楽等差上之
　御次御酒肴ごもくすし　菓子焼餅差出之　諸所御眺望修理勝三郎罷出居夫ゟ加茂山

　赤土辺迄御登り夫ゟ加茂村陶器製造所　御覧元之御道通り御船町御渡船再貫之助
　屋敷ヘ被為入　御酒御肴［重一組鳥籠形］差上之御三度御膳被召上　本多修理方松平備後方
A0143-00524_061
　父子大宮藤馬中根雪江秋田長之丞敬左衛門新五兵衛御広式御用人［御供御先番］御附安田太郎作
　御供御医師被為　召御前ニ於て御酒御肴等被下之御帰路元之御道通り桜御門ゟ
　鉄御門下馬御門ゟ
一御出殿九半時壱寸五分前　御帰殿四半時弐寸廻り

　　　　　御弐所様江　　　　　御鉢盛串団子

　　　　　殿様ゟ
　　　　右今日御慰ニもと同所ヘ被進之

　　　　　　　　　　　　　　　鯛一枚　　　　　　　　　　　　　本多修理方ヘ

　　　　　　　　　　　　　　　唐紙廿五枚

　　　　　　　　　　　　　　　奉書紬御召御羽織一　　　　　　　松平備後方ヘ

　　　　　　　　　　　　　　　唐紙五十枚

　　　　　　　　　　　　　　　奥縞袴地一　　　　　　　　　　　松平貫之助へ

　　　　　　　　　　　　　　　塩鶴一

　　　　　　　右今日夫々被為　入ニ付被下之

一表御寝御夜詰引九半時

　　　　T三月七日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診

一御神霊前御庭御拝如例

一四時過本多興之輔方松平備後方御用有之

　　　　　　　　　　　　　役席其儘　　　　　　　　　　　　　　山野十大夫　　
　　　　　　　　　　　　　廿五石　被下之

　　　　　　　右

一九時過御弐度御膳例之通り

　　　　　松平出羽守様江　　　鉄葉入御茶　　秋月　一斤ツヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麓ノ雫

　　　　　　　　　　　　　　　御菓子越ノ雪　紅白
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　百

　　　　　右ハ過日被進物之為御挨拶被進之敬左衛門持参　御使者高橋伴蔵ヘ

　　　　　相渡之
A0143-00524_062
一八半時過本多修理方御用有之

一八時過二ノ丸御馬場ヘ被為入御乗馬被遊　御鞍桜山御序ニ雲州様ゟ　被進候御馬
　御覧被遊

　　　　　　　　　　　　寿餅献上　　　　　　　　　　　　　　　永田順右衛門実父

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松斎
一殿様近日御発駕被遊候ニ付今夕御入被仰進御案内之上鎌落前被為

　入天気合も宜ニ付御庭御溜向江被為入［御涼之台呉座敷之］
　御二所様御同座ニ而左之通被進之御席江本多修理方松平備後方藤馬雪江但見

　小右衛門仲庵等被為召御酒御肴等被下置
　殿様御緩々御戴被遊何茂十分頂戴致シ大奥老女初御供袖野初も同様四時過
　殿様御帰りニ相成一統退出致候

　　　　　　　　　　　　　御吸物　　　さゝめき　　　　御差身　　平め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小鯛　　　　　　　　　山葵大根

　　　　　　　　　　　　　御口取物　　爪紅かまほこ　ます小くし　御酢の物　鱸のり　　御酒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のり巻蓮　　　　　　　　　　　　　　　おろし
　　　　　　　　　　　　　御田楽　　　御湯殿脇江御幕張致シ此所ニ而敬左衛門御小姓御膳番等罷出居
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御焼立差上候御次江も被下玉江も罷出居候

　　　　　　　　　　　　　御膳　　　御焼物　開ほう／＼　　御平　　御汁　　御飯

　　　　　　　　　　　　　　御次　　　　　煮魚　ます　かれい　　口取物　かまほこ　九年甫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　焼豆ふ　　　　　　　　　　　　くわゐ　山のいも　ます

　　　　　　　　　　　　　さし身ます　　　　　御切飯　　田楽　　酢の物

　　　　　御二所様江　　　　　御鉢盛　御硯ふた物

　　　　　殿様ゟ
　　　　　右者今日御入ニ付被進之

　　　　　　　　　　　　　　　御伽御雇被　　　　　　　　　　　甚兵衛忰
　　　　　　　　　　　　　　　仰付候　　　　　　　　　　　　　木内竹次郎
　　　　　右被仰付南部源次郎同道罷出上下着
　　　　　御前御礼申上敬左衛門指加之
A0143-00524_063
一表御締切御寝御夜詰引九時懸り

　　　　T三月八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭

一御神霊前御拝御庭共如例

一四半時過中根雪江罷出御緩話被遊候

一九時大奥御入御膳被召上

　　　　　　　御召御羽織一被下［此程御止宿被遊候節御目六ニ而被下候ヲ］三国与五郎
　　　　　右者先達而御酒被仰付候御礼与して罷出候ニ付御内々
　　　　　御目見被仰付御茶御菓子被下之
　　　　　御簾中様ゟも御内々御菓子被下之

一八時過
　殿様被為　入御用談被為在無程御帰り被遊候

一八時過二ノ丸御馬場江被為　入御馬被為召候

一同刻過御浴湯被為召候

一去ル六日晩立京都表ゟ之飛脚着御静謐

　　　　　東本願寺御門主ゟ　　御直書

　　　　　藤堂様御父子ゟ　　　同

　　　　　松平容堂殿ゟ　　　　同

　　　　　右之通被進之

一大奥御寝御夜詰引九時壱寸廻り

　　　　T三月九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵
A0143-00524_064
一今晩八半時過大関麓長屋ゟ出火高間文四郎矢野市左衛門西村外太郎類焼

　右ニ付為伺　御機嫌本多興之輔方初御家老不残　御中老御用人不残御側向等
　敬左衛門初両部屋御馬廻り一統非番ゟ罷出御医師不残其余桑山十兵衛萩原金兵衛
　大井弥十郎等御留守組支配之面々御広式御用人其他以前御側向相勤候内当局
　迄罷出吉田悌蔵　徳山唯一同断

一五時過強雷鳴ニ付為伺御　機嫌亦々御側向御医師等罷出何等之
　御障碍も不被為　在奉恐悦候

一御神霊前御拝如例御庭御代拝

一五半時過勝木十蔵御用有之相済出淵伝之丞同断

　　　　　　　　　　　　　御飯　　　　　　　　　　　　　　　　西村元吉郎江

　　　　　　　　　　　　　香の物

　　　　　右者今暁近火ニ付被下之

一四時過定日為伺　御機嫌大御番頭初例之通罷出候

一同刻過渋谷弥税平本但見佐々木悌三大橋玄樹明日御供ニ而出立致シ候ニ付罷出夫々
　御目見被仰付候
一九時大奥御入御膳被召上

一九半時過小右衛門新左衛門明日出立ニ付罷出
　御目見被仰付御茶御菓子被下之其余御座所御側向両部屋御馬廻り共当局迄
　罷出御用多ニも有之候ニ付　御目見者不被仰付候

　　　　　殿様江　　　　　　　杉箱二重　火とりふし　御酒朝日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　若和布　　　　　三升

　　　　　右者御道中為御持ニもと以
　　　　　思召被進之御酒者御用意為御持無之旨
　　　　　御承知被遊被進ニ相成候
A0143-00524_065
　　　　　御二所様江　　　　　鯛一枚
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　干菓子一箱

　　　　　右者折柄御機嫌被為聞被進之

　　　　　　　　　　　　　奉書半切百ツヽ　　　　　　　　　　　毛受鹿之介

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平本但見

　　　　　右者出立ニ付被下之

　　　　　御二所様江　　　　　御赤飯一重ツヽ
　　　　　　　青松院様江も

　　　　　右者神明祭礼ニ付例之通差上之

一七半時大奥御膳如例

一表御締切御寝御夜詰引九時ヘ懸り

　　　　T三月十日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　一順
一御神霊前御拝如例御庭御代拝

一殿様御発駕被遊候ニ付為御暇乞五半時前被為　入
　御対顔御尉斗被進御同道大奥御入　御対顔御暇乞被仰上其節御尉斗蚫昆布勝栗等

　被進之夫ゟ表江被為出無程御本丸江御移り被遊四時前益
　御機嫌能御発駕被遊奉恐悦候右ニ付水落御昼休迄御見送り御使敬左衛門罷出
　同所御立被遊候而罷帰り其段申上候新五兵衛御本丸江罷出候

一宰相様御内々御山里御門迄被為入
　殿様御発駕御行列被遊之御覧夫ゟ御本丸江被為　入御用部屋江　御臨席今日之恐悦
　御家老御中老御用人迄申上相済候
A0143-00524_066
一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例

一今昼立府中立寄ニ而飛脚被差立候ニ付左之通被進御機嫌状御用状を今日之事故不
　差出候

　　　　　殿様江　　　　　御直書

　　　　　松平容堂殿江　　　　同

　　　　　松平下野守様江　　　同

　　　　　松平出羽守様江　　　同

　　　　　黒田様御父子江　　　同
　　　　　東本願寺御門主江　　同　　御筆　全帋二枚御額字一枚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鷹司殿ゟ御頼

　　　　　右之通被進之

一八時過出淵伝之丞平瀨儀作田辺源太左衛門罷出御庭ニ而水平新儀道具入

　御覧且ボンフ拝見被仰付候御茶御菓子被下之

　　　　　　　　　　　　　　御酒三升　御盃一　　　　　　　　　矢野市左衛門江
　　　　　　　　　　　　　　鰑五枚

　　　　　右者今般類焼致シ候間御承知被遊年来御相手も相勤候義ニ付別段之

　　　　　思召を以被下ニ相成呼出其段申聞御品物相渡之

一七半時大奥御膳如例

一表御締切御寝御夜詰引九時
　　　　T三月十一日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪

一御神霊前御拝御庭共如例

一五半時過内田関平御用有之

一四時過　御座所ヘ被為入御用部屋御臨席被遊　九時過御帰被遊直ニ大奥御入
A0143-00524_067
　御膳被　召上

一八半時過松平備後方御用有之

一今晩立江戸表ヘ飛脚被指立候ニ付左之通被進之

　　　　　清心院様江　　　　　御菓子箱　御所落雁　若和布二束

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　養寿

　　　　　　　　　　　　　　　若和布一束ツヽ被下之　　　　　　梅仙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重寿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　楽寿

　　　　　不争斎様ヘ　　　　　蒸籠一組　御代百五十疋

　　　　　　　右ハ初山事致病死候ニ付御機嫌被為聞度被進之

　　　　　　　　　　　　　　　御くわし料　弐百疋　　　　　　　故初山へ
　　　　　　　右ハ此度致病死候ニ付　御手向被下之

　　　　　　　　　但同人子ハ存生中

　　　　　　　　　　清心院様格別御世話申上候ニ付御内証より被下之

　　　　　伊達伊与守殿江　　　御返書被進之

　　　　　　　　　但今晩立江戸表ヘ之飛脚之者今庄駅ヘ立寄御中老迄差出之

一今朝府中駅ゟ之飛脚着小右衛門ゟ御用状差越候

　殿様益御機嫌能被遊　御旅行奉恐悦候

一七半時過御三度御膳如例

一表御締切御寝御夜詰引四半時

　　　　T三月十二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順
A0143-00524_068
一御神霊前御拝御庭共如例

　　　　　承休院様江　　　　　御花一桶御代百疋

　　　　　　　右ハ来ル四月十三日御廿一回御忌御相当（被）遊候ニ付御備被進
　　　　　　　但昨晩立飛脚ニ相廻ル

一定日為伺　御機嫌大沢淡水荒川南山土屋（谷）化遊原　晩翠　高間夢泊罷出

　御目見被仰付候日比彦之丞当局迄罷出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高間夢泊江

　　　　　右者今般類焼致シ候ニ付御懇意之事ニも候故以
　　　　　思召被下之

一四時過勝木十蔵御用有之

　　　　　土井能登守殿江　　　麺条魚一箱

　　　　　右者今日御発途御上京被成候ニ付勝木十蔵浅水駅迄罷出候間右被
　　　　　御托シ被進之

一四半時過御拝済御座所江被為入御用部屋　御臨席九時過御帰り直ニ大奥御入
　御膳被召上夕刻御締切如例

一八時過矢嶋恕輔吉田悌蔵罷出御緩話被遊御茶御菓子被下之御会読者

　御延引相成候
一去ル五日晩立江戸表ゟ之飛脚道中六日振之所川々ニ而一日逗留有之今日到着
　江戸表御静謐

　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　御直書

　　　　　　　　　　　　　　　蘭麝水一瓶

　　　　　右之通被進之

　　　　　　　　　　　　　鶫　小鮎　　　　　　　　　　　　　　本多修理方
A0143-00524_069
　　　　　　　　　　　　　小鮎七串　　　　　　　　　　　　　　中根雪江
　　　　　右之通差上之

一七半時大奥御膳如例

一表御締切御寝御夜詰引九時壱寸前

　　　　T三月十三日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞

一御神霊前御拝御庭共如例

一定日為伺御機嫌御膳中御医師一統罷出候

一四半時表ニ而御膳被召上

一同刻過御供揃ニ而御乗切大瀨御別館ヘ被為入

　　　　　御道筋　御庭口ゟ元切手中仕切下馬御門ゟ鉄御門酒井与三左衛門方屋敷前脇
　　　　　　　　　桜御門本町通り木町御船町明里御定道大瀨御館ヘ被為入
　　　　　　　　　御帰殿元之御道通り中仕切ゟ御廊下橋中ノ口江被為入

一思召ニ而秋田玄蕃大宮藤馬中根雪江田内源介御供ニ被　召連外ニ本多修理方松平
　備後方御館へ被為　召八時過罷出候

一御簾中様ニも五時御供揃ニ而御同所江被為　入

一暫時御休息之上　御弐所様御同道ニ而　大渡り村地之上漆ヶ淵川端ヘ被為入

　宰相様ニハ御船ニ被為　召但渡し船御水主組之者へ被　仰付網為御打ニ相成日野川上
　小渡り近く迄被為入候所　獲物無之夫ゟ大渡りヘ御戻しニ相成御上陸御館近辺御歩行
　被遊中根雪江　下野村方ヘ被遣野鉄炮被仰付［獲物無之］再御館へ被為入三国与五郎御呼寄
　ニ而罷出居　御庭ニ於て手妻被仰付夫ゟ修理方始御中老両人雪江源介長之丞　敬左衛門

　御広式御用人御医師　御附　　太郎作等於　御前御酒御肴御切飯等被下置
A0143-00524_070
一御三度御膳御同所ニ而被　召上今朝之内御水主之者獲物鯉二喉うくひ一御汁被　仰付
　召上り御跡御家老初一統ヘ被下之御供揃五時過被仰出　御馬上ニ而御帰被遊

　　　　　　　　　　　　　御酒料銀七拾匁　　　　　　御館預り　松山理左衛門

　　　　　　　右ハ何角心配いたし取扱候ニ付被下之

　　　　　御弐所様ゟ　　　　　酒五升　鰑二把　　　　漁獵いたし候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御水主組之者へ

　　　　　御弐所様ゟ　　　　　御菓子折一　　　　　　　　　　　三国与五郎ヘ

　　　　　宰将様ゟ　　　　　　平袴地一　　　　　　　　　　　　同人江
　　　　　　　右ハ手妻などいたし御慰ニ相成候ニ付被下之右敬左衛門ゟ相渡之
一御簾中様ニハ　宰相様御立後御寛々被為入候様被　仰進

一御出殿九時五分廻り　御帰殿四時弐寸前

一御帰殿直ニ御浴湯被為　召

一修理方備後方玄蕃始源介迄勝手次第罷帰候様被　仰付御跡へ相残候

一　　　　御弐所様江　　　　　御鉢盛ちらし酯（鮨ヵ）
　　　　　殿様ゟ
　　　　　右ハ兼而被　仰付置候由ニ而　御同所ニ而被進之

一表御締切御寝九半時懸り　一御帰殿之上敬左衛門御用捨ニ而退出いたし候

　　　　T三月十四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順

一御神霊前御拝如例

一四時過御庭御拝ゟ直ニ御座所御軍帳役所ヘ被為入夫ゟ御用部屋御臨席九時五分
　廻り御帰被遊

一今朝ゟ御聊御感冒気ニ被為入候ニ付当番御医師本立被為召拝診被仰付候処御聊御熱
　気も被為在候旨申達候ニ付本立ヘ被仰付緩和発汗剤調進夫ゟ玄珪罷出奉拝診候処
A0143-00524_071
　為御指御容体ニハ不奉伺候旨申上奉恐悦候御薬緩和発汗加磠砂調上玄珪

　前

一九時過大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例

一八半時過中根雪江為昨日之御礼罷出被為　召　御話被遊

　　　　　　　　　　　　　干鮭一　　　　　　　　　　　　　　　倉橋ゟ
　　　　　　　　　　　　　干菓子一筥　　　　　　　　　　　　　友仙ゟ
　　　　　　　　　　　　　調練双六一枚

　　　　　　　　　　　　　宝来豆一箱　　　　　　　　　　　　　普明院始　ゟ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十二人

　　　　　　　　　　　　　海苔三状箱入　　　　　　　　　　　　さつま　ばゞゟ
　　　　　　　　　　　　　同　十状箱入　　　　　　　　　　　　運正寺隠居ゟ
　　　　　　　右之通差上之

一七半時表御締切御膳被　召上

一表御締切御寝御夜詰引九時弐寸廻り
　　　　T三月十五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚五時一順奉拝診候処弥為御指御容体ニ不被為　在御軽易之段申達奉恐悦候

一四半時松平備後方御用有之
一九時過表御締切ニ而　御同座

一八時本多修理方御用有之

一去十二日晩立京都表ゟ之飛脚　御旅中長浜御泊江立寄今夕到着
　殿様益御機嫌能被遊御旅行奉恐悦候小右衛門ゟ御用状差越候

　　　　　殿様ゟ　　　　御直書

　　　　　御弐所様江　　　　煎海巤一箱

　　　　　　　右之通被進之
A0143-00524_072
　　　　　松平出羽守様ゟ　　御直書

　　　　　松平閑叟様ゟ　　　同

　　　　　伊達遠江守殿ゟ　　同

　　　　　西本願寺御門主ゟ　同

　　　　　右之通被進之

　　　　　御弐所様ヘ　九谷焼酒瓶一　杯一　　　　　　　　　　　加戸　本流院
　　　　　　　　　　　　　　急須一　茶碗一

　　　　　　　右ハ内々献上仕度旨申出候由ニ而郡奉行ゟ差出之

一七半時過表御締切御膳被召上

一御引前御脚湯被遊　　御水薬ラウリルキユルス調上

一武田源次郎横井喜六真杉他之助原圭太郎為伺　御機嫌当局迄罷出候

　出淵弥之助同断

　　　　　　　　　　　　干鮭　　　　　　　　　　　　　　　　　山本正伯

　　　　　　　右ハ北蝦夷ゟ相廻手ニ入候由ニ而差上之

　　　　　　　　　　　　大河内粒蕎麦　　　　　　　　　　　　　出淵伝之丞

　　　　　右取寄候由ニ而差上之

一表御締切御寝御夜詰引九半時五歩前

　　　　T三月十六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚次第五時玄珪奉拝診候処今朝等ニ而者御熱気も不被為在弥御軽易之御事ニ
　被為在候旨申上其後仲庵罷出拝診同断奉恐悦候

一九時表御締切ニ而御膳被召上

一御養生中御徒然被為　入候ニ付八時過ゟ左之面々被為召御詩作御相手被仰付

　且御書御認被遊方丈初ヘも被仰付御酒御吸物等被下置何茂頂戴六時比退出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のり入煎餅一袋差上之　　孝顕寺方丈

　　　　　　　　　　　　御吸物　竹の子　　御皿　若め長いも　　中根雪江

　　　　　　　　　　　　　　　　三つは　　　　　くるミ
　　　　　　　　　　　　御蕎麦　　　　　　御酒　　　　　　　　半井仲庵
A0143-00524_073
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢嶋恕輔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木璥二

一去ル十四日朝立ニ而京都表ゟ御道中先迄御用相蒙り大谷直衛早駆ニ而罷越十四日夕
　越知川駅ニ而御待受致シ翌朝
　殿様御目見被仰付
　御二所様御機嫌御伺御口上被仰含候ニ付今日帰着後其段当局迄申達

　殿様益御機嫌能被遊御旅行候段申達奉恐悦候

　　　　　宰相様江　　　　　　自然薯一箱

　　　　　御簾中様江　　　　　桑酒一瓶

　　　　　　　青松院様江　　　　　　同

　　　　　右之通直衛江御托シ被進之

一七半時過玄珪奉拝診候処弥為御指御事ニも不被為在候旨申上奉恐悦候

一六時過表御締切御膳被召上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御附

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥御坊主

　　　　　　　　　　　　御趣意ニ付被召出之義者被相止候ヘ共　　多喜文嘉

　　　　　　　　　　　　御憐愍を以御雇被仰付二人扶持　　　　　高橋直帰

　　　　　　　　　　　　可被下置之所奥御坊主相勤居候ニ付勤　　庭瀨孝悦

　　　　　　　　　　　　中是迄之通三人扶持可被下置候

　　　　　　　　　　　　但席是迄之通

　　　　　右之通今日被仰付之

一表御締切御寝御夜詰引九半時五歩前

　　　　T三月十七日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚次第五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順
一御目覚後玄珪罷出奉拝疹候処今朝ニ而者別御宜旨申上奉恐悦候

一四時過酒井外記方御用有之
A0143-00524_074
一九時過表御締切御膳被召上

一八半時過矢嶋恕輔罷出御話有之

一七半時過表御締切御膳被　召上　　一御夜詰引前御脚湯被遊
一表御締切御寝御夜詰引四半時

　　　　T三月十八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚昨日之通り万貞奉拝診候処弥御異条（状）も不被為在御脈状も御平常

　御同様奉伺候段申達奉恐悦候

一五時過玄珪罷出奉拝診候処万貞同様申達候

　　　　　　　　　　　　　御筆　全帋　　　　　　　　　　　　　加藤藤左衛門

　　　　　右願ニ付被下之

　　　　　　　　　　　　　筍五本　　　　　　　　　　　　　　　本多源四郎

　　　　　右者園中初出之由ニ而差上之

　　　　　　　　　　　　　御盃五ツ組一箱　　　　　　　　　　　陶工館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　呉江

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　俗小川敬蔵

　　　　　右者先達而陶工館迄被為　入御覧被遊候事故難有奉存右ニ付
　　　　　御手許江奉差上度心願ニ而嶋田範左衛門迄差出範左衛門ゟ当局迄差出之

一九時表御締切ニ而御膳被召上

一八半時過ゟ孝顕寺方丈罷出御噺申上外ニ雪江恕輔罷出御酒御飯等被下置六時前
　致退出候

　　　　　　　　　　　　甘にきんかん

　　　　　　　　　　　　かんせきくるミ

　　　　　　　　　中皿　いもりんこ　　　　小皿　浸し物　麦御飯　すまし豆腐
　　　　　　　　　　　　はすのりまき　　　　　　　　　　　　　　とゝろ（とろろヵ）汁

　　　　　　　　　　　　ゆはまき

　　　　　　　　　御酒

　　　　　右之通被下之

一六時比表御締切ニ而御膳被召上
A0143-00524_075
一表御締切御寝御夜詰引四半時二寸廻り
　　　　T三月十九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻玄珪奉拝診候処御異条（状）も不被為在御復常被遊候段申上奉恐悦候
一四時過仲庵罷出奉拝診候処御熱侯も不奉伺御平常御同様奉伺候段申達右同断

一九時過表御締切御膳被　召上

　　　　　　　　　　　　鯉二喉　鮒大小拾枚　　　　　　　　　　御家老

　　　　　　　　　　　　鼈二枚　　　　　　　　　　　　　　　　本多修理方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松平備後方　　　ゟ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井与三左衛門方
　　　　　　　　　　右ハ吉崎開田所見分巡行之折柄福良ヶ池網入之処存外鯉魚少く
　　　　　　　　　　漸弐喉大鮒獲物為御初穂被差上之

　　　　　　　　　　　内一喉召上り　鮒当番御側向ヘ被下之

　　　　　　　　　　　　一喉ハ被下之　　　　　　　　　　　　　歌島
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八十瀨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御錠口四人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御中﨟弐人

　　　　　　　　　外　蓴菜　　　　差上之　　　　　　　　　　　玄蕃　ゟ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　源太郎

一七半時過御締切御膳被　召上

一表御締切御寝御夜詰引四時弐寸五分

　　　　T三月廿日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番新五兵衛

一御目覚御例刻一順奉拝診候処最早御惣体御平常奉伺候旨申達奉
　恐悦候

一御仕舞御拭御撫

一去ル十七日晩立京都表ゟ之飛脚着

　殿様益御機嫌能去ル十六日八半時過岡崎御屋敷江御着被遊候段申来奉恐悦候

　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御直書

　　　　　　　　　　　　　　　益寿糖一箱

　　　　　松平出羽守様ゟ　　　御直書

　　　　　　　　　　　　　　　わかめ一箱
A0143-00524_076
　　　　　伊達伊予守殿ゟ　　　御直書
　　　　　本願寺御門主ゟ　　伊吹
　　　　　　　　　　　　　　　蕎麦粉一箱

　　　　　右之通被進之

一九時表御締切ニ而御膳被召上

　　　　　宰相様ゟ　　　　御重料

　　　　　殿様江　　　　　　　二百五拾疋

　　　　　右者来ル廿一日
　　　　　芳樹院様御一回御忌御相当ニ付御機嫌被為聞被為聞之
　　　　　　　　　　　　　御花一筒

　　　　　　　　　　　　　御菓子一台焼万寿

　　　　　右
　　　　　宰相様ゟ御手備歌島御遣ニ而
　　　　　御座所御霊前江御備ニ相成候

　　　　　　　　　　　　　七寸御重二　御煮染一　　　　　　　御中﨟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編盍一　　　　　　　　　　八重江
　　　　　　　右ハ
　　　　　　　芳樹院様御法事ニ付　思召ニ而　御尋被下之

　　　　　　　　　　　　　萩餅　　　　　　　　　　　　　　　　袖野初ヘ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三十五人前

　　　　　　　右同断ニ付為御供養被下之

一八半時過御手水被遊候
　　　　　　　　　　　　　鶫　　　　　　　　　　　　　　　　　中根雪江

　　　　　　　右昨日獲物之由ニ而差上之

一七半時表御締切ニ而御膳被　召上

一表御締切御寝御夜詰引四半時　一新五兵衛頭痛気ニ付御用捨相願退出いたし候
　　　T三月廿一日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
A0143-00524_077
一御仕舞御平常之通り弥御快然ニ付御月代被遊今日ゟ御休薬
一芳樹院様御法事昨夕ゟ今朝迄於運正寺御執行無御滞被為済候

　　　　　芳樹院様御霊所ヘ　御花壱対　御香木
　　　　　　　　　　殿様御留守中故敬左衛門新五兵衛ヘ
　　　　　　　　　　御代拝可被仰付　思召之処新五兵衛御用捨相願退出後
　　　　　　　　　　御用多ニ付老女ヘ御托シニ而御備ニ相成

　　　　　殿様　ゟ　　　焼饅頭

　　　　　　　右御法事ニ付　被進之

一四時過本多修理方松平備後方秋田玄蕃松平源太郎中根雪江御用有之

一九時過表御締切御膳被　召上

一八時過於二ノ丸御馬場御乗馬有之御鞍　桜山

一七半時過御三度御膳被　召上

一表御締切御寝御夜詰引四半時弐寸五分

　　　　T三月廿二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　介　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　万順
一御仕舞御平常

一定日為伺　御機嫌日比彦之丞川瀨次郎右衛門当局迄罷出候

一四時過中根雪江御用有之

一九時過大奥御入御膳被　召上

一八時通御浴湯被為　召

一八半時過矢嶋恕輔罷出御話有之
A0143-00524_078
一七時過本多修理方御用有之
一七半時過大奥御膳如常

　　　　　　　　　　　　御余多玉子焼　　　　　　　　　　　　　平八郎江

　　　　　　　右不快為御尋被下之喜太郎御用有之罷越候ニ付持参之

一今晩立京都表ヘ飛脚被差立左之通被進小右衛門新左衛門迄御用状差越候

　　　　　殿様江　　　御直書　鱒味噌漬
　　　　　両本願寺江　　　御直書　若和布　三朿ツヽ
　　　　　興正寺御門主江　同　　　同

　　　　　松平容堂殿　　　同

　　　　　藤堂和泉守　　　同

　　　　　同大学頭　　　　同

　　　　　　　　　　　　桜花剪枝　献上　　　　　　太郎大夫孫　川地柯亭

　　　　　　　　　　　　同　　　　同　　　　　　　　　　　　　河合敬蔵
一表御締切御寝御夜詰引九時弐寸五分

　　　　T三月廿三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞

一御神霊前御庭御拝如例

一四時過御座所ヘ被為　入　御用部屋御臨席九時前御帰被遊候

一九半時御供揃ニ而大安寺江御参詣被遊候ニ付御乗切被為　入

　　　　　御道筋　御庭口ゟ元切手中仕切下馬御門鉄御門酒井与三左衛門方屋敷前
　　　　　　　　　脇桜御門片町通り一乗町夷町三ツ橋ゟ山形御渡船大安寺ヘ被為
　　　　　　　　　入御帰殿元之御道通り
A0143-00524_079
一大安寺書院ヘ御通り御上下ニ御召替御像堂御拝被為済庭口ゟ裏通り

　御廟御拝夫ゟ山本道御下り諸所御見物再書院ヘ被為入方丈御逢有之
　御召替御供揃ニ而御帰被遊山形御渡船場迄夫ゟ大安寺迄御往来とも
　御歩行尤御供同断思召ニ而藤馬御供ニ被召連御供　［長之丞敬左衛門］
一御出殿鎌落過御帰殿九半時弐寸五分

一御帰殿直ニ大奥ヘ被為入御膳被召上御膳後御浴湯被為召

一大奥御寝御夜詰引四半時

　　　　T三月廿四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　快今日ゟ出勤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵

一五半時過田内源介御用有之同刻過本多修理方御用有之

一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例

一九半時過松平備後方御用有之

一八時過多賀谷梅笑罷出御茶御菓子被下之

一七半時大奥御膳如例　　　一筍二　　　　　　　　　　　　　　　孝顕寺献上
一同刻過御締切ニ而二ノ丸御庭江被為入夫ゟ　御座所江被為　入無程御帰り被遊候

一今晩立江戸表江飛脚被差立候

　　　　　秋月右京亮殿江　　　御直書

　　　　　　　　　　　　　　　若か布一箱

　　　　　　　　　　　　　御書　　　　　　　　　　　　　　　　大久保一翁殿江

　　　　　　　　　　　　　和布一箱
　　　　　　　　　　　　　若かめ五束　　　　　　　　　　　　　倉橋江

　　　　　　　　　　　　　金二百疋　　　　　　　　　　　　　　友仙江

　　　　　右之通被進被遣被下之

一表御締切御寝御夜詰引四半時
A0143-00524_080
　　　　T三月廿五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　一順

一御神霊前御拝御庭共如例　
　　　　　　　　　　　　　廿一日京都表出立　　　　　　　　　　花木鎌蔵

　　　　　　　　　　　　　昨夕帰着

　　　　　右罷出　御目見被仰付候

　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御菓子一箱

　　　　　右鎌蔵江御托シニ而被進之

一

一四時過　御座所被為入御用部屋御臨席被遊九時過御帰被遊

一去廿二日晩立京都表ゟ飛脚着小右衛門新左衛門ゟ御用状差越候

　　　　　殿様ゟ　　　　　御直書　喜撰糖三包ツヽ
　　　　　近衛内府公　　　　　御直書　御菓子青丹一箱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よし
　　　　　興正寺御門主　　　　同　　　墨三挺入一箱　筆三本一箱

　　　　　　　　　　　　　　　古瓦扇一箱　　　　　　　　　　　観智院僧正

　　　　　　　右之通被進之被差上之

一九時過大奥御入御膳被　召上

一八半時於二ノ丸御鉄炮御稽古被遊

　　　　　　　　　　　　　　　鯛一　魴鮄五　螺六拾五　　　　　石田一恵

　　　　　　　右者浦（裏ヵ）方ゟ到来いたし候由ニ而内々差上之

　　　　　　　　　　　　　　　金五両　　　　　　　　　下関村
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　萩原清左衛門殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　知行所之者共

　　　　　　　　右ハ
　　　　　　　　御預所分郷ニ付先年ゟ諸事御頼込有之処村締り方等も
A0143-00524_081
　　　　　　　　宜趣ニ付　御国恩を存詰兼々除置候分御手許江献上仕度
　　　　　　　　段右願差出候由ニ而藤馬ゟ受取

　　　　　　　昨日之記　　　　金弐百五拾疋ヲ　　　　　　　　　普明院初

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戒行迄拾弐人

　　　　　　　　右ハ　御機嫌伺差上物致候ニ付御返しとして下之

　　　　　　　　　　　　　　　百五拾疋　　　　　　　　　　　　さつま姥

　　　　　　　　右者年頭ニ付差上物いたし候御返しとして被下之

一七半時過大奥御膳如例

　　　　　　　　　　　　　前記魴鮄五　螺　　　　　　　　　　　出淵伝之丞江

　　　　　　　　右ハ先達而蕎麦献上いたし候為御返被下之

一表御締切御寝御夜詰引九時壱寸前

　　　　T三月廿六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞

一御神霊前御庭共御拝如例

一四時過御座所江被為　入御用部屋江御臨席九時過御帰被遊候

一九時過表ニ而御膳被召上

一八半時過御浴湯被遊候

一七時過本多修理方御用有之　一新五兵衛頭痛気ニ付　御用捨相願退出
一七半時過大奥御膳如例

一表御締切御寝御夜詰引九時懸り

　　　　T三月廿七日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵
一御神霊前御拝如例御庭御代拝
A0143-00524_082
一五半時前中根雪江御用有之

一五半時御供揃ニ而御城下廻り之趣ニ而運正寺江御参詣被遊候御召替之上御上下
　諦観院様御霊前御拝夫ゟ
　浄光院様御廟　諦観　院様　御廟御拝被遊　御序ニ
　彩雲院様　有覚院様　芳樹院様御廟も御拝且御花御手備被遊候尤
　諦観院様御廟御花御手備有之

　　　　　御道筋　御庭口ゟ元切手中仕切　下馬御定道御帰殿元之御道通り

　　　　　　　　　昨夕帰着　　　　　　　　　　　　　　　　　　千本弥三郎

　　　　　四半時過罷出御用有之

　　　　　　　　　病気内達之趣も有之　　　　　　　　　　　　　中川金之助
　　　　　　　　　御馬廻り之義ハ御免被成御留守番組ヘ

　　　　　　　　　被入　但御広間御番之義ハ
　　　　　　　　　御馬廻り被　仰付　　　　　　　　　　　　　　川地平馬

　　　　　　　右於御座所被　仰付　於　御居間御用人指加
　　　　　　　御前御礼有之今日ゟ見習如例

一九時過大奥御入御膳被　召上

一八半時過本多修理方御用有之

一七時前矢嶋恕輔鈴木璥二罷出　御文章御講究被遊

一七半時過大奥御膳如例

一表御締切御寝御夜詰引九時懸り

　　　T三月廿八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞

一御神霊前御拝如例御庭御代拝
A0143-00524_083
一四時御供揃ニ而南川筋江小鮎為御釣被為　入候

　　　　　御道筋
　　　　　　　　　中ノ口ゟ御乗馬南御門ゟ御定道勝見江被為　入河原口ゟ往還通り
　　　　　　　　　栂野辺ゟ御歩行ニ而猿ヶ淵迄被為　入同所ニ而御釣被遊夫ゟ仮
　　　　　　　　　御陣所ニ而御小弁当被召上御昼後再御釣被遊七時前御供
　　　　　　　　　揃被仰出御舟江被為召下馬渡シ場迄御下り御上陸御乗馬

　　　　　　　　　元之御道通り御庭口江御帰殿被遊候

　　　　　　　　　思召ニ而雪江御供被召連長之丞敬左衛門も罷出候

　　　　　御馬廻り非番之面々江被仰付鮒為御取ニ相成御汁被仰付
　　　　　召上りニ相成御次汁雪江初御供之面々被下鳥見之者江も被下置御酒も

　　　　　頂戴ニ相成候

一調練組之者召連稲津河原江罷出居候ニ付梯治部左衛門蜷川林左衛門田中伝左衛門
　堀平大夫被為召　御前ニおゐて御酒御汁等被下之

一御出殿四時二寸廻り　御帰殿七半時壱寸廻り

　　　御二所様江

　　　　　殿様ゟ　　　　　　御籠の内御肴
　　　　　　　　　　　　　　幾久世餅二重

　　　　　右者被仰置候由ニ而折柄御機嫌被為聞度被進之

一御帰殿後御浴湯被為召候

一御湯後大奥御膳如例

一表御締切御夜詰引四半時二寸廻り

　　　　T三月廿九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵

一御神霊前御拝如例御庭共
A0143-00524_084
一五半時過荻野小四郎方御用有之

一御庭御拝済ゟ御座所江被為　入御用部屋江御臨席被遊候九時御帰被遊

　　　　　　　　　　　　　　夏胴服一　　　　　　　　　　　　　千本弥三郎

　　　　　　　　　　　　　　孫ノ手一

　　　　　　　　　　　　　右ハ江戸表ゟ持参之由ニ而差上之

　　　　　　　　　　　　　　西洋牡丹　六　　　　　　　　　　　勝安房守殿

　　　　　　　　　　　　　右千本弥三郎被托　被差上之

一九時過大奥御入御膳被　召上

　　　　　　　　　　　　　　御模様ニ寄　　　　　　　　　　　　菅沼右近

　　　　　　　　　　　　　　御上京被遊候節御供被　　　　　　　永見多門

　　　　　　　　　　　　　　仰付候為御礼罷出　　　　　　　　　猪子権左衛門

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横井五百里

　　　　　　　　　　　　　右
　　　　　　　　　　　　　　結構被　仰付候ニ付　御前御礼有之

　　　　　　　　　　　　　　但　権左衛門義者　御上京御供被仰付候　御礼も申上之

一去廿六日晩立京都ゟ之飛脚今朝到着御静謐奉恐悦候小右衛門新左衛門ゟ御用状

　差越候

　　　　　　殿様ゟ　　　　　御直書御壱封

　　　　　御弐所様江　　　　　御茶一箱　粕庭良一筥

　　　　　　　青松院様江　　　　　御茶一箱　被進之

　　　　　　　　　　　　　　　英和辞書一部　　　　　　　　　　市川斎宮

　　　　　　　　　　　　右侍読仕候心得ニ而内々献上仕度千本弥三郎ヘ相托差出之

　　　　　　　　　　　　　　　鮮鯛一　　　　　　　　　　　　　猪子権左衛門

　　　　　　　　　　　　右今日結構被　仰付候ニ（付）為御礼内々差上之
A0143-00524_085
一七半時過大奥御膳如例

一大奥御寝御夜詰引九時二寸前

　　　　T四月朔日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七時ゟ　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　一順

一御神霊前御拝如例

一御庭御拝ゟ御座所江被為　入御用部屋御臨席九時前御帰り被遊候

一九時大奥御入御膳如例

　　　　　　　　　　　　　御上京被遊候節　　　　　　　　　　　上田万順

　　　　　　　　　　　　　御供被　仰付候　　　　　　　　　　　本山城益
　　　　　　　　　　　　　御道中御在京中共　　　　　　　　　　浅見岱輔

　　　　　　　　　　　　　御供頭介被仰付候

　　　　　　　　　　　　　同断御供頭指添被仰付候　　　　　　　大谷千熊

　　　　　　　　　　　　　右同断被仰付候　　　　　　　　　　　山田鞆之助

　　　　　　　　　　　　　御在京中御供頭差添　　　　　　　　　本多岩之丞

　　　　　右被仰付候ニ付御礼与して罷出候

　　　　　松平肥前守様江　　　雲丹壱升

　　　　　筆姫様江　　　　　　御書

　　　　　　　　　　　　　　　御茶二品半斤ツヽ
　　　　　右之通被進之

一去月廿八日朝立京都表ゟ之飛脚着

　殿様益御機嫌能廿八日京都表御発駕被遊候段申来奉恐悦候
　　　　　本願寺御門主ゟ　　　御直書

　　　　　興正寺御門主ゟ　　　御直書

　　　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱

　　　　　右之通被進之
A0143-00524_086
一去月廿三日晩立江戸表ゟ之飛脚着御静謐

　　　　　　　　　　　　呈書　　　　　　　　　　　　　　　　　林大学頭殿ゟ
　　　　　　　　　　　　恒言録三冊

　　　　　右之通被差上之

一七半時過大奥御膳如例

一表御締切御寝御夜詰引四半時壱寸五分廻り

　　　　T四月二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神霊前御拝御庭共如例

一御拝済御座所江被為　入御用部屋御臨席被遊九時過御帰り被遊候

一為伺　御機嫌日比彦之丞埴原保閑外ニ堀平大夫当局迄罷出候

一九時過大奥御入御膳被召上

　　　　　　　　　　　　御上京之節　　　　　　　　　　　　　　樋口悌吉

　　　　　　　　　　　　御供日仰付候　　　　　　　　　　　　　横井謙吉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白井留三郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稲垣文庫

　　　　　　　　　　　　右同断　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木璥二

　　　　　右ニ付当局迄御礼罷出候

一八時過矢嶋恕輔罷出御緩話被遊候

　　　　　宰相様江　　　　　右御硯一

　　　　　顕光院様ゟ　　　　　御筆立一

　　　　　　　　　　　　　　　御文鎮二

　　　　　右之通被進之

一七半時大奥御膳如例
一表御締切御寝御夜詰引四半時二寸廻り
A0143-00524_087
　　　　T四月三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順

一御神霊前御拝御庭共如例

一九時大奥御入　御膳被　召上
一八時御供揃ニ而　御城下　御廻被遊夫ゟ孝顕寺江御立寄被遊

　浄光院様御霊前御拝被遊［尤御平服之儘］夫ゟ方丈書斎ヘ被為入御茶御菓子差上之
　暫時御休息被遊山房ヘ御登り被遊夫ゟ山伝ひ足羽宮御略御拝夫ゟ愛宕山
　御拝五百ヤールト場所等御覧被遊天魔ヶ池迄被為入夫ゟ黒竜御拝夫ゟ御下りニ而
　裏町御通り孝顕寺門前ゟ御帰被遊再橡栗山房ヘ被為入御茶御菓子差上之
　又々書斎ヘ御下り御着座御吸物御酒御硯蓋もの等色々差上之［御口取もの御酢（鮨ヵ）再御吸物等差上之］
　畢而御蕎麦差上之御作御認等有之左之面々被為　召御酒御肴御菓子被下之
　御詩作御相手いたし候右御席へ参り合セ居候ニ付市村勘右衛門次男多蔵ヘ御席画被
　仰付大島　　　同断ニ付御次迄内々罷出詩作被　仰付認入御覧候

　　　　　　　　　　　　　　同所ヘ罷出居候面々　　　　　　　　本多修理方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松平備後方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中根雪江

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松平源太郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田内源介

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　半井仲菴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勝沢一順

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢嶋恕輔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木璥二

　　　　　御道筋　御裏口ゟ御馬上元切手御門中仕切下馬御門夫ゟ鳩御門内ゟ
　　　　　　　　　御定道　御往来共
A0143-00524_088
　　　　　　　　　　　　　　　　白張絹壱疋　　　　　　　　　　方丈江
　　　　　　　　　　　　　　　　御重一組

　　　　　　　右今日為御持ニ而被下之

　　　　　　　　　　　　　　　　御菓子　腰高饅頭一重　　　　　方丈ゟ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海苔入煎餅二重

　　　　　　　　　　　　　　　　九年毌一台

　　　　　　　　　　　　　　　　孟宗筍三本

　　　　　　　右御帰之節御土産ニもと差上之

一御出殿八時弐寸廻り　御帰殿五半時

一御供之面々敬左衛門初御側向其余御供頭初御馬廻り迄御酒肴蕎麦等

　差出之台子ゟ末々迄御酒出之

　　　　顕光院様江　　　　　雲丹五筥　御茶越ノ雪半斤

　　　　　　　　　　　　　　御菓子　菱形落雁一筥半斤

　　　　右ハ昨日被進之為御答礼　西喜左衛門出立ニ付御托ニ而被進之

一大奥御寝表御夜詰引九時弐寸五分
　　　T四月四日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞

一御神霊前御庭共御拝如例

一昨三日晩立今庄駅ゟ之飛脚着小右衛門ゟ御用状差越候

　殿様益御機嫌能御旅行被遊三日今庄駅御止宿被遊候段申来奉恐悦候

　　　　殿様ゟ　　　　　　　御直書御壱封

　　　　右之通被進之

一九時大奥御入御膳被召上

一八時過
A0143-00524_089
　殿様益御機嫌能被遊　御着
　城奉恐悦候御本丸ニおゐて御式済之上直ニ此御殿江可被為　入之所
　思召を以被仰進御座所江御落着之上御上下ニ御召替之上八半時過被為　入
　御座間江御着座

　宰相様　御対顔其節御尉斗蚫被進之御茶御多葉粉盆差上之御程合ニ而
　御同道大奥御入
　御簾中様御対顔其節御祝御尉斗蚫斗夫ゟ表江被為出御人払御用談被為
　在七時過御帰り被遊候

一恐悦申上本多修理方罷出御人払御用有之中根雪江秋田長之丞罷出恐悦申上之
　其余御側向敬左衛門初同断申上御広式御用人御馬廻り当局迄罷出候
一為伺　御機嫌渋谷弥税但見小右衛門新左衛門罷出
　御目見被仰付候

一御昼水落迄御使被仰付新五兵衛罷出御本丸御待受敬左衛門相勤候

　　　　　宰相様より

　　　　　殿様江　　　　　　　御着城ニ付御待受御膳被進之

　　　　　　　　　　　　　　　数御熨斗蚫

　　　　　　　　　　　　　　　御鯰　平め　くりせうが　　　御汁　摘入　　御香の物　御食

　　　　　　　　　　　　　　　　　　白毛うと　金かん　　　　　　　嫁な

　　　　　　　　　　　　　　　御平　笹切たい　　　　　　　御焼ひ（も）の　小鯛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　長いも　三ツば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御吸物　さゝめき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葉山升（椒）

　　　　　　　　　　　　　　　松立御取肴　松葉鰑　　　　　　　御燗鍋御酒

　　　　　右之通被進之

　　　　　　　　　　　　　　　六寸御重二重
A0143-00524_090
　　　　　　　　　　　　　　　御さしミ　たい　うと　大根

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木瓜　わさひ

　　　　　　　　　　　　　　　御煮染　　爪紅蒲ほこ　椎茸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小串ます　ふき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うしに升の子

　　　　　右者
　　　　　思召を以被進之

　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御肴一折　大鯛一　かれい五

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いせ鯉二

　　　　　右者今日被進之為御挨拶被進之

一七時過御浴湯被為召候

一七半時大奥御膳如例

一表御締切御寝御夜詰引九時壱寸廻り
　　　　T四月五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵

一御神霊前御拝御庭共如例

一昨晩江戸表江常振飛脚被差立候

　　　　　昨日之記

　　　　　清心院様江　　　　　蒸籠代百疋

　　　　　右者来ル五月廿七日
　　　　　恭徳院様御七回忌ニ付御機嫌被為聞被進之

一大沢淡水水谷織部荒川南山　中村八大夫　周防猪左衛門井原悠鹿林　泉友　　岡田靜眠并

一昨日御供ニ而罷帰候御側向初為伺御機嫌罷出候多賀谷梅笑波々伯部弥六同断

一四時過本多修理方中根雪江御用有之

一九時過大奥御入御膳被　召上

一今朝ゟ御聊御様体被為　在候ニ付玄珪へ拝診被　仰付候処少々時気御障動被為在候段申達
　御養生被遊候
A0143-00524_091
一八時過本多修理方御用有之
一同刻過瓜生三寅罷出御話有之

一青松院様御分量御増之御心祝被成候ニ付　思召ニ而左之通被進之

　　　　　　　青松院様ゟ　　　　御吸物　御さし身　小皿　御酒　　　　　　敬左衛門ヘ

　　　　　　　　　　　　　　　　御焼肴　ほう／＼　　　　　　　　　　　　新五兵衛

　　　　　　　　　　　　　　　　御酒　御肴　　　　　　　　　　　　　　　両部屋ヘ

　　　　　　　前記御祝ニ付被下之

　　　　　　　青松院様ヘ　　　　大鯛一　　　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門　ゟ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新五兵衛
　　　　　　　右ハ過日御肴頂戴いたし今日御祝ニ付差上之

一七時過一順玄珪罷出拝診候処弥御軽易之御様体被為在候段申達候

一七半時過大奥御膳如件

一夜分御締切中御脚湯被遊候

一表御締切御寝御夜詰引

　　　　T四月六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻玄珪奉拝診候処御惣体御宜御平脈御同様奉伺候段申達奉恐悦候
一御仕舞御拭御撫

一御膳後仲庵奉拝診候処玄珪同様申達候

　　　　　土井能登守殿ゟ　　　鮮鯛一折
　　　　　　　　　　　　　　　御樽代三千疋

　　　　　右者此程御上京之節御旅中浅水駅迄勝木十蔵御遣シニ而被進物も有之
　　　　　且今般
　　　　　殿様御帰国被遊候ニ付御歓御使者内山七郎右衛門罷出勝木十蔵迄被進物
　　　　　差出之
A0143-00524_092
　　　　　御同所ゟ　　　　　　御菓子金一万疋
　　　　　右者今般御上京被遊候ニ付被進之

一四時過勝木十蔵御用有之

一九時表御締切ニ而御膳被召上夕刻御締切如例

　　　　　御二所様江　　　　　御籠之内鯛三

　　　　　殿様ゟ
　　　　　右者今日御入ニ付被進之

　　　　　　　　　　　　　　　御茶半斤一箱　　　　　　　　　　　　　　　　小右衛門　ゟ
　　　　　　　　　　　　　　　唐扇二本　　　　　　　　　　　　　　　　　　新左衛門　
　　　　　右者京都表ゟ持帰り候ニ付差上之

一八時過
　殿様被為　入御話被遊八半時過御帰り被遊候

　　　　　宰相様ゟ　　　　　　御初尾　銀札二十匁

　　　　　右者来ル十日御発駕被遊候ニ付御道中御安全御祈禱被仰付御備ヘ

　　　　　　　　　　　　　　七寸御重　二　　　　　　　　　　　　　　　　　内山七郎右衛門江

　　　　　　　　　　　　　　　雲丹焼たい　甘に金かん　さしミ

　　　　　　　　　　　　　　　こま塩焼鯛　富きのり一　　たい　うと　わさひ

　　　　　　　　　　　　　　　白ニ長芋　　　　　　　　　二葉しそ　　大こん

　　　　　右者御使者ニ罷出今夕旅宿江勝木十蔵罷越候ニ付被下之

　　　　　　　　　　　　　　　粕庭いら一箱　　　　　　　　　　　　　　　　平本但見

　　　　　　　　　　　　　　　西洋小本一

　　　　　右者京都ゟ持帰り候ニ付差上之

一宰相様近々御発駕被遊且
　殿様御帰国被遊候御事故御双方被仰合今日
　殿様御入ニ相成左之通被進
A0143-00524_093
　御三方様青松院様ニも御賑々敷被召上且又左之面々被為召御酒御肴御膳等被下
　御方々様御手酌等被成下何茂十分難有頂戴致シ五半時過退散
　殿様ニも無程御帰り被遊候

　　　　　御中皿　　爪紅かまほこ　　ふしに京竹の子　　同御焼肴　雲丹やき鯛

　　　　　　　　　　黄味すし　　　　嬉し野　　　　　　　　　　　こま塩やき

　　　　　　　　　　薄雲小串鯛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そめせうか

　　　　　　　　　　七子いか山升（椒）醬油

　　　　　　　　　　くるミ　きんとん

　　　　　　　　　　　　　　　　かたこ
　　　　　同御煮肴　　ひらめ　　同御さしミ　　霜ふりたい　　同御すし　　たい　玉子巻

　　　　　　　　　　　竹の子　　　　　　　　　山吹ひらめ　　　　　　　　のり巻　セうか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木瓜　わさひ　大根

　　　　　御吸物　　　福寿半竹　　　御酒

　　　　　　　　　　　　は山升（椒）

　　　　　御菓子　　　ようかん

　　　　　　　　　　　千歳すし

　　　　　御平　　竹わ半竹　みつは　　　御汁　切やきたい　　御香の物

　　　　　　　　　長いも　　　　　　　　　　　　な
　　　　　御食　　　　　　　御やきもの　開ほう／＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　色付

　　　　　右之通差上之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本多修理方

　　　　　　　　　　吸物　すまし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋田玄蕃

　　　　　　　　　　中皿盛　紅白かまほこ　　同　照りやき　　　　　　　　　中根雪江
　　　　　　　　　　　　　　小串ます　　　　　　　おいを　　　　　　　　　大宮藤馬
　　　　　　　　　　　　　　にしめ　ふき　　　　　竹の子　　　　　　　　　平本但見
　　　　　　　　　　　　　　ふしに　竹の子　　　　　セうか
　　　　　　　　　　　　　　金かん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋田長之丞

　　　　　　　　　　同さしミ　ひらめ　　　　小皿　かれ　　　　　　　　　　敬左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　うと　　　　　　　　大根　　　　　　　　　　新左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　わさひ　　　　　　　　すあへ　　　　　　　新五兵衛

　　　　　　　　　　　　　　　　大根

　　　　　　　　　　酒旭　　　　御飯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一順

　　　右之外御余多等も被下之　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玄珪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　万順

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　城益
A0143-00524_094
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御用捨相願　仲庵
　　　　　右之面々罷出其余大奥老女初　御座所老女初も罷出右之御品被下之

　　　　　　　　　　　　先記

　　　　　　　　　　　　　鯛二枚ヲ煮肴　　　　　　　　　　　　　　　　　　両部屋当番江

　　　　　右之通被下之

　　　　　　　　　　　　　御酒　同御肴ヲ　　　　　　　　　　　　　　　　　御供之者へ

　　　　　右之通被下之

　　　　　宰相様江　　　　　西洋

　　　　　殿様ゟ　　　　　　　ラントセル一

　　　　　右為御土産被進之

一大奥御寝御夜詰引九半時ヘ懸り

　　　　T四月七日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻玄珪奉拝診候処御惣体至極御宜御平常之通相伺候段相達奉恐悦候
　後刻仲庵同断

一御手水被遊候

一殿様五半時被為入　御対顔御緩話被為　在御帰被遊

一四時過松平備後方御用有之

一同刻過本多修理方御用有之中根雪江御用同断

一九時過大奥御入御膳被　召上

　　　　　　　　　　　　　　　鯛一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横井五百里

　　　　　　　　　　　右過日結構被仰付候為御礼差上之

　　　　　　　　　　　　　　　同一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山沢

　　　　　　　　　　　右過日来不快中毎々御余多被下置今日出勤ニ付為御礼差上之
A0143-00524_095
　　　　　　　　　　　　　　　鯛一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千本弥三郎江

　　　　　　　　　　　右ハ先日帰着之砌差上物いたし候御返シ旁被下之

一九半時中根雪江御用有之

一七時過仲庵罷出奉拝診候処弥御惣体御宜御復常被遊候旨申達奉恐悦候

一七半時大奥御膳如例　一御発駕御日限被仰出候ニ付両部屋共操合壱人ツヽ御用捨被成下候
一表御締切御寝御夜詰引九時二寸廻り

　　　　T四月八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞

一五半時前御供揃ニ而
　浄光院様御忌日ニ付運正寺孝顕寺ヘ御参　詣被遊候御行列本御供立
　　　　　　　　　　　　　　但御霊前御廟共御拝被遊候

　　　　　　　　　　　　　　　御発駕前ニ付惣

　　　　　　　　　　　　　　　御霊前御廟共御拝被遊候

一御出殿五半時壱寸前　御帰殿

一九時大奥御入御膳被召上

　　　　　　　　　　　　　　　鯛一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田平右衛門

　　　　　右者御発　駕ニ付内献之

　　　　　御二所様ゟ　　　　蒸籠二組

　　　　　清心院様江　　　　　江戸館御代廿匁

　　　　　右者来ル五月十五日

　　　　　彩雲院様御三回忌御相当ニ付御機嫌被為聞被進之

　　　　　御二所様ゟ
A0143-00524_096
　　　　　　　　　　　　六百疋ヲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寿清院

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重寿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　養寿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梅仙

　　　　　　　　　　　　百ひきヲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　楽寿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梅寿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　知法

　　　右同断ニ付御供養とシテ被下之

一七半時大奥御膳如例

一大奥御寝御夜詰引九時ヘ懸り

　　　　T四月九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　介　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　一順

一御神霊前御拝御庭共如例

一五半時過本多修理方御用有之

　　　　　有馬遠江守殿ゟ　　　御干菓子二重一箱

　　　　　　　　　　　　　　　御樽代五百疋

　　　　　小笠原左衛門佐殿ゟ　御樽料千疋

　　　　　　　　　　　　　　　御肴料千疋

　　　右者今般御上京被遊候ニ付被進之

　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内田閑平

　　　右者遠来之由ニ而差上之

一九時大奥御入御膳被召上

　　　　　　　　　　　　　御菓子箱一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　運正寺方丈

　　　右近々御発駕被遊候ニ付為伺
　　　御機嫌罷出右之御品差上之

　　　　　　　　　　　　今般御中﨟懐妊ニ付常宮　　　　　　　　　　　　　　毛利元蔵

　　　　　　　　　　　　御代拝被仰付去ル五日ゟ罷越今日罷帰候
A0143-00524_097
　　　　　常宮江　　　　御初穂三百疋
　　　　　　　　　　御札守一
　　　　　　　　　　御水　鐘の尾　差出之
　　　　　宰相様江　　　　　唐桟御袴地一

　　　　　　　　　　　　　　藁帋御半切二百

　　　　　殿様ゟ　　　　　　鯛一枚

　　　　　右者近々御発駕ニ付被進之

　　　　　　　　　　　　御菓子一箱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　孝顕寺方丈

　　　　　右之通差上持参罷出候ニ付被為召御茶御菓子被下之

一八時過本多修理方御用有之

一八半時過
　殿様被為入御話被遊七時過御帰り被遊候

　　　　　　　　　　　　内達も有之候ニ付　　　　　　　　　　　　　　　　　庭瀨孝悦

　　　　　　　　　　　　奥御坊主御免
　　　　　　　　　　　　同断ニ付不寝約御免　　　　　　　　　　　　　　　　上田喜斎
　　　　　　　　　　　　奥御坊主被仰付候　　　　　　　　　　　　　　　　　岩尾周甫

　　　　　　　　　　　　不寝介并　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上田常斎
　　　　　　　　　　　　御上京御供被仰付候

　　　　　　　　右被仰付奥ノ番取扱之

一七半時大奥御膳如例

一表御締切御寝御夜詰引九時ヘ懸り
　　　　T四月十日

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄珪

一御神霊前御拝如例

一今朝ゟ御座所御側向初以前御側向等相勤候面々近々
　御発駕ニ付為伺　御機嫌当局迄罷出候
A0143-00524_098
　　　　　　　　　　　　新茶一箱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東郷　幽松庵
　　　　　右者例年之通差出之

一九時大奥御入御膳被召上

　　　　　宰相様江　　　　　　越後縮一反

　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御数盃五

　　　　　　　　　　　　　　　定障子帋一束

　　　　　右者御上京遊し候ニ付為御餞別被進之

　　　　　　　青松院様ゟ　　　　　相生酒壱瓶

　　　　　　　　　　　　　　　　　雲丹十一

　　　　　右同断ニ付被差上之

　　　　　　　　　　　　　　　小紙三束　　　　　　　　　　　　　　　　　　哥島初

　　　　　　　　　　　　　　　雲丹三ツ　　　　　　　　　　　　　　　　　　御錠口そて迄

　　　　　右同断ニ付差上之

一九半時過高田孫左衛門罷出長々不快中毎々御余多等被下置誠ニ蒙

　御懇命候段厚ク難有狩（猶ヵ）今日出勤致シ候ニ付伺　御機嫌旦御礼罷出被為召御菓子
　するめ等被下置候

一八時過勝木十蔵大井弥十郎内田閑平御用有之

　　　　　宰相様江　　　　　　鯛一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高田孫左衛門

　　　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱

　　　　　御簾中様江　　　　　同断　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同人

　　　　　右者出勤致シ候ニ付差上之

　　　　　　　　　　　　　　　すし一鉢　　　　　　　　　　　　　　　　　　御乳　はるゟ
　　　　　右年頭ニ付差上之

一七半時大奥御膳如例

一大奥御寝御夜詰引九半時

　　　　T四月十一日
A0143-00524_099
一御目覚御例刻
一御神霊前御拝被遊候御庭共

一五半時過御家老本田興之輔方初不残被罷出明日
　御発駕ニ付　御機嫌被相伺候御中老同断其余昨日之通御座所御側向御広式
　御用人以前御側向相勤候面々等当局迄罷出候

　　　　　御簾中様より　　　　同宮御札守

　　　　　清心院様ゟ　　　　　八幡御札守

　　　　　　　　青松院様ゟ　　　　御札守　鎮徳寺

　　　　　右者御道中御安全御祈禱被仰付被進之

　　　　　殿様より　　　　　　御煙草一箱　　串さしふし一箱

　　　　　　　　　　　　　　　越之雪一箱

　　　　　右御道中為御持ニもと被進之

　　　　　　　　　　　　　絹呉呂羽織地一ツヽ　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門　江

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新五兵衛

　　　　　　　　　　　　新唐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥ノ番

　　　　　　　　　　　　　袴地　一反ツヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　三ノ助初

　　　　　　　　　　　　　　　　御代料ニ而　　　　　　　　　　　　　　　　　　四人江

　　　　　右者昨年御省略筋格別心配行届候ニ付被下之敬左衛門新五兵衛ヘ者

　　　　　別段之　　思召を以被下之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三郎助

　　　　　　　　　　　　　金三両ツヽ銀札ニ而　　　　　　　　　　　　　　　紀之允

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　与一郎

　　　　　　　　　　　　　金壱両　　同　　　　　　　　　　　　　　　　　　元蔵

　　　　　右者昨年御省略も行届御残金も多く有之候ニ付被下之

　　　　　　　　　　　　　金二両ツ同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手伝四人江
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　　　　　右同断ニ付被下之

　　　　　　　　　　　　　金七両ツヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山沢　江

　　　　　　　　　　　　　　　銀札ニ而　　　　　　　　　　　　　　　　　　八十瀨

　　　　　　　　　　　　　金五両ツヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御中﨟両人　江

　　　　　　　　　　　　　　　銀札ニ而　　　　　　　　　　　　　　　　　　御錠口四人

　　　　　右者当節柄格別御用多ニも有之且難渋之趣も有之候ニ付別段之
　　　　　思召を以極御内証ゟ為御手当被下置御年寄両人ヘ者当局ニ而
　　　　　相渡シ御中﨟御錠口ヘ者　御手目録ニ而
　　　　　御宜ニ被下之

　　　　　　　　　　　　　銀五百匁ツヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　御伽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　留三郎初　江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　六人　
　　　　　　　　　　　　　銀三百匁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹次郎江

　　　　　右者繁勤相勤難渋之訳合も有之候ニ付為御手当被下之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　留三郎

　　　　　　　　　　　　　金五両ツヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　悌吉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文庫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鎌吉

　　　　　右者今般御上京御供被仰付候ニ付拝借被仰付候

　　　　　　　　　　　　　帳帋一状ツヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　残り

　　　　　　　　　　　　　筆一対　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御伽四人江

　　　　　右之通被下之

　　　　　　　　　　　銀壱貫五百匁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大奥御内用

　　　　　右者訳合有之御内用ニ而八十瀨へ相渡シ置候

　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御鉢盛　硯ふた物　御酒　　　　　　　　　　　敬左衛門初

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御側向御馬廻り迄
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　　　　　殿様より　　　　　　御鉢盛　そは　　　　　　　　　　　　　　　　右同断

　　　　　　　　　　　　　　　御酒壱徳利

　　　　　右者今般御供ニ而出立致シ候ニ付被下之

一九時大奥御入御膳被召上

一八半時過
　殿様被為入御対話被為在無程御帰り被遊候

　　　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱　　　　　　　　　　　　　　　　　大宮藤馬

　　　　　右之通差上之

　　　　　　　　　　　　　　　御飯一重　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門江

　　　　　　　　　　　　　　　玉子五

　　　　　右者不快罷在候ニ付被下之

一敬左衛門義此程ゟ不快ニ罷在追々快方ニ者候ヘ共今般御供難仕ニ付養生仕御跡ゟ
　出立仕度段願口上書差出今朝御家老中江相達候処願之通被仰付候

　　　　　　　　　　　　　　御初穂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西山

　　　　　　　　　　　　　　　金千疋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光照寺

　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同

　　　　　右者訳合有之御祈禱被仰付候ニ付御備ヘニ相成候猪子権左衛門ゟ相渡之
　　　　　御簾中様ゟ　　　　袂落シ一　ツヽ　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門　江

　　　　　　　　　　　　　　御扇子対　　　　　　　　　　　　　　　　　　新五兵衛

　　　　　右御供ニ而出立仕候ニ付被下之

　　　　　　　　　　　　　　神明宮ヘ御初穂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　銀二拾匁
　　　　　右者御発駕ニ付御代参ニ而御備ヘ

　　　　　御簾中様ゟ　御見立御膳

　　　　　右者明日御発駕被遊候ニ付被進之

一七半時大奥御膳如例

　　　　　　　　　　　　　　黒羽二重丸御紋付御召一　　　　　　　　御中﨟　たまへ
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　　　　　右ハ今度懐妊ニ付近日祝有之候節
　　　　　思召ニ而被下候を老女迄相渡置候

　　　　　御簾中様江　蒸御菓子　一箱

　　　　　右之通被進之

　　　　　　　　　　　　　　吸物
　　　　　　　　　　　　　　御肴　酒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大奥向へ
　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御座所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同断

　　　　　右　御発駕ニ付被下之

一御締切御寝御夜詰引九時二寸廻り
　　　　T四月十六日　　晴

一益御機嫌能京都岡崎御屋敷江御着［八半時過］被遊奉恐悦候

一一統席々江罷出居御着有之御座間御着座御家老本多修理方罷出恐悦申上之
　畢而中根雪江酒井十之丞毛受鹿之介菅沼右近永見多門中根牛介水野小刑部罷出同断
　畢而新五兵衛同断畢而御小姓頭取御小姓御伽続而三郎助初四人同断畢而御馬廻り頭取初
　一統罷出恐悦申上之
　　　　　但御家老初御手尉斗無之御間内御飾熨斗有之一統平服

一右相済本多修理方雪江鹿之介十之丞御用有之

一七半時御浴湯被為召候

一七半時過御膳被召上

　　　　　　　　　　　　　　　干鯛一箱
　　　　　東本願寺御門主ゟ　　昆布一箱

　　　　　　　　　　　　　　　御樽代五百疋
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　　　　　　　　　　　　　　　干鯛一箱
　　　　　西本願寺御門主ゟ　　昆布一箱

　　　　　　　　　　　　　　　御樽代五百疋

　　　　　同新御門主ゟ　　　　干鯛一箱

　　　　　　　　　　　　　　　御樽代三百疋

　　　　　同新々御門主ゟ　　　同断

　　　　　右者御着為御歓被進之

　　　　　近衛前殿下より　　　御交肴一折　鯛一　小鮎五籠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いか五

　　　　　右同断被進之

　　　　　　　　　　　先記
　　　　　　　　　　　　　御肴ヲ煮付　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本多修理方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪江　　　　被下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十之丞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿之介

　　　　　　　　　　　　　小鮎ヲ御すましニ而　　　　　　　　　　　　　　　御側向当番江被下

　　　　　松平三河守様ゟ　　　御直書二通

　　　　　右之通被進之

一御夜詰引四時壱寸廻り

　　　　T四月十七日　　晴

一御目覚六半時

一今朝五半時御供揃ニ而関白様両伝奏両閣老所司代御廻勤被遊候

　　　　　　　　　　　但御尉斗目御上下

一御出殿四時ヘ二寸前　御帰殿九時二寸廻り

一九時過御膳被召上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御目付　原市之進殿

　　　　　右被罷出御逢御用有之御茶御菓子被下之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薩藩　小松帯刀

　　　　　右罷出御居間ニ而御逢御用有之修理方雪江侍座御茶御菓子被下之
A0143-00524_104
一七半時過御浴湯被為召候

一同刻過御膳被召上

一御膳済ニ而坪井信良法印被罷出御居間江被為召御茶御菓子被下続而御酒御吸物
　御肴等被下緩々御噺申上五時過退座仲庵罷出居候

一今晩立御国表江飛脚被差立候ニ付御機嫌状御用状共小右衛門新左衛門江差出大奥
　老女江も御機嫌文差出候

　　　　　御簾中様江　　　　　御書

　　　　　　　　　　　　　　　羊羹三包一箱　白す干御添

　　　　　殿様江　　　　　　　御書

　　　　　　　　　　　　　　　塩責（漬ヵ）まん寿　すはま詰合一箱

　　　　　　　　　　　　　　　白す干御添

　　　　　　　青松院様江　　　　　羊羹二包一箱

　　　　　右之通被進之

一御夜詰引九時二寸五分

　　　　T四月十八日　　晴

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　                          診　　　城益
一御神前御拝被遊候

一今朝五半時御供揃ニ而御登　営被遊候

一御出殿四時壱寸廻り　御帰殿九半時五歩前

一御出殿前本多修理方雪江十之丞鹿之介御用有之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           会藩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           秋月悌次郎

　　　　　右罷出御居間ニおゐて
　　　　　御目見被仰付御人払ニ相成御茶御菓子被下之

一御帰殿直ニ本多修理方雪江十之丞鹿之介御用有之

一九半時過御膳被召上
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一同刻過伊藤友四郎御用有之
　　　　昨日之記

　　　　　山階宮様ゟ　　　　　御蒸菓子一箱

　　　　島
　　　　　松平大隅守様ゟ　　　鮮鯛一折

　　　　　右之通御着為御歓被進之

　　　　　　　　　　　　　籠入生菓子

　　　　　　　　　　　　　　　　西瓜一　なすび五　きうり七　　　　　　　　木村東市正殿ゟ
　　　　　右之通差上之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鯛一　　

　　　　　西本願寺御門主ゟ　　御交肴一台　　いか三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あら一

　　　　　右者為御見舞被進之

　　　　　酒井若狭守殿ゟ　　　御交肴一台　鯛一　　はも一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海老三　いか三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ます二

　　　　　右者御京着為御歓被進之

　　　　　　　　　　　　　鮮鯛一折　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三井八郎右衛門

　　　　　右之通献上之
　　　　　　　　　　　　　　先記　　　鯛一　　　月成奉書

　　　　　近衛前殿下江　　　　御交肴　いか三　　　　一束

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あら一
　　　　　　　　　　　　　　同　　　　鯛一　　　はも一　　月成奉書一束

　　　　　山階宮様江　　　　　同　　　海老三　　いか三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ます二

　　　　　右者此程被進物之御答礼旁被進之

　　　　　島津大隅守様江　　交御肴一折

　　　　　右者被進物之御答礼旁以御側使者を被進之岩城寛之助相勤之

　　　　　　　　　　　　芍薬　　箱鉢一　　　　　　　　　　　　　　　　　　来迎院

　　　　　　　　　　　　花菖蒲

　　　　　右之通献上之

　　　　　霊寿院殿ゟ　　　　金五百疋

一七時過御馬場江被為　入御乗馬被遊候

一七半時御膳被召上
A0143-00524_106
一六半時雪江御用有之

一御夜詰引九半時ヘ壱寸前

　　　　T四月十九日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一御神前御拝被遊候

一五半時前本多修理方雪江十之丞鹿之介御用其後も度々有之候

一同刻過青山小三郎御用有之

一四時過瓜生三寅被為召御噺被遊候

一九時御膳被召上

一八半時過島津大隅守様御出御書院江御通り其段申上ニ相成御支度宜節御書院江被為
　入御挨拶被遊御案内ニ而御座間江御着座御挨拶済ニ而御熨斗差上［御小姓役之上下着］夫ゟ
　御多葉粉盆御茶御菓子差上之暫時御対話被遊御帰之節御見送り御断
　ニ付御玄冠（関）迄不被為　入御使者間御入側ニ而御送り被遊候［御上下ニ而被為　入候ニ付御上下被為召候］
一七半時過御膳被召上

一御夜詰引四半時

　　　　T四月廿日　　晴

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順

一御神前御拝被遊候

一五半時過本多修理方御用有之畢而雪江十之丞鹿之介御用有之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松平三河様御家来

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大村斐夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松平出羽守様御家来

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大野権左衛門

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井造酒

　　　　　右罷出御居間ニおゐて　御目見被仰付御茶御菓子被下之
A0143-00524_107
一四時御供揃ニ而泉涌寺ヘ御参詣被遊宿坊来迎院江被為　入御着座之上御茶御菓子来迎院
　差上之直ニ御小弁当被召上暫時御休息被遊御衣冠ニ御召替夫ゟ御支度宜節御案内
　ニ而来迎院ゟ御歩行ニ而御登
　先帝陵　御拝被遊候伊達伊予守殿ニも御参詣ニ付御途中ゟ御同道ニ而被為　入候夫ゟ
　泉涌寺ヘ御立寄
　御霊前御拝被遊夫ゟ方丈ニ而暫時御休伊予守殿ニも御同様方丈初役々等罷出
　御逢有之右相済又々来迎院江被為　入御召替被遊其節も御生菓子御茶等差上之候
　直ニ御帰殿可被遊之所御達有之候ニ付来迎院ゟ直ニ御登
　営被遊候八半時過

一御出殿四半時へ弐寸前　御帰殿四半時

　　　　　東本願寺御門主ゟ　　鯛一　　酒樽二

　　　　　　　　　　　　　　　はも一

　　　　　　　　　　　　　　　はまくり

　　　　　興正寺御門主ゟ　　　御樽代三百疋

　　　　　　　　　　　　　竹の子廿五本一台　　　　　　　　　　　　　　　　観智院ゟ
　　　　　右之通被進之

　　　　　　　　　　　　　先記御肴ヲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御祐筆初
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　六人　江被下
　　　　　　　　　　　　　干菓子一箱　　　　　　　　　　　　津山様御家来　大村斐夫

　　　　　　右今朝罷出候節差上之

　　　　　　　　　　　　　青石水入一箱　　　　　　　　　　　　　　　　　　三国大学

　　　　　　右之通差上之友四郎迄差出候

一今日営中於　御前御酒御肴御膳御菓子等御頂戴被遊候

一御帰殿之上本多修理方雪江十之丞鹿之介御用有之

一御夜詰引八時壱寸前
A0143-00524_108
　　　　T四月廿一日　　晴夕方曇風有

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　養竹

一御神前御拝被遊候

一五半時過本多修理方雪江十之丞鹿之介御用有之

一同刻過伊藤友四郎御用有之

一四半時過雪江御用有之

一九時御膳被召上

一九時過之御供揃ニ而御兼約ニ付島津大隅守様江被為　入候御吸物御酒御膳御菓子等被進之
一御出殿八時ヘ壱寸前　御帰殿四時ヘ壱寸前

　　　　　島津大隅守様江　　　交御肴一折

　　　　　右者今日被為入候ニ付以御側使者被進之浅井外巻相勤之

　　　　　嘉陽宮様江　　　　　色鳥子帋三百枚

　　　　　　　　　　　　　　　交御肴一折

　　　　　東本願寺御門主江　　間奉書三束

　　　　　　　　　　　　　　　鮮鯛一折

　　　　　霊寿院殿江　　　　　絵半切二百枚

　　　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱

　　　　　九条殿江　　　　　　鮮鯛一折

　　　　　右者御上京御土産且御答礼旁被進之

　　　　　戸田大和守様ゟ　　　鮮鯛一折

　　　　　右之通被進之

　　　　　　　　　　　　　　　五色氷砂糖一箱　　　　　　　　　　　伏見
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鮎屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊左衛門献上

一御帰殿之上本多修理方雪江十之丞鹿之介御用有之

一御夜詰引四半時二寸廻り
　　　　T四月廿二日　　雨
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一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　城益
一御神前御拝被遊候
一五時過本多修理方初御用如例
一五半時御供揃ニ而徳大寺右府殿尹宮山階宮近衛内府殿一条左大将様九条大納言殿
　御勤被遊候山階宮様ニ而御膳御菓子被進尹宮様ニ而御菓子被進候
一御出殿四時ヘ二寸前　御帰殿九半時

　　　　　伊達伊予守殿江　　　御直書一

　　　　　右之通被進之御返書有之

一御帰殿之上御膳被召上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中里鎌三

　　　　　右罷出候ニ付被為召色々御尋被遊御菓子被下之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鯛一　　煮付
　　　　　近衛内府公ゟ　　　　交御肴一折　はも二　　御側向当番ヘ被下之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あじ五

　　　　　右之通為御見舞被進之

一七半時御三度御膳被召上

　　　　　近衛内府公江　　　　絵半切二百枚

　　　　　　　　　　　　　　　雲丹二壺

　　　　　徳大寺殿江　　　　　奉書紙二束

　　　　　　　　　　　　　　　雲丹二壺

　　　　　一条様江　　　　　　間奉書帋二束

　　　　　　　　　　　　　　　交御肴一折

　　　　　右者御上京為御土産被進之

一御夜詰引四半時

　　　T四月廿三日　　晴

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵

一御神前御拝被遊候
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一五半時過本多修理方御用有之其余御中老等如例

　　　　　松平肥後守殿江　　　絵半切三百枚

　　　　　　　　　　　　　　　交御肴一折

　　　　　板倉伊賀守殿江　　　干御菓子二重一組

　　　　　　　　　　　　　　　雲丹二壺

　　　　　右者御上京為御土産
　　　　　御直書添ニ而被進之

　　　　　聖護院宮様江　　　　間奉書帋二束

　　　　　　　　　　　　　　　昆布一箱

　　　　　右同断御使者ニ而被進之

　　　　　興正寺御門主江　　　絵半切五百枚

　　　　　　　　　　　　　　　雲丹二壺

　　　　　右同断被進之

一九時御二度御膳被召上

　　　　　　　　　　　　　　御直書
　　　　　西本願寺御門主ゟ　御菓子一箱

　　　　　　　　　　　　　　御茶一壺
　　　　　九条殿ゟ　　　　　御菓子水月菓一箱

　　　　　右御滞京中為御見舞被進之

一七時過本多修理方鹿之介御用有之

一七半時御三度御膳被召上

一御夜詰引九時ヘ壱寸五歩前

　　　T四月廿四日　　曇

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順
一御神前御拝被遊候

一五半時過本多修理方御用有之後刻雪江十之丞鹿之介等御用有之

一九時御二度御膳被召上

一八時過御兼約ニ而伊達伊予守殿御出御書院ヘ御通其段申上ニ相成御支度宜節御書院ヘ
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　被為　入御挨拶済御案内ニ而御座間江御通り御着座之上御多葉粉盆御茶
　御菓子等被進御対話被遊御席へ修理方雪江十之丞鹿之介等被為召御話被遊
　七時過ゟ御三階ヘ被為入御吸物御酒御肴被進其節伊予守殿御家来西園寺雪江
　被為召御吸物御酒等被下修理雪江十之丞鹿之介小三郎等罷出居御酒御肴被下置
　御緩々被召上候上御膳被進五半時過御退散其節御使者之間御入側迄御送り被遊候

　　　　　御献立左之通

　　　　　　　ふくさ

　　　　　　　御吸物　　松笠鯛　　御中皿　爪紅かまほこ　　のり巻いんけん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　桟に鮨　　　　　　　　　さゝけ

　　　　　　　御さしミ　たい　木瓜　　　　　小丼　酢の物　いか　　　　外ニ雲丹

　　　　　　　　　　　　ひらめ　わさひ　　　　　　　　　　　雲にあへ

　　　　　　　御酒

　　　　　　　御平　さハら　ミツ葉　御汁　ゑひ　　　御香の物

　　　　　　　　　　長いも　　　　　　　　　小な

　　　　　　　御焼もの　小鯛　塩ふり

　　　　　　　御次被下　　吸物玉子　中皿　鯛　　煮合　　酢の物　　肴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹の子　　　　　　　　　木瓜

　　　　　　　西園寺靱負ヘ者別段御差身口取物被下候

　　　　　伊達伊予守殿ゟ　　　御重二内わらひ餅一重

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　火取ふし一重

　　　　　右為御持ニ而被進之

一御退散後本多修理方雪江十之丞鹿之介御用有之

一御夜詰引九時ヘ壱寸前

　　　　T四月廿五日　　曇天

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　養竹

一御神前御拝被遊候

一五半時過本多修理方御用有之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細川越中守様御家来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木村男也
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　　　　　右罷出於御座間
　　　　　御目見被仰付御茶御菓子被下之

一四時過雪江十之丞鹿之介等御用有之

　　　　　酒井若狭守殿ゟ　七寸御重一組

　　　　　　　　　　　　　　　内　御茶　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　干菓子一

　　　　　　　　　　　　　　　　　生菓子一

　　　　　　　　　　　　　　　　　氷砂糖一

　　　　　　　　　　　　　　　　　羊羹　一

　　　　　右御器物共被進之

　　　　　　　　　　　　　　　　蒸菓子一箱

　　　　　堀岩見守殿ゟ　　　　　交御肴一折　鯛一　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あら三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蚫二

　　　　　右者御滞京中御見舞与して側使者を以被進之

一九時御二度御膳被召上

一御兼約ニ而興正寺御門主新御門主八時過御出其節

　宰相様御玄関畳之上迄　御出迎被遊御中老御用人者鏡板迄御敷出江御留守居両人
　御取次両人罷出居御馬廻り両人御玄関上江御服紗持用意罷出居
　宰相様御案内ニ而奥御座間江御通御上段へ御着座御挨拶被為在御長蚫
　御直ニ御居被遊［御熨斗者御用人ゟ御前ヘ可差上之所奥御座間故御小姓頭取差上之］夫ゟ御多葉粉盆御菓子御薄茶
　被進御対話被遊御席へ本多修理方雪江十之丞鹿之介御留守居両人等罷出
　御目見被仰付御噺有之御供ニ罷出候御家来両人
　御目見被仰付候御程合ニ而御三階ヘ被為　入四方御詠被遊其内御馬場御支度致置
　宰相様御案内ニ而御表口ゟ御馬場ヘ被為　入御馬見所ヘ御着座御打毬御覧被遊二鞍
　御馬見所ニ而御茶御菓子被進之七時過元之御道ゟ御座間江御帰座被遊候御程合ニ而
　御吸物御酒引続御肴種々被進御席上江修理方雪江十之丞鹿之介仲庵友四郎十大夫
　外ニ御供之御家来両人三国幽珉（眠）被為召御吸物御酒御肴等被下之何茂頂戴
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　御門主方御書御画等被遊御緩々御酒被召上候上御膳被進其節一統退散御膳済御茶
　御干菓子等被進候而四時過御帰り被遊候御玄関元之所迄御見送り被遊候
　　　　　但御馬場ヘ被為入候前御召替被遊其節御供之御側向ニ而差上之夫ゟ御次ヘ
　　　　　御側向之者両人扣居候

　　　　　宰相様ニ者御休息所ニ而御召替被遊候御出迎之節御上下後御袴御羽織
　　　　　御家老初御側向迄上下後刻御用捨ニ而一統平服

　　　　　御献立左之通
　　　　　　　　　　　白木御三方
　　　　ふち高　　　小豆木工目かん

　　　　　御菓子　　金銀山

　　　　　　　　　　未開紅
　　　　　　　　ふくさ　
　　　　　　　　　　御吸物　　座々めき
　　　　　　　　　　　　　　　　　松な若カ
　　　　　　　　　爪紅蒲鉾　　牛房青のり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　御中皿　小串さわら　茶せんなす　　同　雲丹　鯛　葉ひわ　　同さしミ　鯛　紅かふら肴
　　　　　　　　　七子いか山升（椒）醬油　　　　定家　筆しやうか　　　　　　　山吹ひらめ　木瓜　わさひ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大こん
　　　　　同煮肴　　鮭　かつら生か　　　　小丼　三塩漬　鱸

　　　　　　　　　　八九竹の子　　　　　　　　　　　　　じゅんさい　わさひ
　　　　　　　すまし

　　　　　　　　　　御吸物　　こち

　　　　　　　　　　　　　　　茶せんうと
　　　　　　　　　　御引次御膳　　　　壱汁三菜
　　　　　御平　　玉子巻半竹　にしきふ　　御汁　長摘入　　　　御香の物

　　　　　　　　　鱒　なが芋　ミつ葉　　　　　　春きく
　　　　　御食　　　　　　　　御焼もの小鯛色付
　　　　　　　　　　靍の宿　亀の甲　　　　　　　　　　　　　　　金王かん　紅打物

　　　　　御干菓子　金銀糖　青白　　　　　　御馬見所ニ而御菓子　青茶巾餅　黄霜ふり

　　　　　　　　　　万代結　　ミとり　　　　　　　　　　　　　　太平糖

　　　　　御次被下

　　　　　　　　　　吸物　鯛　　　　　口取物　すゝき　わらび　　さしミ　さわら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しい茸　　　　　　　　　　白髪大こん

　　　　　　　　　　酢の物　赤貝　　　したし物　しゆん菊　　　　御供ニ罷出候三人ヘ者

　　　　　　　　　　　　　　うど　　　　　　　　千切　　　　　　焼物小鯛一ツヽ被下之

　　　　　興正寺御門主ゟ　　　鮮鯛一折

　　　　　　　　　　　　　　　酒一樽

　　　　　　　　　　外ニ御文庫の内　御干菓子
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　　　　　右者今日被為　入候ニ付為御土産被進之

　　　　　　　　　　　　　金千疋

　　　　　右者御出ニ付御世話申上候者へ被下之

　　　　　一条様ゟ　　　　　　交御肴一折　はも一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤貝二十

　　　　　右者御滞京中為御見舞被進之

一御夜詰引九時二寸廻り

　　　　　板倉伊賀守殿ヘ　　　御直書　御返書有之

　　　　　伊達伊予守殿ヘ　　　同　　　同

　　　　　右之通被進之

　　　　T四月廿六日　　曇夕方雨
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　城益

一御神前御拝如例

一五時御供揃ニ而板倉伊賀守殿江為御逢対被為　入候

一御出殿五時壱寸廻り　御帰殿四時

一御帰殿之上修理方十之丞鹿之介御用有之

一九時御二度御膳被召上

　　　　　　　　　　　　　御書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木村東市正殿

　　　　　　　　　　　　　蒸菓子一箱

　　　　　　　　　　　　　半切二百

　　　　　右者此程差上物御返シ旁被遣之

　　　　　日西様ゟ　　　　　　蒸菓子一箱

　　　　　右御滞京中為御見舞被進之

一七半時御三度御膳被召上

一御夜詰引四半時壱寸前
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　　　　T四月廿七日　　曇天夕晴

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御中老等御用如例

一去ル廿四日晩立御国表ゟ之飛脚着御機嫌状伺状御用状共小右衛門新左衛門ゟ相達老女ゟも相廻り
　御方々様益御機嫌能被遊御座御国表御静謐奉恐悦候敬左衛門ゟも同様相達候
　御簾中様去ル廿一日六時御供揃ニ而吉崎ヘ被為　入夫ゟ三国ヘ御出可被遊之所廿二日風雨強候ニ付
　吉崎ヘ一日御逗留被遊同所御覧済三国ヘ御廻り廿六日御帰輿可被遊旨申来奉恐悦候
　　　　　　御簾中様ゟ　　　　御書　　　青松院様ゟ一封御入込

　　　　　　　　　　　　　　　干ゑひ一箱

　　　　　　殿様ゟ　　　　　　御書

　　　　　　　　　　　　　　　小鮎一箱

　　　　　　右之通被進之其余御発駕前被進之御品御供物等相廻り候

一九時御二度御膳被召上

一九時過御浴湯被為召候

一七半時御三度御膳被召上

一七時過戸田大和守殿御出御座間ニ而御逢被遊御多葉粉盆御菓子御茶差上御程合ニ而
　御吸物御酒御肴等被進御書院江退座之上御膳被進候

一御夜詰引四半時二寸廻り

　　　　T四月廿八日　　晴

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順

一御神前御拝如例

一四時御供揃ニ而一条様江御中座御案内ニ而　　一条様ニ而御菓子御膳等被進候
　天機為御伺御参　内被遊御退出掛関白様両伝奏御勤被遊候
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一御出殿四時二寸五歩　御帰殿八半時

　　　　　　　　　　　　　去ル廿四日御国表出立　　　　　　　　　　　　　　香西敬左衛門

　　　　　　　　　　　　　今日着

　　　　　　右者此程不快ニ付御供御用捨相願候処追々全快ニ而出立今日着致候事

　　　　　　御簾中様ゟ　　　　朝鮮飴一箱

　　　　　　殿様ゟ　　　　　　胡桃一箱

　　　　　　右敬左衛門江御托シ被進之

　　　　　　　　　　　　　焼鮎一箱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門

　　　　　　　　　　　　　焼鮴一箱

　　　　　右持参ニ而差上之

　　　　　賀陽宮様ゟ　　　　御干菓子一組

　　　　　徳大寺右府公ゟ　　御干菓子一箱

　　　　　右御滞京中為御見舞被進之　
　　　　　　　　　　　　小豆一箱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大野権右衛門

　　　　　　　　　　　　鰑一箱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井造酒

　　　　　右之通差上之

一七半時御三度御膳被召上

　　　　　　　　　　　　色付焼小鯛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門江

　　　　　　　　　　　　御酒

　　　　　右者到着ニ付被下之

一御夜詰引九時二寸五歩
　　　　　T四月廿九日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　養竹

一御神前御拝如例

一五時過本多修理方御用有之後刻十之丞鹿之介同断

一四時過本多修理方御用有之
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一九時過御二度御膳被　召上
　　　　　西本願寺御門主江　御干菓子一箱

　　　　　　　　　　　　　　御半切二百枚

　　　　　　　　　　右御直書添ニ而被進之　　御返書有之

一七半時過御蕎麦被　召上

　　　　　　筆姫様ゟ　　　　　御直書被進

一今晩立御国表江飛脚被指立候ニ付御用状奥表例之通差越

　　　　　御簾中様江　　　　御書　御干菓子一筥

　　　　　殿様江　　　　　　同　　　同

　　　　　　　青松院様江　　　　　　同

　　　　　　　右之通被進之

　　　　　　　　　　　　鰑弐拾把　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石田一恵

　　　　　　　右之通内々献上仕度敬左衛門迄差出之

一御夜詰引四時弐寸五分
　　　　T四月晦日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　城益

一御神前御拝如例

一五半時過本多修理方御用有之

一九時御二度御膳被召上

一八時御供揃ニ而為御遊歩御略供ニ而御側向当番御馬廻り歩兵隊外ニ伊藤友四郎
　嶋津十大夫半井仲庵等被召連御庭口ゟ西御門ゟ熊野社前ゟ聖護院宮前夫ゟ
　黒谷ヘ被為入寺内御廻り被遊直ニ真如堂へ被為入夫ゟ法然院江被為入方丈ヘ
　御立寄暫時御休被遊夫ゟ白川石切所御覧ニ而御帰り掛将軍地蔵山江御登り被遊
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　此所ニ而暫時御休御すし被召上御　供之者江御菓子等被下夫ゟ白川道通り聖護院村
　之方ヘ御帰り熊野社内ゟ西御門ヘ被為入候

一御出殿八時二寸五分　御帰殿鎌落

一御帰殿直ニ御膳被召上

一六時過雪江御用有之

一同刻過御湯被為召候

一五時過青山小三郎御用有之

　　　　　興正寺御門主ゟ　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　御茶一壺

　　　　　右之通被進之

　　　　　　　　　　　　　御扇子一箱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上善寺

　　　　　右之通差上之

一御夜詰引九時五歩廻り

　　　　T五月朔日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵

一御神前御拝如例

一五時過坪井信良法印被罷出　御逢御用有之御茶御菓子被下之

一四半時本多修理方御用有之

一同刻過伊藤友四郎御用有之

　　　　　板倉伊賀守殿江　　　御直書被進

　　　　　　　　　　　　　御扇子壱対
　　　　　　　　　　　　　綿手拭一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良元作

　　　　　　　右ハ明日出立　御国表江罷帰りニ付　被下之

一同刻過同人御用有之
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　　　　　難波前中納言様ゟ　　御生菓子一箱被進之

一今日当番中敬左衛門并御伽両人御用捨被成下加茂競馬　為見物被遣之

　　　　　伊達伊予守殿江　　　御直書被進御返書有之

一七半時過御三度御膳如例

一御夜詰引四半時弐寸五分

　　　　T五月二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　介　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　万順

一御神前御拝如例

一五時過伊藤友四郎御用有之

一五半時過本多修理方御用有之

一九時過御二度御膳被　召上

　　　　　伊達伊予守殿江　　　御直書被進之御返書有之

　　　　昨日

　　　　　藤堂和泉守殿ゟ　　　過日之御返翰有之　　王荊公書二　摺物

　　　　　同大学頭殿　　　　　　　　　　　　　　　東坡墨竹一

　　　　　　　右御所望ニ付被進之相廻ル

　　　　　松平容堂殿江　　　　御重一組　　御口取もの一　御さし身一　鯉筒切御吸物仕立一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御煮肴一　　　浸しもの一

　　　　　　　右者昨日御着京ニ付為御歓御手伝御使者敬左衛門被遣候ニ付

　　　　　　　御直書持参之

一八時過御供揃ニ而松平容堂殿江被為入

一御出殿七時　御帰殿五半時

一御帰殿之上本多修理方雪江十之丞鹿之介御用有之
　　　　　興正寺御門主江　　　御直書　半截御筆　御菓子越ノ雪
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　　　　　　　右之通被進之
一御夜詰引九時壱寸五分廻り　一新五兵衛不快ニ付今日引籠養生いたし候

　　　　T五月三日　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　養竹

一御神前御拝如例

一四半時過伊藤友四郎御用有之青山小三郎同断

　　　　　島津大隅守ヘ　　　　御直書　被進之

　　　　　松平容堂殿江　　　　同

一九時過御二度御膳如例

一八半時過御供揃ニ而桜木御殿江被為入　御供披居御案内ニ而御迎ニ罷出候事

一御出殿七時　　御帰殿九半時壱寸五分

一御帰殿之上雪江御用有之　一御汁御余多　　　　　　　　　　　　仲庵江

　　　　　　　　　　　　　右ハ過日来不快ニ付為御尋被下之

一御夜詰引八時壱寸廻り

　　　　T五月四日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　城益

一御神前御拝如例

一五半時本多修理方御用有之

　　　　　　　　　　　　新茶　　　　　　　　　　　　　　　　　本多修理

　　　　　　　右者昨日宇治へ罷越候ニ付差上之

一四時過伊藤友四郎御用有之

一九時御二度御膳如例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鯛一
　　　　　島津大隅守様ゟ　　交御肴一折　いか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はまくり
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　　　　　　　右者今日御出ニ付以御側使者を被進之

　　　　　松平容堂殿ゟ　　　交御肴一折

　　　　　伊達伊予守殿ゟ　　鰑三把

　　　　　　　右同断ニ付被進之

一八時過松平容堂殿御出御書院江御通其段申上ニ相成御書院江被為　入御案内ニ而
　御座間江御着座御挨拶済御多葉粉盆御茶御菓子差上夫ゟ御三階江被為
　入無程伊達伊予守殿御出夫ゟ島津大隅守様御出度毎ニ御書院迄被為　入前（煎ヵ）茶
　同断御三階ニ而差上之御程合ニ而御吸物御酒御肴等被進御緩々被召上五半時過
　御膳被召上四半時比追々御退散比遊候其節御使者間御入側辺迄御見送り被遊候

　御席中江大久保市蔵被為召御吸物御酒御肴等被下雪江も罷出居畢而修理方十之丞
　鹿之介等被為召御酒御肴等被下置候　一御退散後修理方雪江十之丞鹿之介御用有之

　　　　　御献立左之通

　　　　　御吸物　松笠鯛　　　　　　　爪紅蒲鉾　　白に長羊

　　　　　　　　　　　柚　　　御中皿　鯛小串　　　のり巻隠元　　御中皿　御煮肴　さわら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きんし玉子　　　さゝけ　　　　　　　　　　竹の子

　　　　　　　　　　　　鯛ひらめ

　　　　　御中皿御差身　薄打木瓜　　御酒

　　　　　　　　　　　　山葵大根

　　　　　　　　　　　御膳

　　　　　　　　定家焼鯛
　　　　　御平　長いも　　　　御汁　才半竹　　御香の物　　御焼物　色付焼小鯛
　　　　　　　　みつは　　　　　　　小かふ
　　　　　　　　　　　御次

　　　　　吸物　中皿　鯛煮付　　小皿　さしミ　市蔵ヘ斗　　外ニ酢の物

　　　　　　　　　　　竹の子　　　　　　　　　口取物

一御夜詰引九半時壱寸前

　　　　T五月五日　　　　　　　平服　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順
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一御神前御拝如例

一五時過本多修理方十之丞鹿之介御用有之

一四時過伊藤友四郎青山小三郎御用有之

一四半時過本多修理方御用有之九時過再同断

一九時過御二度御膳被召上　　　　　　　　　　　　　　　　　　御使者
　　　　　松平出雲守様ゟ　　　串海鼠一筥　干温飩一筥　　　　　酒井造酒
　　　右於松江表御上京之義御承知被成御滞京中御見舞旁被進之

　　　　　　　　　　　　　粽一台二十把献上　　　　　　　　　　伊藤友四郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶋津十大夫

　　　　　　　　　　　　　御余多御飯御汁　玉子　　　　　　　　半井仲庵江

　　　　　　　右ハ過日来不快ニ付以　思召被下之

　　　　　　　　　　　　　小鮎一面　　　　　　　　　　　　　　多喜田藤内

　　　　　　　右ハ御国表忰獲物之由ニ而内々当局迄差出之

　　　　　　　　　　　　　干菓子一筥　　　　　　　　　　　　　高台寺

一八時過御浴湯被為　召

一七半時過御三度御膳被　召上

一御夜詰引四半時

　　　　T五月六日　　晴　夕方折々雨　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　養竹

一御神前御拝如例

一五半時過本多修理方十之丞鹿之介御用有之

　　　　　松平容堂殿江　　　　御直書被進之

一九時御膳被召上
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一九時過御供揃ニ而二条関白様江被為　入候

一御出殿九半時　　御帰殿七半時二寸廻り

一御帰殿後本多修理方御用有之

一御用済御三度御膳被召上

一六時過本多修理方雪江十之丞鹿之介御用有之

一御夜詰引四半時壱寸廻り

　　　　T五月七日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　城益

一御神前如例御拝被遊候

一五半時過本多修理方雪江十之丞鹿之介御用有之

一四時過伊藤友四郎青山小三郎御用有之

一九時過御二度御膳被　召上

　　　　　興正寺御門主江　　　過日之御返書被進之候処再御返翰有之

　　　　　松平肥後守殿ゟ　　　鮮鯛一折

　　　　　　　右過日被進之御答礼として被進之

　　　　　　　　　　　　　生菓子一筥献上　召上り御跡御家老　　専隆寺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御中老ヘ被下之

　　　　　　　　　　　　　御茶二種一筥被差上　　　　　　　　　木村東市正殿

一七時過雪江十之丞鹿之介御用有之

一七半時過御三度御膳如例　　　前記
　　　　　難波前中納言様江　　鮮鯛一折絵半切二百枚

　　　　　　　右過日之被進物為御答礼御土産旁被進之

　　　　　　　　　　　　　御酒二升　御肴ふき　一鉢　　　　　　半井仲庵江

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さわら
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　　　　　　　右ハ不快為御尋看病之者へも頂戴いたさセ候様ニと以
　　　　　　　思召被下之

一御夜詰引九半時五分前

　　　　T五月八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞

一御神前御拝如例

一五半時本多修理方御用有之

一九時御二度御膳被召上

一八時過十之丞鹿之介御用有之

一同刻過御浴湯被為召候

　　　　　伊達伊予守殿ゟ　　　御直書被進御返書有之

　　　　　細川越中守様ゟ　　　御直書被進之

一七半時前鹿之介友四郎小三郎御用有之

一同刻過御三度御膳被召上

一御夜詰引四半時二寸五歩廻り

　　　　T五月九日　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　養竹

一御神前御拝如例

一五時過鹿之介御用有之畢而十之丞同断

一四時過本多修理方御用有之伊藤友四郎御用同断

一九時過御二度御膳如例

　　　　　霊寿院殿ゟ　　　　　交御肴一折　鯛一　はも一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤貝
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　　　　　　　右御滞京中為御見舞被進之

　　　　　堀石見守殿江　　　　前記　御肴

　　　　　　　右ハ過日被進候為御答礼被進之

　　　　　　　　　　　　　墨流奉書紬壱疋　　　　　　　　　　　　　　　　　専隆寺

　　　　　　　右ハ過日御菓子献上いたし候ニ付被下之　但訳合有之

　　　　　板倉伊賀守殿ゟ　御直書被進之

　　　　　　　　　　　　　大鮒二喉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢島藤五郎
　　　　　　　右ハ御滞京中為伺　御機嫌献上之

一七時前本多修理方雪江十之丞鹿之介御用有之

　　　　　　　　　　　　　前記鮒過日之粽献上ニ付為御返被下之　　　　　　　伊藤友四郎　江

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶋津十大夫

一七半時過御三度御膳如例

一御夜詰引九時弐寸廻り

　　　　T五月十日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　城益

一御神前御拝如例

一五半時過本多修理方雪江十之丞鹿之介御用有之

一九時二寸前御二度御膳被召上

一九時御供揃ニ而二条様江被為　入夫ゟ松平大隅守様江被為　入候

一御出殿九半時五歩廻り　御帰殿四時

一御帰殿之上本多修理方雪江十之丞鹿之介御用有之

　　　　　土井能登守殿ゟ　　　御菓子箱一組　干菓子一重

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生菓子一重

　　　　　　　右者御滞京中為御見舞被進之
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一御夜詰引四半時二寸五歩
　　　　T五月十一日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順

一御神前御拝如例
一五半時過本多修理方雪江十之丞鹿之介御用有之

一九時過御二度御膳如例

　　　　　一条様ゟ　　　　御生菓子二重但杉折

　　　　　　　右　御直書添ニ而被進之

　　　　　東本願寺御門主江　　前記御菓子　御直書添

　　　　　　　右ハ過日播州表ゟ御帰京ニ付為御見舞被進之

一九時過伊藤友四郎青山小三郎御用有之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松平容堂殿御側御用人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺村左膳

　　　　　　　右八時過罷出拝謁被仰付御用有之

　　　　　松平下野守様ゟ　　　御直書　産八幡宮御水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宗像宮御守

　　　　　　　右ハ過日御所望被遊候ニ付御廻ニ而被進之

　　　　　伊達伊予守殿江　　　御直書被進之

一七半時過御三度御膳如例

一今晩立御国表ヘ飛脚被指立候ニ付左之通被進之小右衛門新左衛門迄御用状
　差越

　　　　　御簾中様江　　　　　御書御一封　外御封物一

　　　　　　　　　　　　　　　御法事ニ付　干温飩一箱三十把
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　　　　　殿様江　　　　　　　御書御一封　外御封物一
　　　　　　　　　　　　　　　□索御菓子一箱

　　　　　　　青松院様江　　　　　氷砂糖一箱

　　　　　　　右之通被進之

　　　　　彩雲院様御霊前江　造り御花一対

　　　　　　　　　　　　　　　御蠟燭御線香

　　　　　　　　　　　　　　　御干菓子

　　　　　　　右来ル十五日御三回御忌ニ付御廻ニ而御備ニ相成

　　　　　　　　　　　　　御くわし料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歌島初ヘ
　　　　　　　　　　　　　　　　　金三百疋
　　　　　　　右ハ御法事ニ付為御供養被下之

一御夜詰引九半時ヘ五歩前

　　　　T五月十二日　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　養竹

一御神前御拝如例

一五半時過本多修理方雪江十之丞鹿之介御用有之

一九時御二度御膳如例

一九半時御供揃ニ而松平容堂殿江被為　入候

一御出殿九半時三寸廻り　御帰殿五時五歩廻り

一御帰殿之上本多修理方雪江御用有之

一御夜詰引四半時二寸五歩

　　　　T五月十三日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　城益

一御神前御拝如例
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一五半時過本多修理方雪江十之丞鹿之介御用有之

一九時過御二度御膳如例

一九時御供揃ニ而　御登　営被遊候

一御出殿九時弐寸五分　御帰殿八半時

　　　　　松平大隅守様ヘ　　　御直書被進　御返書両度有之

　　　　　松平容堂殿江　　　　同　　被進　御約束之由ニ而万古急須被進之

　　　　　東本願寺御門主ゟ　　過日之御返書　播州高砂産半切二百枚

　　　　　　　右之通被進之

　　　　　松平容堂殿ゟ　　　　御返書添　高知産花光紙一本

　　　　　　　右之通被進之

一去十日晩発御国表ゟ之飛脚今夕到着御国表御静謐

　御方々様益御機嫌能被遊　御座奉恐悦候小右衛門新左衛門并老女方御用状

　差越候

　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書　御壱封

　　　　　　　　　　　　　　　御菓子折一　久谷焼　　　　同　　　　　越ノ雪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御急須一　　　御香炉一　　　御茶二袋

　　　　　　　　　　　　　　　御干肴一箱　干海老一筥

　　　　　　　　　　　　　　　交御肴一折御代二百疋　三国まんちう一筥五十ツヽ入

　　　　　　　　　　　　　　　玉ノ井酒一樽一

　　　　　　　　　　　　　　　右者先月廿六日三国ゟ御帰輿御土産として被進物

　　　　　　　　　　　　　　　御肴料相廻ル

　　　　　殿様ゟ　　　　　　御直書　御壱封　焼鮎一箱

　　　　　信次郎様ゟ　　　　御初節句ニ付

　　　　　　　　　　　　　　　御酒御吸物御代百疋　御火取ふし

　　　　　　　　　　　　　　御戴物御礼被仰上

　　　　　　　　　　　　　　　御籠の内御肴御代弐百疋
　　　　　　　青松院様ゟ　　　　　御書　干鱈弐枚　三国ゟ御帰ニ付

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　落雁一箱
A0143-00524_129
　　　　　筆姫様ゟ　　　　　玉子麺一筥　摺海老一筥

　　　　　　　右　御国ヘ相廻り被進之但　御書之分ハ此表ニ相廻被進之

　　　　　　　　　　　　御肴一おり御代白かね弐枚　　　　御本丸表役

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤江との

　　　　　　　右ハ先達而願之通御暇被仰付候ニ付是迄御せわの御挨拶として御おくり物
　　　　　　　被為有候御礼として進上

　　　　　　　　　　　　御肴一おり御代三百疋　　　　　　御本丸表使

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島田との

　　　　　　　右ハ藤江との御暇ニ付是ゟ御勤向御願ニ付御おくりもの御礼として進上

　　　　　　　　　　　　御昆布一しゆ御代百疋　　　　　　　　　荷心院ゟ
　　　　　　　　　　　　御手綱一

　　　　　　　右ハ長々不快格別御懇命蒙り其上度々御尋頂戴物被
　　　　　　　仰付冥加至極難有狩　今度出勤ニ付御礼申上度差上之

　　　　　　　　　　　　御供物一筥　　　　　　　　　　　　　　光照寺ゟ
　　　　　右御筥ヘ岩石鰑干海老詰合相廻ル

　　　　　　　　　　　　封書一　差上之　　　　　　　　　　　　老女ゟ
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪江

　　　　　　　　　　　　御茶二袋ツヽ　　　　　　　　　　　　　敬左衛門　江

　　　　　　　右ハ先達而三国ゟ御帰輿のセつ　　　　　　　　　　新五兵衛

　　　　　　　御持セのニて　思召ニて被下之

　　　　　　〆

　　　　　御簾中様ゟ　　御重一組御代七百疋

　　　　　清心院様ゟ　　御くわし料百疋

　　　　　越中守様ゟ　　御蒸籠代り三百疋
　　　　　御弐所様

　　　　　顕光院様ゟ　　同断　　　三百疋

　　　　　右来ル十五日彩雲院様御三回御忌ニ付御機嫌御伺御上ヶ并被進之
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　　　　　殿様ゟ　　　　　　御干菓子　菊慈堂（童）一筥
　　　　　　　右ハ前同断ニ付　御機嫌御伺として被進之小右衛門初ゟ相廻ル

　　　　　御弐所様江　　　　御重一組

　　　　　殿様ゟ
　　　　　　　右前同断ニ付御代金ニ而御廻ニ相成候筈ながら
　　　　　　　宰相様御留守ニて何も無御座　運正寺初も出候御事故老女談之上
　　　　　　　御品ニ而被進之
　　　　　　　青松院様ゟ　　　　　御くわし料百疋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哥しま　初

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　袖の　　初

　　　　　　　　　　　　　　　御蒸籠一組御代拾匁　　　　　　　米た　　初

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　養寿

　　　　　　　右前同断ニ付　御機嫌御伺御上ヶ并差上之

　　　　　土井能登守殿ゟ　　　　　紫蕨一包被進之由ニ而相廻ル

　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　　　御直書

　　　　　右之通今便御国ゟ相廻
一七半時過御三度御膳如例

　　　　　　　　　　　　　　　御余多　御飯　御汁　玉子　　　　永見多門ヘ

　　　　　　　右　思召ニ而被下之但養子文作不快ニ付頂戴為致候様ニとの

　　　　　　　　　御事ニ而　無急度被下之

一御夜詰引四時

　　　　T五月十四日　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順

一御神前御拝如例

　　　　　　　　　昨便老母大病之趣申越候ニ付対面　　　　　　　小川文斎
　　　　　　　　　奉願候処願之通被　仰付　今暁出立いたし候
　　　　　　　　　　但御内証ゟ金弐両拝借被　仰付　江戸表ゟ罷帰相願候先例
A0143-00524_131
一五半時過本多修理方雪江十之丞鹿之介御用有之

一同刻過御目付松原孫七郎御用有之

一九時御二度御膳被召上

一九時過之御供揃ニ而御登　営被遊候

一御出殿九半時二寸廻り　御帰殿六時

　　　　　　　　　　　　　　　鮎六拾斗　　　　　　　　　　　　角倉伊織

　　　　　　　右者御滞京中為御見舞差上之

一今日御登　営之節於
　御前御吸物御酒御膳御菓子御頂戴被遊候

一御帰殿之上本多修理方雪江十之丞鹿之介御用有之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本多修理方

　　　　　　　　　　　御頂戴之御焼物　　　　　　　　　　　　　雪江

　　　　　　　　　　　　　小鯛　　　　　　　　　　　　　　　　十之丞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿之介

　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門

　　　　　　　　　　　　　御菓子ヲ　　　　　　　　　　　　　　新五兵衛初

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番両部屋江

　　　　　　　右之通被下之

　　　　　東本願寺御門主ゟ　　白銀五枚

　　　　　　　　　　　　　　　鰹節一箱

　　　　　　　右播州表ゟ御帰京ニ付先達而被進物之御挨拶旁
　　　　　　　被進之

　　　　　興正寺御門主ゟ　　　御直書

　　　　　　　　　　　　　　　鮓一箱

　　　　　　　右之通被進之
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一御夜詰引九時ヘ壱寸前

　　　　T五月十五日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　養竹

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御用有之四半時過同断

　　　　　松平容堂殿ゟ　　　　御直書被進直ニ御返書有之

　　　　　島津大隅守様ゟ　　　御直書　被進

　　　　　　　　　　　　　御意　　　　　　　　　　　　　　水野小刑部引纏
　　　　　　　　　　　　　調練を初繁勤　　　　　　　　　　　　大御番一統
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中根牛介同

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補兵隊一統

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外ニ役輩之面々共

　　　　　　　　　　右御庭内ヘ被為召　御意被成下御菓子　饅頭五鰹節一ツヽ被下之

　　　　　　　　　　　但役輩之面々　御出殿之節夜中御出迎　御警衛罷出候者

　　　　　　　　　　　但牛介小形部江ハ饅頭七　鰹節二本ツヽ被下之

　　　　　　　　　　　　　饅頭五　鰹節一ツヽ被下之　　　　　　御馬廻一統江
　　　　　　　　　　　但

一九時過御二度御膳如例

一九半時過御供揃ニ而松平容堂殿ヘ被為入

一御出殿八時五分廻り御帰殿七時壱寸前

一七半時御浴湯被為　召

一同刻過御三度召上り如例

一彩雲院様御三回御忌御相当ニ付　思召ニ而　為御供養左之通被下之

　　　　　　　　　　　　　饅頭九ツ　　　　　　　　　　　　　　本多修理方ヘ

　　　　　　　　　　　　　同　七ツヽ　　　　　　　　　　　　　御中老三人江
A0143-00524_133
　　　　　　　　　　　　　饅頭五ツヽ　　　　　　　　　　　　　御医師一統江

　　　　　　　　　　　　〆

　　　　　　　　　　　　　御豆腐汁　竹ノ子　　　　　　　　　　敬左衛門

　　　　　　　　　　　　　　　　　　いんげん　さゝき　　　　　新五兵衛初

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　両部屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　両番

　　　　　　　　　　　　　　　豆腐汁　　　　　　　　　　　　　手伝台子向

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不寝坊迄

一御夜詰引四半時五分廻り

　　　　T五月十六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　城益

一御神前御拝如例

一五半時過本多修理方御用有之雪江十之丞鹿之介同断

一九時御二度御膳被召上

　　　　　山階宮様江　　　　　御直書　久谷焼香合一
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子越の雪一箱　鰑五把
　　　　　近衛前殿下江　　　　御直書　　　　　　　　　　御返書有之

　　　　　　　　　　　　　　　御菓子［干生］一折
　　　　　藤堂御父子様江　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　御半切三百　雲丹五箱

　　　　　松平下野守様江　　　御直書　　　御初穂五百疋　宗像宮ヘ
　　　　　　　　　　　　　　　干鱈三枚　　御国素麺一箱

　　　　　興正寺御門主江　　　御直書　　　　　　　　　　御返書有之

　　　　　　　　　　　　　　　御半切三百枚　干かます五本
　　　　　　　右之通被進之

　　　　　　　　　　　　　索麺一箱　　　　　　　　　　　　　　平塚利助江

　　　　　　　　　　　　　鰑二拾枚

　　　　　　　右之通被下之鹿之介ゟ相廻ス之

一七時過雪江御用有之

　　　　　松平肥後守殿ゟ　　　御直書　鮭塩引二　
　　　　　　　　　　　　　　　仙台御馬乗袴地一
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　　　　　右之通被進之

一七半時御蕎麦被召上

一御夜詰引四時壱寸廻り

　　　　T五月十七日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御用有之

一四時過青山小三郎御用有之

　　　　　　　　　　　　　御盃一　晒半手拭一　　　　　　　　　岡嶋恒之助

　　　　　　　　　　　　　御次扇子一対

　　　　　　　右明日出立御国表ヘ罷帰ニ付被為　召於　御前御用中被下之

一四半時過御家老御用有之

一九時過御二度御膳如例

　　　　　尾張大納言様ゟ　　　木綿絞御手綱十筋箱入　御使者
　　　　　　　　　　　　　　　美濃紙三束　　　　　　　　　　　松居市兵衛
　　　　　　　右御直書持参ニ而被進之於

　　　　　　　御座間御逢有之

一八時御供揃ニ而松平容堂殿江　被為入

一御出殿　八半時壱寸前　御帰殿五時弐寸廻り

一御帰殿直ニ御懸り湯被遊　御湯後雪江御用有之

一御夜詰引九時

　　　　T五月十八日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　養竹

一御神前御拝如例
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　　　　御簾中様江　　　　　　御直書

　　　　殿様江　　　　　　　　同

　　　　　　右岡嶋恒之助今朝出立ニ付御托ニ而被進之

　　　　昨日

　　　　山階宮様ゟ　　　　　　御染筆　御直書添ニ而被進之

一五半時過御家老御中老御用有之

　　　　　松平容堂殿ゟ　　　　御直書被進御返書　被遊

　　　　　　　　　御筆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雲州様御藩　大野権左衛門ヘ

　　　　　　　右兼而奉願上候ニ付以思召被下之

　　　　　尾張大納言様江　　　仙台御袴地一

　　　　　　　　　　　　　　　雲丹五合二壺

　　　　　　　右　御返書御添ニ而昨日之為御答礼被進之

一四時過御用再前条同断

　　　　　板倉伊賀守殿江　　　御直書　御返書有之

　　　　　右者大隅守様容堂殿伊予守殿御連名ニ而被進之
　　　　　島津大隅守様　　御連名ニ而

　　　　　松平容堂殿　江　　　御直書被進之

　　　　　伊達伊予守殿
　　　　　仁和寺宮様ゟ　　　　御生菓子一箱

　　　　　　　右御滞京中為御見舞被進之

一九時御二度御膳被召上

　　　　　興正寺御門主江　過日之
　　　　　　　　　　　　　　　御返書被進之

　　　　　細川澄之助様ゟ　　　御直書被進之

一七時過雪江十之丞鹿之介御用有之同刻前御浴湯被為召候

一七半時御三度御膳被召上
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一今夕伝奏日野殿江御留守居御呼出ニ付永田儀平罷出候処御重役壱人

　御仮建迄被召候旨御達ニ付本多修理方被罷出候処左之通被仰出御酒肴

　御頂戴ニ相成修理方罷帰り其段申上御上下ニ御召替被遊御書院被為
　入　御書付御拝見御目録御頂戴被遊奉恐悦候御品物者跡ゟ相廻り又々御書院江
　被為　入御頂戴被遊候御戴済御家老御中老御用人御役人等拝見被仰付候一統
　上下着用御側向平服敬左衛門新五兵衛御膳番両人上下着用

一御家老御中老御用人敬左衛門新五兵衛両部屋詰合切恐悦申上候

　　　　　国事之儀ニ付応

　　　　　召早速登京

　　　　　叡感不斜候内患外憂切廻之御時節候間滞在在之

　　　　　厚ク致尽力可奉安
　　　　　叡慮之旨　御沙汰候事

　　　　　　　　　　　　　酒三樽

　　　　　　　　　　　　　鯉十尾

　　　　　右之通御頂戴被遊奉恐悦候

一五半時過本多修理方十之丞鹿之介御用有之

一御夜詰引九時壱寸廻り

　　　　T五月十九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　城益

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御用有之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薩藩　小松帯刀
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　　　　　　　右四半時罷出拝謁被　仰付御用有之

一九時御二度御膳被　召上其節昨日
　御頂戴之鯉御戴被遊候但昨日御頂戴済之御事ニ而候故御飾召差出之

一九時御供揃ニ而御登　営被遊

一御出殿九時壱寸五分廻り御帰殿

一御帰殿直ニ御三度被　召上御膳後御懸り湯被遊

一御湯後御家老御中老御用有之

一今日於　営中御菓子御拝領被遊御戴き御跡御家老御中老敬左衛門新五兵衛友四郎

　青山小三郎ヘ被下之

　　　　　松平容堂殿江　　　　御直書被進御返書有之

一御夜詰引九時五分前

　　　　T五月廿日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順

一御神前御拝如例

一五半時過本多修理方雪江十之丞鹿之介御用有之

一九時御二度御膳被召上

一九時過之御供揃ニ而松平容堂殿江被為　入候

一御出殿九半時ヘ壱寸前御帰殿八時二寸五歩廻り

　　　　　松平容堂殿　江　　　御直書　被進之

　　　　　伊達伊予守殿江　　　同　　　同

　　　　　板倉伊賀守殿ゟ　　　御直書　被進之

一七半時御三度御膳被召上其節　御頂戴之御酒
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　御戴被遊昨日御肴御戴之節之通

　　　　　　　　　　　　　御干菓子一箱　　　　　　　　　　銃隊籏役

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村田九八郎

　　　　　右出京中ニ付為伺
　　　　　御機嫌罷出御菓子差上之当局ニ而取計之御菓子被下之

　　　　　板倉伊賀守殿ゟ　　　御直書被進御返書被遊

　　　　　　　　　　　　　　　此御方ゟも御直書被進之御返書有之

一御□（頂ヵ）戴之御酒御肴今日御家老初諸士一統江被下置左之面々者被為召御書院ニおゐて
　被下置御供頭両人御側向等部屋頂戴其余御酒御肴銘々江御台所ニ而相渡之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本多修理方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中根雪江

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井十之丞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毛受鹿之介

　　　　　　　　　　　　　御頂戴之　　　　　　　　　　　　　　中根牛介
　　　　　　　　　　　　　御酒御肴鯉御汁被下置　　　　　　　　水野小刑部
　　　　　　　　　　　　　外ニ

　　　　　　　　　　　　　御中皿　かまほこ　くわゐ　　　　　　菅沼右近

　　　　　　　　　　　　　　　　　ひわ　　　はも　　　　　　　永見多門
　　　　　　　　　　　　　　　　　甘にしいたけ

　　　　　　　　　　　　　同　　　なまりふし　　　　　　　　　香西敬左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　竹の子　　　　　　　　　　　松原孫七郎
　　　　　　　　　　　　　小皿　　酢の物　　　　　　　　　　　高村新五兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤友四郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶋津十大夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青山小三郎

　　　　　右之通被下置相揃候上御書院江被為
　　　　　入何茂緩々頂戴致シ候様

　　　　　御意被成下一統御礼申上直ニ御間内ヘ被為　入夫ゟ一統難有十分頂戴致シ候
　　　　　右七時揃ニ而六半時過退散

　　　　　　　　　　　　　御酒御肴外ニ　　　　　　　　　　　　御供頭両人

　　　　　　　　　　　　　御皿物等も被下部屋頂戴　　　　　　　御医師一統

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　両部屋不残御伽迄
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木璥二
　　　　　　　　　　　　洋砂糖一本　　　　　　　　　　　　　　中里鎌三

　　　　　　　　　　　　同酒一瓶

　　　　　右者神戸表ゟ出京致シ候ニ付鹿之介迄差出差上之

一御夜詰引九半時ヘ壱寸五歩前

　　　　T五月廿一日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　養竹

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御用有之

一四半時御供揃ニ而松平容堂殿江被為入夫ゟ御登　営被遊

一御出殿四半時弐寸廻り御帰殿七半時壱寸五分前

一御帰殿之上御懸り湯被遊　御湯後御三度御膳被　召上

一御膳□（後ヵ）御家老御中老御用有之

一五時前戸田大和守殿御出於御休息御逢有之御茶御菓子指出之雪江侍座
　御人払御用有之於御席上左之通被進之

　　　　　　　　　　　　　　　御国産越ノ雪御菓子

　　　　　　　　　　　　　　　藁紙二百枚
一今晩立御国表江飛脚被指立候ニ付左之通被進之小右衛門新左衛門ヘ御用状差越候
　老女方同断

　　　　　　　　　　　　　　　御菓子蓬か島
　　　　　御簾中様江　　　　　　　　　十八日御頂戴之
　　　　　　　　　　　　　　　御書　　　　　　同　　御酒　　但　鯉一尾之内ヲ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鯉一尾　　　清心院様青松院様老女等ヘ被進被下之
　　　　　殿様江　　　　　　　御直書　　　　　同　　　同　　但　鯉一尾之内ヲ

　　　　　　　　　　　　　　　御茶□の代一壺　同　　　同　　　　御弐方様御戴被遊候御跡左之御家老初ヘ被下之

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　清心院様江　　　　　　　　　　　　　同　　　御肴

　　　　　信次郎様江　　　　　　　　　　　　　同　　　同　御酒とも

　　　　　　　青松院様江　　　　　　　　　　　同　　　同

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　串海鼠　御酒とも　　御国

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御家老　御中老
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御用人
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平本但見

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御役人一同

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御側向頭取両人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御広敷御用人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三ノ丸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　老女初

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表使迄

　　　　　　　右思召ニ而被下之　　　　　　　　　　　　　　　　　三ノ丸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御匕医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢嶋恕輔江

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆

　　　　　近衛前殿下ゟ　　　　御直書　御菓子蓬か島
　　　　　　　右之通被進之

一御夜詰引九時弐寸前

　　　　T五月廿二日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　城益

一御神前御拝如例

一四時過御家老御用有之

一九時御二度御膳被召上

　　　　　松平容堂殿江　　　　御直書被進御返書有之

一八時過御浴湯被為召候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薩藩　大久保市蔵

　　　　　右八半時過罷出拝謁被仰付御茶御菓子被下御用有之雪江侍座

　　　　　板倉伊賀守殿ゟ　　　御直書被進之再被進有之

　　　　　興正寺御門主ゟ　　　御直書被進之

一七半時御三度御膳被召上

一同刻過本多修理方御用有之
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一六半時過本多修理方十之丞鹿之介御用有之

　　　　　板倉伊賀守殿江　　　過刻之御返書被進之

一御夜詰引九時二寸五歩廻り

　　　　T五月廿三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　御浴湯被為　召　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順

一御神前御拝如例

一五時過御家老初毎々御用有之

一五時過之御供揃ニ而板倉伊賀守殿ヘ被為入

一御出殿四半時壱寸前御帰殿九時壱寸五分廻り

一御帰殿直ニ御二度御膳被　召上御膳後御家老初御用有之

一八半時過御目付原弥十郎参上於御座間御逢有之板倉伊賀守殿ゟ之
　御直書持参有之

一即刻御供揃ニ而御参
　内被遊候　但　上様ニも午刻御参内　被遊

　　　　　板倉伊賀守殿江　　　今夕九時過　御直書被進

一御出殿前御三度御膳被　召上

一御出殿七半時壱寸前

一徹夜御退朝無之

　　　　T五月廿四日

一今日も終日御退朝無之今夕敬左衛門
　御所迄罷出相伺　御機嫌候

一夜四半時壱寸前御帰殿被遊候何等之御障碍も不被為在益
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　御機嫌能被遊　御座奉恐悦候
一於　御所昨日今日共御湯漬御菓子御頂戴被遊候

一御帰殿之上本多修理方雪江十之丞鹿之介御用有之

一御浴湯被為召候　一松平容堂殿ゟ今朝御直書被進
一御夜詰引八時

　　　　T五月廿五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　城益

一御神前御拝如例

一四半時過御家老雪江御用有之

一九時過御二度御膳如例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊達伊予守殿御側使者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松根内蔵

　　　　　　　右罷出拝謁被　仰付御用有之御茶御菓子被下之

一八時御供揃ニ而伊達伊予守殿江被為入夫ゟ松平容堂殿江被為入

一御出殿八半時壱寸前御帰殿六半時

　　　　　二条摂政殿下ゟ　　　御掛軸清暉画　鰹節一筥

　　　　　　　　　　　　　　　深山杉図

　　　　　右御参内且御所労為御見舞被進之

　　　　　　　　　　　　　蒸菓子一筥献上　　　　　　　　　　　新宮涼民
　　　　　鷹司前殿下ゟ　　　　御交肴一折

　　　　　右ハ一昨日ゟ之御参　内且過日御所労為御見舞被進之

一御帰殿之上御三度御膳被召上御懸り湯被遊

一雪江御用有之

一御夜詰引四半時壱寸前
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　　　T五月廿六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順

一御神前御拝如例

一五半時御家老御中老御用有之四半時過再雪江鹿之介御用有之

一九時御二度御膳被召上

　　　　鷹司前殿下江　　　　御生菓子一箱　
　　　　　　　　　　　　　　雲丹五合二壺

　　　　右者昨日被進物之御答礼旁被進之

　　　　松平容堂殿江　　御直書添ニ而

　　　　　　　　　　　　　　墨流奉書紬一反　御返書有之

　　　　　　　　　　　　　　雲丹五箱

　　　　　　　　　　　　御姫様江

　　　　　　　　　　　　　　御半切三百枚

　　　　　　　　　　　　　墨流
　　　　　　　　　　　　　　縮緬御服紗二

　　　　　右者今般御上京ニ相成候処御病気ニ付御暇御願ニ相成明廿七日

　　　　　御発途被成候ニ付被進之

一八時過坪井信良罷出御逢御茶御菓子被下之
一八半時過雪江御用有之

　　　　　摂政様江　　　　　御直書被進之御返書有之

　　　　　　　観智院僧正ゟ　　　直書
　　　　　　　　　　　　　　　　枇杷　杏子　李一籠

　　　　　　　右被進之

一七半時御三度御膳被召上

一御夜詰引四時ヘ壱寸前

　　　　T五月廿七日　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　養竹

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御中老御用有之
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一四時御供揃ニ而松平容堂殿ヘ被為入　但今日容堂殿御発途ニ付為御暇迄被為入候
一御出殿四時弐寸廻り　一御帰殿九時壱寸廻り

一御帰殿後御二度御膳被　召上

　　　　　聖護院宮様ゟ　　　羊羹二十棹ヲ　但　敬左衛門新五兵衛初両部屋一統

　　　　　同　新宮様ゟ　　　　　　　　　　　　権左衛門五百里璥二へ被下之

　　　　　　　右者御滞京中為御見舞被進之

一七半時御三度御膳被召上

一六時過御家老御中老御用有之

一御夜詰引八時壱寸五分前

　　　　T五月廿八日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　城益

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御用有之

　　　　　二条摂政様江　　　　御直書被進之御返書有之

　　　　　伊達伊予守殿江　　　同　　　　　同

一九時御二度御膳被召上

一九時過之御供揃ニ而御登　営被遊候

一御出殿九半時壱寸五分□（廻りヵ）御帰殿鎌落壱寸前
　　　　　難波前中納言様ゟ　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　御掛物［有栖川宮御詠哥］　一箱
　　　　　右之通被進之

　　　　　細川越中守様ゟ　　　砂糖漬一壺
　　　　　　　　　　　　　　　佐賀関鰑一曲

　　　　　右者今日澄之助様御京着ニ付被進之

一御帰殿直ニ御膳被召上
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一六時前本多修理方雪江十之丞鹿之介御用有之
　　　　　細川澄之助様ゟ　　　御直書被進之

　　　　　伊達伊予守殿ゟ　　　御直書被進　御返書被遊

一今日於　営中御菓子御頂戴被遊候

一御夜詰引四時壱寸前

　　　　T五月廿九日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御中老御用有之

　　　　　　島津大隅守様江　　御直書被進之　　　　　宇和島藩　西園寺雪江
　　　　　　　　　　　　　　　御重詰三

　　　　　　　　　　　　　　　右再御直書添ニ而被進之

　　　　　　　　右拝謁被　仰付御用有之御茶御菓子被下之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細川越中守様御家来　浅井新九郎

　　　　　　　　右同断

一九時御二度御膳被　召上

　　　　　　東本願寺御門主ゟ　御直書　五色粽青目籠入

　　　　　　　　右之通被進之但敬左衛門新五兵衛初両部屋ヘ被下之

一七半時過御三度御膳被　召上

　　　　　伊達伊予守殿江　　　御直書被進　御返書有之

　　　　　　　　　　　　　再　御直書被進

一六時過御家老御中老御用有之

　　　　　松平出羽守様江　　　月成奉書一束
　　　　　　　　　　　　　　　雲丹五合入一壺
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　　　　　酒井若狭守殿江　　　間奉書一束

　　　　　仏光寺御門主ヘ　　　干鯛一筥
　　　　　　　　　　　　　　　御樽三百疋

　　　　　　　　　　　　　上月成奉書帋一束　　　　　　　　　　　　　　　　観智院僧正ヘ

　　　　　　　　　　　　　月成奉書一束　　　　　　　　　　　　　　　　　　高台寺ヘ

　　　　　　　　　　　　　奉書紬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木村東市正

　　　　　　　　　　　　　雲丹一合入五ツ

　　　　　　　　　　　　　月成奉書一束　　　　　　　　　　　　　　　　　　角倉伊織

　　　　　　　右御滞京中御見舞として被進差上物為御答礼
　　　　　　　被進之被遣之

一御夜詰引四半時壱寸五分前

　　　　T六月朔日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七時ゟ　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　養竹

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御中老御用有之夫ゟ毎々御用有之

一去ル廿七日晩立御国表ゟ飛脚着御国表御静謐御機嫌状并伺状御用状共相達
　御方々様益御機嫌被遊御座奉恐悦候

　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書　相生酒一徳利
　　　　　　　　　　　　　　　御煎餅
　　　　　　　　　　　　　　　刺鯖十五刺

　　　　　殿様より　　惇宗院様御忌月ニ付　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　蕎麦粉一袋　塩鱈一尾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　刺鯖
　　　　　信次郎様ゟ　　　　　御色直シ御箸揃ニ付

　　　　　　　　　　　　　　　御酒御吸物　御さかな　御代百疋

　　　　　　　　　　　　　　　御誕生砌ゟ度々御戴物御礼

　　　　　　　　　　　　　　　　　交御さかな一折　御代二百疋

　　　　　右之通被進之
　　　　　御二所様江　　　　　御菓子料
　　　　　　　　　　　　　　　　　百疋　　但シ二百疋の所

　　　　　日向守様ゟ
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　　　　　右者
　　　　　彩雲院様御法事ニ付御機嫌御伺ひ御上ヶ
　　　　　御二所様江　　　　　御菓子料

　　　　　阿波守様ゟ　　　　　　　千五百疋を

　　　　　右涼樹院様御三回忌ニ付御供養被進

　　　　　　　　　　　　　尾州
　　　　　　　　　　　　　　うちわ七本　　　　　　　　　　　　運正寺ゟ
　　　　　右御法事の節上り御機嫌伺さし上候

　　　　　　　　　　　　　御さかな料　　　　　　　　　　　　　たま両親
　　　　　　　　　　　　　　　二百疋

　　　　　右者着帯之節頂戴物御礼申上差上候
　　　　　　　　　　　　　粕ていら一箱　　　　　　　　　　　　元御右筆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ため
　　　　　右出立之節頂戴物御礼申上無滞江戸表江着ニ付着上候

一九時御膳被召上

一九半時御供揃ニ而二条摂政様江被為　入候

一御出殿九半時二寸五歩廻り　御帰殿七時弐寸五分

一御帰殿之上雪江御用有之

一七半時過伊達伊予守殿御出御書院ヘ御通ニ相成

　宰相様御書院ヘ被為入御案内ニ而　御座所御着座御多葉粉盆御茶差上之夫ゟ
　御休息ヘ被為入再御茶御菓子差上之御人払ニ相成御刻限ニも相成候ニ付御酒御吸
　物御肴左之御蕎麦差出之畢而御掛合被進之五半時前御退散
一御退散後御中老御用有之

一御夜詰引九時弐寸廻り

　　　　T六月二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
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一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　城益

一御神前御拝如例

一五時過御家老御中老御用毎々有之

一五時過御供揃ニ而伊達伊予守殿江被為入

一御出殿五半時弐寸廻り御帰殿九時

一御帰殿後御家老御中老御用有之

一御用済御二度御膳被召上

一九半時再御供揃ニ而御登　営被遊候

一御出殿八時五歩（廻）り　御帰殿七半時二寸五歩

一御帰殿後直ニ御三度御膳被召上

一鎌落御家老御中老御用有之

　　　　　伊達伊予守殿江　　　御直書被進　御返書有之

一御夜詰引四時ヘ二寸前
　　　　T六月三日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順

一御神前御拝如例

　　　　　　　　　　　　　長々不快引籠之所　　　　　　　　　　半井仲庵

　　　　　　　　　　　　　今日ゟ出勤

　　　　　右者長々不快中格別蒙
　　　　　御懸命毎々御余多等頂戴之御礼且為伺
　　　　　御機嫌罷出
　　　　　御目見被仰付候

一五時過御家老御中老御用有之
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　　　　　　　　　　　　　　　御筆架一　　　　　　　　　　　　新宮涼民

　　　　　　　　　　　　　　　御筆筒一　　　　　　　　　　　　新宮涼閣

　　　　　　　　　　　　　　　御筆箱一　　　　　　　　　　　　新宮涼介

　　　　　　　右之通内献之

一五半時過御家老御中老御用有之

一四時過伊達伊予守殿御出御書院ヘ御通り御用人ゟ申上ニ而御書院迄被為入
　御案内ニ而直ニ御休息所ヘ被為入御着座御多葉粉盆御茶御菓子差上之御用
　御談有之十之丞鹿之介被為召罷出候四半時過御退散

一九時過御弐度御膳如例八時過御浴湯被為　召

　　　　　伊達伊予守殿江　　御直書被進

一七半時御三度御膳被　召上御膳後於御馬場御乗馬被遊御鞍岩井桜山
　敬左衛門初御小姓へ御相馬被　仰付候

一御夜詰引四半時

　　　　T六月四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　養竹

一御神前御拝如例

一五時過御家老御中老御用有之

一九時御二度御膳被召上
　　　　　近衛前殿下江　　　御直書

　　　　　　　　　　　　　刺鯖七刺

　　　　　近衛内府公江　　同　御返書有之

　　　　　　　　　　　　　同

　　　　　右之通被進之

　　　　　細川澄之助様ゟ　鯉二喉

　　　　　　　　　　　　　砂糖漬一壺
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　　　　　右者今日御出ニ付被進之
　　　　　伊達伊予守殿ゟ　御直書被進御返書被遊

　　　　　松平肥後守殿江　御直書

　　　　　　　　　　　　　奉書紬一疋　鯉二喉

　　　　　右者過日被進物之御答礼旁被進之

　　　　　　　　　　　砂糖漬一壺　　　　　　　　　　　　　　　村田九八郎江

　　　　　　　　　　　刺鯖　三刺
　　　　　右者過日伺　御機嫌罷出且差上物致シ候ニ付被下之当局ゟ相廻之

一［　］（去ルヵ）一日御国表被差立候三里継飛脚着御国表御静謐小右衛門新左衛門ゟ御用状相達
　御方々様益御機嫌能被遊　御座奉恐悦候乍去

　殿様御妹　出雲守様御三女お喜美様御事兼而御病気之所御養生無御叶
　去月十四日於糸魚川表被遊御逝去候旨申来候由ニ而御日数相立候事故
　殿様一日御遠慮被遊候段相達絶言語奉恐入候

一七時過御兼約ニ而細川澄之助様御出御書院ヘ御通其段御用人ゟ申上ニ相成御程合ニ而
　御書院江被為入御案内ニ而御座間江御通御挨拶済ニ而御熨斗被進夫ゟ御多葉粉盆
　御茶御菓子差上之暫時御話被為在夫ゟ御三階江被為　入木村東市正殿被罷出雪江十之丞
　鹿之介等罷出居御噺申上再御座間江被為入七半時過ゟ御吸物御酒引続御肴種々被進
　御席江木村東市正殿被為召御吸物御酒御肴等被遣夫ゟ浅井新九郎雪江十之丞鹿

　之介等被為召外ニ新宮涼介友四郎等罷出居一統江も御吸物御酒御肴等被下為御饗応

　画師中島華陽河北春谷被為召御吸物初同断被下置夫ゟ御席画被仰付御覧被遊
　五時過御飯済ニ而御供揃被仰出五半時前御退散相成東市正殿江者於扣所御飯被遣画師
　両人江も同断被下之御献立御次被下共御膳番留記ニ有之

一御夜詰引四半時二寸廻り

　　　　T六月五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
A0143-00524_151
一御目覚六半時壱寸前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　城益

一御神前御拝如例

一六半時御供揃ニ而宇治辺為御遊覧御乗切ニ而被為　入表御門ゟ五条通り夫ゟ伏見
　街道藤森ゟ黄檗山万福寺江被為　入御案内之者罷出所々御廻り御覧被遊夫ゟ
　方丈江御立寄被遊暫時御休中御茶御菓子差上夫ゟ宇治橋手前万年桜江被為
　入御弁当被召上御緩々御休被遊候上御供揃被仰出川上ニ而光照寺与か申寺ヘ被為
　入御覧被遊夫ゟ御渡船平等院江被為　入御帰り掛堀左近宅江御立寄被遊御茶
　御菓子等差上之暫時御休被遊夫ゟ宇治橋下之方ニ而御乗船伏見豊後橋迄御舟
　ニ而被為入夫ゟ御馬乗桃山方ゟ藤森江被為　入元之御道通御帰殿被遊候
　　　　　　但宇治ニ而御家老御中老御用人初ゟ御側向等御膳頂戴有之候

一御出殿五時　御帰殿鎌落
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一御帰殿後直ニ御膳被召上

一御膳後御浴湯被為召候

　　　　　　　　　　　　御酒　　　　　　　　　　　　　　　　　本多修理方

　　　　　　　　　　　　御肴　　　　　　　　　　　　　　　　　中根雪江

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毛受鹿之介

　　　　　　　右者今日御供ニ罷出候ニ付被下之

　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　　　　新五兵衛

　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤大夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元蔵

　　　　　　　右同断ニ付被下之

一御夜詰引五半時壱寸五歩前

　　　　T六月六日　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵
A0143-00524_151
一御神前御拝如例

一五半時御家老御中老御用有之

一四時過青山小三郎御用有之

　　　　　伊達伊予守殿ゟ　　　御直書被進御返書被遊再同断

一九時御二度御膳被召上

　　　　　筆姫様ゟ　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　御多葉粉

　　　　　右之通被進之

　　　　　西本願寺御門主ゟ　　羊羹十棹

　　　　　右御滞京中為御見舞被進之敬左衛門初両部屋頂戴相成候

　　　　　松平紀伊守殿ゟ　　　交御肴一折

　　　　　右者今般御上京ニ付被進之
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　　　　　筆姫様江　　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子二箱　奉書御半切三百枚

　　　　　右之通被進之

一七半時御三度御膳被召上

一御夜詰引九時二寸五歩廻り

　　　　T六月七日　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　介　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　万順
一御神前御拝如例

　　　　　伊達伊予守殿ゟ　　　御直書被進之御返書被遊

　　　　　島津大隅守様江　　　御直書被進御返書有之

　　　　　松平紀伊守殿ゟ　　　御直書被進御返書被遊

一今朝御家老初御中老御用如例
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一九時御二度御膳被召上

　　　　　　　　　　　去ル　御国表出立　　　　　　　　　　　　勝木十蔵

　　　　　　　　　　　今夕到着
　　　　　右御用有之上京致シ候ニ付罷出
　　　　　御目見被仰付御人払御用有之

　　　　　　　　　　　　　唐筆十本　　　　　　　　　　　　　　半井仲庵

　　　　　右者不快中格別蒙
　　　　　御懸命候ニ付此程出勤致シ候故差上之
　　　　　　　　　　　　　硯一台　　　　　　　　　　　　　　　矢島藤五郎
　　　　　右之通差上之

　　　　　　　　　　　　　硯　御汁ヲ　　　　　　　　　　　　　勝木十蔵江

　　　　　右者今日到着ニ付被下之

一七半時御三度御膳被召上　一敬左衛門不快ニ付今日ゟ引籠候

一今晩御国表江飛脚被差立候ニ付御機嫌状伺状并御用状共小右衛門新左衛門江差

　出シ大奥老女江も例之通差出候

　　　　　御簾中様江　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　御拝領之御菓子　御茶四半斤

　　　　　殿様江　　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　御茶　氷砂糖一箱

　　　　　　　　青松院様江　　　御茶

　　　　　　　　　　　　　　　御拝領御菓子
　　　　　右之通被進之

　　　　　　　　　　　　　　御書　　　　　　　　　　　　　　　大久保一翁殿ヘ

　　　　　　　　　　　　　　御茶四半斤
　　　　　　　　　　　　　　御書　わら帋　　　　　　　　　　　竹中淡叟へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　半切三百枚

　　　　　　　　　　　　　　鰑十枚

　　　　右之通被遣之

一御夜詰引四半時壱寸廻り
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　　　　T六月八日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　養竹

一御神前御拝如例

一五半時御家老御中老御用有之

一四時過勝木十蔵御用有之

一九時御二度御膳被召上

　　　　　一条様江　　　御直書

　　　　　　　　　　　　墨流鳥子帋百枚

　　　　　右者御留守居御使ニ而被進之

一八時御供揃ニ而松平大隅守様江被為　入候

一御出殿八半時ヘ壱寸前　御帰殿五半時一寸廻り

　　　　　　　　　　　　　七寸御重二　　　　　　雲丹　早蕨半弁

　　　　　松平大隅守様江　　　照り焼子籠小鯛　　肴鮨たい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　染セうか　　青こいん隠元さゝけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けしかけ

　　　　　右者今日被為入候ニ付被進之

　　　　　　　　　　　鯉二喉　　　　　　　　　　　　　　　　　堀土岐之助

　　　　　右者此程
　　　　　御立寄被遊候御礼与して差上之

　　　　　近衛前関白様ゟ　　　御直書　
　　　　　　　　　　　　　　　うき／＼一箱

　　　　　右之通被進之

一御夜詰引四半時壱寸廻り
　　　　T六月九日　　曇夜分風雨雷鳴　　　　　　　　　　　　　当番　介　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　城益

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御中老御用有之
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一九時御二度御膳被召上

　　　　　興正寺御門主江　　　御書被進之

　　　　　伊達伊予守殿江　　　御直書被進御返書有之

　　　　　山階宮様江　　　　　索麺二箱

　　　　　右者今日鹿之介参殿致シ候ニ付被進之

　　　　　細川澄之助様ゟ　　　御国製
　　　　　　　　　　　　　　　　御鉄炮一挺玉五拾

　　　　　右之通被進之

一七半時御三度御膳被召上

一御夜詰引四時二寸廻り

　　　　T六月十日　　曇天　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御中老御用有之

　　　　　東本願寺御門主江　　御直書　　　御頼　

　　　　　　　　　　　　　　　素麺一箱　　　御筆物

　　　　　興正寺御門主江　　　御直書　御返書有之

　　　　　右之通被進之

　　　　　島津大隅守様江　　　御直書被進御返書有之再御直書被進御返書同断

　　　　　伊達伊予守殿江　　　御直書被進御返書有之

一九時御二度御膳被召上

　　　　　　　　　　　　　美こい一喉　　　　　　　　　　　　　本多修理方ヘ

　　　　　右之通被下之

　　　　　松平紀伊守殿江　　　御直書被進之御返書有之
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　　　　　　　　　　　　　　　御頼ニ付

　　　　　山科大納言殿江　　　　　白全帋御作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御筆

　　　　　　　　　　　白全帋　　　　　　　　　　松平出羽守様御家来

　　　　　　　　　　　　　　　御筆　　　　　　　　　　　　　　高橋伴蔵

　　　　　　　　　　　絹地差出　　　　　　　　　見廻り組

　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　杉浦直三郎左衛門

　　　　　　　　　　　唐帋全
　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　松原孫七郎

　　　　　　　　　　　白全帋
　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　中里鎌三

　　　　　　右願ニ付被下之

一七時過御懸湯被遊候

一七半時御三度御膳如例

一御夜詰引四半時

　　　　　T六月十一日　　曇　　　　　　　　　　　　　　快気ゟ出勤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順

一御神前御拝如例

一九時前御家老御中老一統御用有之

一九時過御弐度御膳如例

　　　　　松平容堂殿江　　　　御直書被進之

一御兼約ニ付島津大隅守様伊達伊予守殿戸田大和守殿御出有之筈之処大和守殿ハ

　夕刻ニ至御断ニ相成伊予守殿八半時過御出之義御承知被遊　御使者之間前迄
　御見物旁被為入直ニ御案内ニ而御座間御着座御茶御菓子御多葉粉盆差上之
　暫時御話中無程大隅守様御出御書院ヘ御通り被成候段御用人ゟ申上御書院迄被為
　入御案内ニ而御座間御着座御多葉粉盆御茶御菓子前同様差上之夫ゟ
　御同道ニ而御三階ヘ被為入前記御茶御菓子等差出之雪江被為召御用有之
　追々御刻限ニ相成候ニ付御吸物御酒引続御肴等差上之御程合ニ而御膳
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　差上之十之丞鹿之介勝木十蔵被為　召御話有之御酒御吸物御肴等被下之
　六半時過大隅守様御退散引続伊予守殿同断

　　　　　　　　　　　　　　　戸田大和守殿ゟ　御菓子粕庭良一箱

　　　　　　　　　　　　　　　右今日御出ニ付被進之

一御夜詰引四半時弐寸五分
　　　　T六月十二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　養竹

一御神前御拝如例

一五半時御家老御用有之

一九時御二度御膳被召上

　　　　　一条様ゟ　　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　粽一台

　　　　　右之通被進之　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本多修理方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中根雪江

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井十之丞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毛受鹿之介

　　　　　　　　　　　　　　先記　　　　　　　　　　　　　　　伊藤友四郎

　　　　　　　　　　　　　　　粽ヲ　　　　　　　　　　　　　　嶋津十大夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青山小三郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門初

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　両部屋両番江

　　　　　　　右之通被下之

一去ル十日御国表出立勝村甚五郎早馬ニ而罷越今朝到着大奥ゟ一封相廻り候
　御方々様益御機嫌能被遊　御座奉恐悦候明朝出立罷帰り候ニ付又々一封
　相託シ老女迄相廻シ候御内々御一封
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　御簾中様江被進候

　　　　　細川右京大夫様江　　鮮鯛一折

　　　　　右者今般御元服御一字御拝領御官位被仰出候ニ付為御歓被進之

一七時過御湯被為召候

一七半時御三度御膳如例

一御夜詰引九時ヘ壱寸前

　　　　T六月十三日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　城益

一御神前御拝如例
一五半時過御家老御用有之

一四半時前同断

　　　　　島津大隅守様ゟ　　　御直書被進直々御返答被遊

一九時御弐度御膳被　召上

　　　　　東本願寺御門主ゟ　　陶器御肴組重

　　　　　右御書添ニ而被進之

一八半時御供揃ニ而御兼約ニ付興正寺御門跡江被為入

一御出殿八半時弐寸廻り御帰殿九時弐寸廻り

　　　　　近衛内府公ゟ　　交御肴　鯛一　鮎五籠　一折

　　　　　右御直書添ニ而被進之

　　　　　　　　　戸田大和守殿江　　　　　前記　御肴

　　　　　　　右ハ過日被進物之御答礼旁被進之

一御夜詰引八時
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　　　　T六月十四日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚六半時弐寸五分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲菴
一御神前御拝如例

　　　　　摂政殿下ゟ　　　　　御直書　被進之

一五時過之御供揃ニ而伊達伊予守殿江被為入

一御出殿五半時壱寸五分前御帰殿九半時壱寸廻り

一御帰殿之上御懸り湯被遊候

　　　　　近衛内府公江　　　　御返書被進之

　　　　　摂政殿下江　　　　　御返書被進之

一七半時御三度御膳被召上

一御夜詰引四半時
　　　　T六月十五日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順

一御神前御拝如例

一去ル十二日晩立御国表ゟ之飛脚着御国表御静謐御機嫌状并御用状共小右衛門
　新左衛門ゟ相達候

　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　数寄ヤ御帷子一　刺鯖十五刺

　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御書　ほし鱚一箱

　　　　　　　青松院様ゟ　　　　　刺鯖五さし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哥しま初
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米田初

　　　　　　　　　　　　　　　刺鯖十さしヲ　　　　　　　　　　　　二人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たま初

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そて迄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　六人
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　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御蒸ろう御代二百疋
　　　　　　　　右者来ル廿日
　　　　　　　　蓬性院様御七回御忌ニ付被進之

　　　　　殿様ゟ　　　　　　　大般若
　　　　　　　　　　　　　　　　　御札守　御供物

　　　　　貞慎院様ゟ　　　　　御返書

　　　　　顕光院様ゟ　　　　　御上京御歓与して

　　　　　　　　　　　　　　　　　御肴料二百疋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御目録添

　　　　　越中守様　　　　　　佐賀関鰑
　　　　　御二所様ゟ　　　　　　　　　一箱

　　　　　右之通被進差上之

一五時過之御供揃ニ而板倉伊賀守殿ヘ為御逢対被為　入候

一御出殿五半時　　御帰殿四半時壱寸廻り

　　　　　東本願寺御門主江　　御返書被進之

　　　　　興正寺御門主江　　　同断　再御返書有之

一御帰殿後御家老御中老御用有之

一九時御二度御膳被　召上

　　　　　板倉伊賀守殿江　　　御直書被進之御返書有之

一七半時過御三度御膳如例

一八半時揃ニ而左之面々被為　召於御座間御酒御吸物御肴於
　御前被下之於御席上夫々書画等被　仰付一統頂戴之上於表御書院御飯
　被下之退散五半時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坪井信良
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西周助

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山階宮様御附　国分上総　
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　　　　　　　　　　　　御吸物　結ひ玉子　　　　　　　　　　　　　岡本半助

　　　　　　　　　　　　中皿　　白蒲鉾　　　　　　　　　　　　　　新宮涼民

　　　　　　　　　　　　　　　　掛やき鮎　　　　　　　　　　　　　同　涼閣

　　　　　　　　　　　　　　　　七子いか　　　　　　　　　　　　〆

　　　　　　　　　　　　　　　　茶セん茄子　　　　　　　　　　　　本多修理方

　　　　　　　　　　　　　　　　葉付ひわ　　　　　　　　　　　　　中根雪江

　　　　　　　　　　　　さしみ　鯛　糸打白瓜　わさひ　　　　　　　毛受鹿之介

　　　　　　　　　　　　小皿　　酢漬　才切蚫　生が　　　　　　　　半井仲庵

　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤友四郎

　　　　　　　　　　　　御夜喰　御平　きく焼鯛　　御汁　桜形　　　嶋津十大夫

　　　　　　　　　　　　　　　　いんけんさゝけ　　　　　半弁　　　青山小三郎

　　　　　　　　　　　　　　　　なが芋　　　　　　　　　皮牛房　　新宮涼介

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆
　　　　　　　　　　　　　　香物　焼物あじ
　　　　　　　　　　　但御相伴被為　召候修理方始御夜喰被下無之

　　　　　　　　　　　　　団子　菓子一籠　　　　　　　　　　　　　平塚利助ゟ
　　　　　　　　　　　　　仁風集覧二帙　　　近古史談小本一

　　　　　　　　　　　　　大津新道図三枚

　　　　　　　　　　　　　右之内仁風集覧一　新道図二枚　　鹿之介ヘ被下之

一御夜詰引四半時三寸廻り
　　　　T六月十六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　養竹

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御中老御用有之

一四時過勝木十蔵伊藤友四郎御用有之

一九時御二度御膳被召上　一御出殿前罷出御逢有之　　　　　　　　　　西園寺雪江
一八半時御供揃ニ而御乗物下加茂江被為　入候ニ付表御門ゟ右江松平安芸守殿
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　屋敷脇表松平阿波守様御屋敷脇前右江二条新地右江川端右江二条橋通り
　右江河原町通り右江荒神口左江御附組屋敷裏通り左江日光宮御運坊脇

　前通り右江生洲丁通り加茂川橋御渡下加茂江被為　入河合社前ニ而御下馬
　被遊同社御拝被遊其所江鴨脚和泉鴨脚加賀等御案内罷出居夫ゟ下加茂へ
　被為　入同社御拝被遊所々御廻り御覧被遊夫ゟ鴨脚加賀宅江御立寄被為
　在御茶御菓子差上之御席江松室丹波鴨脚和泉同加賀同三位等被為　召
　御話被遊御程合ニ而為御持ニ相成候御酒御重詰等被下御供ニ被召連候修理方
　鹿之介右近友四郎小三郎涼介等江も頂戴有之何茂緩々頂戴
　御酒御肴御小弁当被召上五時前御供揃被仰出御帰殿御歩行ニ而鷹野川
　橋御渡り川端通り熊野社前通りゟ御帰殿被遊候

一御出殿七時壱寸前　御帰殿五半時

　　　　　　　　　　　　串団子五把　　　　　　　　　　　　　　　　鴨脚加賀

　　　　　　　右之通内献之

　　　　　　　七寸御重一組

　　　　　　　　　　　　口取物　一

　　　　　　　　　　　　焼肴　　一

　　　　　　　　　　　　鮓　　　一

　　　　　　　　　　　　鱸ミしほ一

　　　　　　　　　　　　御菓子　一

　　　　　　　　　　　　御酒

　　　　　　　右之通為御持ニ而被下之

一御帰殿之上御懸り湯被遊候

一御夜詰引九半時

　　　　T六月十七日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
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一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　城益

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御中老御用有之

一四半時過御家老御用有之

一九時過御二度御膳如例

一八半時過　御座間ヘ被為入無急度喇叭吹方御聴被遊

　　　　　　　　　　　　　　　御菓子一包不表立　　　　　　　　牧野半左衛門

　　　　　　　　　　　　　　　被下之

　　　　　鷹司前殿下ゟ　　　　絹地御染筆御画

　　　　　　　　　　　　　　　煎茶三壺

　　　　　　　右ハ先日御頼之御画讃御認被進候ニ付為御挨拶

　　　　　　　被進之　但興正寺御門主ゟ御廻ニ相成

　　　　　藤堂和泉守様ゟ　　　綟子手拭七

　　　　右ハ御帰京中為御見舞被進之

　　　　　摂政殿下江　　　　　御直書被進

　　　　　伊達伊予守殿江御直書被進

一七半時過御三度御膳被　召上

　　　　　　　　　　　　　御国表立帰願之上　　　　　　　　　　薗田豊之助

　　　　　　　　　　　　　今夕出立

　　　　　　　右ハ親藤左衛門義大病之処次第指重り追々危篤ニも相運候

　　　　　　　段去十五日晩立態飛脚ニ而申来候依之立帰対面仕度
　　　　　　　御内慮伺之上本願指出願之通被　仰付今夕直様出立いたし候

一御夜詰引四半時弐寸前

　　　　T六月十八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
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一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲菴
一御神前御拝如例

一五半時過御家老御中老御用有之

一同刻過勝木十蔵伊藤友四郎御用有之

　　　　　　　　　　　　　　西洋茶子二瓶　白寿水一瓶　　　　　中里鎌三

　　　　　　　　　　　　　　アンゴル一瓶

　　　　　右罷出差上之被為召色々御尋被遊候

　　　　　　　　　　　　　　越後縮帷子一反　　　　　　　　　　同人江

　　　　　右者毎々差上物致シ候ニ付被下之

一九時御二度御膳被召上

　　　　　板倉伊賀守殿江　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱

　　　　　右之通被進之

　　　　　興正寺御門主江　　　　御直書被進

　　　　　鷹司前殿下江　　　　奉書紬一疋　刺鯖七刺

　　　　　　　　　　　　　　　間奉書御半切三百

　　　　　右者御自画被進候為御挨拶被進之興正寺御門主迄御廻シニ相成候

　　　　　伊達伊予守殿ゟ　　　御直書被進御返書被遊

一七時過御湯被為召候

一七半時御三度御膳被召上

一御夜詰引九半時
　　　　T六月十九日　　土用　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御中老御用有之
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一九時過御二度御膳被　召上

　　　　伊達伊予守殿江　　　　御直書被進　御返書有之

　　　　　　右ハ中里謙三持参ニ而宇和島藩中ニ而西洋到製造
　　　　　　器械拝見且穿鑿之為被遣候所拝謁被　命候由罷帰候上
　　　　　　被為　召御尋被遊

　　　　近衛前殿下ゟ　　　　　鯉一喉

　　　　正親町三条前大納言殿ゟ同二喉

　　　暑中為御見廻右之通被進之

　　　　　　　　　　　　　前記
　　　　　　　　　　　　　　鯉切身　　　　　　　　　　　　　　本多修理方ヘ

　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　　勝木十蔵ヘ

　　　　　　　　　　　　　　〆

　　　　筆姫様ゟ御書　　　　　葛粉一筥

　　　　　　暑中為御見舞被進之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菅沼右近

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永見多間

　　　　　　　　　　　　　鯉二喉ヲ　　　　　　　　　　　　　　竹下丈大夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林五右衛門初

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御右筆部屋ヘ

　　　　　　右思召ニ而被下之

一七半時過御三度御膳如例
一今晩立御国表ヘ飛脚被指立候ニ付小右衛門新左衛門ヘ御用状差越候

　老女方同断
　　　　　御簾中様江　　　　　御直書御壱封　西瓜一薩摩芋里芋ノ子

　　　　　殿様江　　　　　　　御直書　同　　御茶花橘一筥

　　　　　田安中納言様江　　　御直書
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　　　　　貞信院様江　　　　　御書　但御国表ゟ御品添ニ而江戸表ヘ御廻ニ相成筥

　　　　　　　青松院様江　　　　　西瓜一
　　　　　　　右之通被進之

　　　　　興正寺御門主ゟ　　　御書

　　　　　同　　新御門主ゟ　　同　御自画一葉

　　　　　　　右之通被進之

一御夜詰引四時三寸廻り

　　　　T六月廿日

一御目覚御例刻

一御神前御拝如例

　　　　　　　　　　　　　　三盆白糖半斤一曲　　　　　　　　　勝木十蔵

　　　　　　　　　　　　　　御煮かゝ　　　同

　　　　　　　今朝出立帰所ニ付被為　召御用有之以　思召右御品御手自ら被下之

　　　　　東本願寺御門主江　　　御直書被進之

　　　　　細川右京大夫様江　　　御直書被進之御返書有之

　　　　　伊達伊予守殿江　　　　御直書被進御返書有之

一九時御二度御膳被召上

　　　　　伊達伊予守殿ゟ　　　　御直書被進御返書被遊

　　　　　島津大隅守様ゟ　　　　落地（花）生　　　　　御側向御使者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中神三平

　　　　　　　右者御約束被為　在候ニ付被進之

一七時過御馬場江被為　入御乗馬被遊候御鞍桜山岩井其節伊藤友四郎嶋津十大夫

　歩兵隊居守之面々等被為召御次乗馬被仰付御覧被遊候相済歩兵隊之面々江
　御菓子被下之
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一七半時過御三度御膳被召上

　　　　　　　　　　　　　　　　白砂糖半斤一曲　　　　　　　　中根雪江江
　　　　　　　　　　　　　　　　酒石酸一瓶
　　　　　　　右者明日ゟ神戸表江罷越候ニ付
　　　　　　　思召被下之

一御夜詰引四半時ヘ五歩前

　　　　T六月廿一日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵

一御神前如例御拝被遊候

一五半時過伊藤友四郎青山小三郎御用有之

一四時過御中老御用有之

一九時過御二度御膳被　召上

一去十九日発御国表ゟ三里継飛脚着老女方ゟ御用状差越候

　御方々様益御機嫌能御国表御静謐奉恐悦候

　　　　　東本願寺御門主ゟ　　水羊羹拾五棹一台　敬左衛門初両部屋ヘ被下之
　　　　　　　右暑中為御見舞被進之

　　　　　　　別ニ　御直書被進之　但昨日之御返書

　　　　　伊達伊予守殿ゟ　　　御直書被進之御返書被遊

　　　　　山階宮様ゟ　　　　　林檎　桃壱籠ツヽ
　　　　　　　右暑中為御見舞被進之

　　　　　後

　　　　　細川右京大夫様ゟ　　鮮鯛壱折
　　　　　前

　　　　　細川越中守様
　　　　　　　右ハ右京大夫様御任官為御歓被　進物之為御答礼被進之
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　　　　　右京大夫様ゟ　　　　交御肴一折

　　　　　　　右ハ御着京之節為御歓被進候為御答礼被進之

　　　　　二条摂政殿下江　　　前記鮮鯛一折

　　　　　　　右暑中

　　　　　正親町三条前大納言殿江　前記交御肴一折

　　　　　　　右ハ過日暑中為御見舞御肴［鯉二口］被進候御答礼御時候御見
　　　　　　　舞旁被進之
　　　　　　　　　　　　　白砂糖一筥　　　　　　　　　　　　　三国幽眠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　小学

　　　　　　　右暑中ニ付差上之

一四半時過中里謙三罷出御用有之

一七半時御三度御膳被　召上

一六半時過御懸り湯被遊

一御夜詰引九時壱寸五分前

　　　　T六月廿二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順

一御神前御拝如例

一五時過御家老御用有之

一五時過之御供揃ニ而板倉伊賀守殿江為御逢対被為　入候

一御出殿五半時　御帰殿四半時へ一寸前
一御帰殿後御家老御中老御用有之

　　　　　山階宮様江　　　　　御直書　　　御返書有之

　　　　　　　　　　　　　　　御菓子一折

　　　　　　　右者被進物之御答礼時候御見舞旁被進之
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　　　　　島津大隅守様江　　　御直書

　　　　　　　　　　　　　　　林檎御返之御重入ニ而御返書有之

　　　　　　　右之通被進之

　　　　　伊達伊予守殿ゟ　　　御直書被進之

　　　　　東本願寺御門主江　　御直書被進之

一九時御二度御膳被召上

一八時御供揃ニ而細川右京大夫様江被為　入候
一御出殿八半時二寸廻り御帰殿九時

　　　　　細川右京大夫様江　　八寸御重三　　　　　　　　爪紅かまほこ　　唐からしに　　　　玉子巻

　　　　　　　　　　　　　　　　御焼肴　照り焼小鯛一　　田楽あゆ　　　　　　　篠爪　　鮓　のり巻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふてセうか　　　　おろしみ　　千河茸　　　　　　セうか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林子玉子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さしは

　　　　　　　右者今日被為　入候ニ付被進之

　　　　　賀陽宮様ゟ　　　　　　鮮鯛　一折　損シ有之

　　　　　　　右者暑中為御見舞被進之

　　　　　　　　　　　　　　素麺　　　　　　　　　　　　　　　上善寺ゟ
　　　　　　　右者暑中ニ付差上之

　　　　　　　　　　　　　　御余多　　　　　　　　　　　　　　猪子権左衛門江

　　　　　　　　　　　　　　　　いり玉子御飯
　　　　　　　右者不快罷在候ニ付以
　　　　　　　思召被下之

　　　　　徳大寺様ゟ　　　　　　白砂糖相詰

　　　　　　　　　　　　　　　　葛の粉

　　　　　　　右暑中ニ付被進之

　　　　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱　　　　　　　　　　三井八郎右衛門

　　　　　　　右者暑中ニ付献上之

一御懸り湯被遊候

一御夜詰引九半時一寸前
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　　　　T六月廿三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　養竹

一御神前御拝如例

一五半時過坪井信良罷出御逢御茶御菓子被下之

　　　　　　　　　　　　　亜米利加　　　　　　　　　　　　　　坪井信良

　　　　　　　　　　　　　ゴム製水呑

　　　　　　　右御慰ニもと差上之
一四時過伊藤友四郎御用有之

　　　　　　　　　　　　　青目籠　蓬飯　　　　　　　　　　　　観智院僧長ゟ

　　　　　　　　　　　　　　　　　茄子鴫焼

　　　　　　　　　　　　　同　真瓜　　　　　　　　　　泉涌寺山内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来迎院献上

　　　　　　　右暑中ニ付　被差上之

一九時過御弐度御膳如例

　　　　　細川右京大夫様江　　　　　　　　　　　　　　御手許使者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大谷千熊

　　　　　　　右ハ昨日被為入候処種々御配慮御饗応被成進厚忝
　　　　　　　思召候依之無急度御側向を以右御挨拶被仰進候

　　　　　近衛内府公ゟ　　交御肴一折

　　　　　　　　右暑中為御見舞被進之

一八半時過細川右京大夫様時候御見舞且御暇被仰出候ヘハ速ニ御発途被成候ニ付御暇乞
　旁御出被成御書院ヘ御通り此段御用人申上直ニ御書院ヘ被為入御案内ニ而御座間御着
　座御茶御多葉粉盆御菓子差上暫時御話被為在直ニ御退散御玄冠（関）鏡板迄御見
　送被遊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葛粉一重
　　　　　右京□□（大夫ヵ）様ゟ　　御返却之御重之内　朝鮮飴一重
　　　　　　　右之通被進之　　　　　　　　　鮎掛焼一重
A0143-00524_171
　　　　　　　　　　　　　前記鮎十尾ツヽ　　　　　　　　　　　中根牛介
　　　　　　　　　　　　　被下之　　　　　　　　　　　　　　　水野小刑部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松平孫七郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青山小三郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶋津十大夫

　　　　　　　　　　御余多御飯　　　　　　　　　　　　　　　　本多修理方ヘ

　　　　　　　　　　　　　蒸鯛

　　　　　　　右不快為御尋以　思召被下之

一八半時過御浴湯被遊

一七半時過御三度御膳如例

　　　　　　　　　　　　前記交御肴煮付ニ而被下之　　　　　　　手伝初

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　台子向

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不寝坊迄

　　　　　　　　　　　　　　画扇一ツヽ被下之　　　　　　　　　鈴木璥二

　　　　　松平容堂殿ゟ　　　御直書　御半切十〆被進之　　　　　栗本寛七へ
一御夜詰引九半時壱寸廻り

　　　　T六月廿四日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　城益

一御神前御拝如例

一四時過伊藤友四郎御用有之

一九時御二度御膳被召上

　　　　　細川越中守様　　　御茶　松華一壺
　　　　　　　　　　　　　　刺鯖五

　　　　　同　右京大夫様江　御直書

　　　　　　　　　　　　　　間奉書半切五百枚　交御肴一折

　　　　　右者明廿五日暫ク御延引右京大夫様御発途被成候ニ付　御手許使者を以被進之

　　　　　越中□（守ヵ）様江者先達而被進物之御答礼旁被進之

　　　　　顕光院様江　　　　御茶一壺
　　　　　　　　　　　　　　益寿糖一箱
A0143-00524_172
　　　　　右者右京大夫様江御托シニ而被進之

　　　　　東本願寺御門主江　御直書
　　　　　　　　　　　　　　葛粉一箱　刺鯖五

　　　　　西本願寺御門主江　御直書
　　　　　　　　　　　　　　真瓜一箱

　　　　　興正寺御門主江　　御直書

　　　　　　　　　　　　　　砂糖　葛粉一折

　　　　　　　　　　　　白砂糖一箱　　御書添　　　　　　　　　観智院僧正江
　　　　　　　　　　　　索麺　一包　　　御代筆
　　　　　右者暑中御見舞御答礼旁被進之

　　　　　　　　　　　　真瓜一籠　　　　　　　　　　　　　　　高台寺

　　　　　　　右暑中ニ付献上之

一八時過十之丞鹿之介青山小三郎御用有之

一七時御揃ニ而御乗馬被遊御鞍桜山其節中根牛介小野小形部初大御番之面々
　御馬場江被為召拝見被仰付御次乗被仰付御菓子被下之

一七半時過御三度御膳被召上

　　　　　細川右京大夫様ゟ　　かせいた三曲
　　　　　　　　　　　　　　　佐賀関鰑

　　　　　　　右御返書添ニ而被進之

　　　　　　　　　　　　　白砂糖一斤　　　　　　　　　　　　　毛受鹿之介江

　　　　　　　　　　　　　酒石酸
　　　　　　　　　　　　キヤマン
　　　　　　　　　　　　　御水呑一召上り御跡

　　　　　　　　　　　　　御詠御短冊一

　　　　　　　　　　　　　中皿　玉子焼
　　　　　　　　　　　　　　　　はもしらか

　　　　　　　右者明廿五日出立御国表江立帰り罷越候ニ付被下之

一御夜詰引九時ヘ五歩前

　　　　T六月廿五日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵

一御神前御拝如例
A0143-00524_173
一五半時過　御中老御用有之

一去廿二日晩立御国表ゟ之飛脚着小右衛門新左衛門并老女方ゟ御用状差越候

　御方々様益御機嫌能被遊御座御国表御静謐奉恐悦候

　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御直書　芝鰈一筥
　　　　　　　　　　　　　　　　御約束ニ付

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灯心一筥
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御直書　塩干鯛一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胡桃一筥

　　　　　　　右之通被進之

　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御索麺一筥　但［天梁院様御法事ニ付御機嫌御伺として被進之］
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御菓子料弐百疋　大奥廻り

　　　　　　　右蓮性院様御法事ニ付御機嫌御伺として被進之

　　　　　　　　　　　　　越ノ雪御菓子一筥　　　　　　　　　　孝顕寺献上
一九時過御弐度御膳如例

　　　　　本願寺霊寿院殿ゟ　　青目籠入桃一台

　　　　　　　右暑中為御見舞被進之

　　　　　松平容堂殿江　　　　御直書　唐紙半截御大字
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御煎茶二壺

　　　　　　　右之通被進之

　　　　　細川右京大夫様ゟ　　過日被為入候節御席画之内御廻ニ相成被進之

一七半時過御三度御膳如例

一御夜詰引四時五分廻り

　　　　T六月廿六日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順

一御神前御拝如例
A0143-00524_174
一四時過本多修理方御用有之

一同刻過伊藤友四郎青山小三郎御用有之

一九時御二度御膳被召上

　　　　　松平確堂様江　　　　御直書

　　　　　松平因幡守様江　　　同

　　　　　阿波御父子様江　　　同

　　　　　伊達伊予守殿江　　　同

　　　　　　　右之通被進之

　　　　　伊達伊予守殿ゟ　　　御直書被進御返書被遊

　　　　　興正寺御門主ゟ　　　御直書　御本一冊
　　　　　　　　　　　　　　　小文庫一　御扇子五本　一りん生一

　　　　　　　右之通被進之

　　　　　西本願寺御門主ゟ　　御返書
　　　　　　　　　　　　　　　御扇子十五本入一箱　葛粽一台十五わ

　　　　　　　右之通被進之

　　　　　　　　　　　　　桃七ツヽ　　　　　　　　　　　　　　御馬廻り頭取初

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御馬廻り一統江

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林矢五郎

　　　　　　　　　　　　先記　　　　　　　　　　　　　　　　　有賀清門

　　　　　　　　　　　　　粽一把ツヽ　　　　　　　　　　　　　御留守居方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永田儀平初ヘ

　　　　　　　　　　　　　同　一わツヽ　　　　　　　　　　　　御医師四人江

　　　　　　　右之通被下之

　　　　　松平紀伊守殿江　　　御直書　被進之御返書有之

一七半時過伊達伊予守殿御出御使者間辺迄御見物旁被為　入夫ゟ御案内ニ而
A0143-00524_175
　直ニ御三階江被為　入御着座之上御多葉粉盆差上御茶被進［御菓子無之］御対話被遊
　御程合ニ而御吸物御酒御肴等被進引続御膳被召上五半時前御供揃被仰出
　五半時御退散被遊其前十之丞被為召御酒御吸物被下候

　　　　　　　　　　　　御吸物　玉子　　　　御中皿　赤白雲丹焼　　染生か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りんこくるミ　いものこ

　　　　　　　　　　　　御中皿　鯉ミしほ　　御小皿　しは鰈

　　　　　　　　　　　　　　御膳

　　　　　　　　　　　　御平　御汁　　御焼物鯛切身

　　　　　　　　　　　　右之通被進之

一御夜詰引九時ヘ二寸五歩前

　　　　T六月廿七日　　　　晴夕雨　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　養竹

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御用有之

一同刻過伊藤友四郎御用有之

一四時過松原孫七郎御用有之九時雪江御用有之

一九時過御弐度御膳被　召上

　　　　　伊達伊予守殿ヘ　　　御直書　被進御返書有之

　　　　　島津大隅守様ヘ　　　御直書被進御返書并岳飛墨帖御約束之由ニ而被進之
　　　　　東本願寺御門主ゟ　　焼鯛　籠入　水玉青竹筒入

　　　　　　　右御直書添ニ而被進之

一七時過御懸り湯被為　召

　　　　　　　　　　　　　播州産　八ツ房ノ梅
　　　　　　　　　　　　　　　　　松露糖　　伏見羊羹一箱ツヽ　　　中根雪江
A0143-00524_176
　　　　　　　右ハ今日摂州神戸辺一覧相済帰京ニ付差上之
一七半時過御三度御膳被　召上

一御夜詰引四半時壱寸五分前

　　　　T六月廿八日　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　城益

一御神前御拝如例　一今朝少々御下痢被為在候ニ付仲庵ヘ拝診被仰付芳香飲調上

一五時過御家老御用有之同刻過雪江同断

一四時過伊藤友四郎御用有之

一九時御二度御膳被召上

　　　　上様江　　　　　　　　素麺二箱

　　　　　右御内献被遊度ニ付室賀伊予守殿迄御直書添ニ而御差出シニ相成候
　　　　　松平閑叟様江　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　　交御肴一折

　　　　　　　右者昨日御着京ニ付為御歓被進之

　　　　　飛鳥井様ゟ　　　　　　交御肴一折　鯛一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はも一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あいなめ一

　　　　　　　右者御床払ニ付被進之

　　　　　尹宮様江　　　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　　刺鯖五

　　　　　近衛前殿下江　　　　　御直書　刺鯖三
　　　　　　　　　　　　　　　　御菓子　越の雪一箱

　　　　　近衛内府公江　　　　　西瓜二　刺鯖三
　　　　　　　　　　　　　　　　御直書添

　　　　　　　右暑中為御見舞被進之

　　　　　島津大隅守様ゟ　　　　西瓜五　　　　　　　御側使者　田中八郎左衛門

　　　　　　　右者暑中為御見舞被進之

　　　　　細川右京大夫様江　　　御直書被進之御返書有之
A0143-00524_177
　　　　　　伊達伊予守殿ゟ　　　御直書被進御返書被遊

　　　　　　島津大隅守様江　　　御直書　刺鯖三

　　　　　　　　　　　　　　　　墨流し奉書紬一疋　五色鳥の子帋百枚

　　　　　　　　右者過日岳飛墨帖被進候為御挨拶被進之

一七時御揃ニ而御乗馬被遊御鞍桜山御相馬三十郎紀之允御次乗右近新五兵衛江
　被仰付候

一七半時過御懸り湯被遊候

一同刻過御三度御膳被召上

一御夜詰引九時ヘ五歩前

　　　　T六月廿九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御用有之同刻過御中老御用有之

　　　　　山階宮　江　　　　　　御直書被進御返書有之

　　　　　伊達伊与守殿江　　　　御直書被進御返書有之

一九時過御弐度御膳被　召上

　　　　　東本願寺霊寿院殿江　前記
　　　　　　　　　　　　　　　　　西瓜三

　　　　　　　右ハ過日被進物之御答礼時候御見舞旁被進之

　　　　　興正寺御門主江　　　御直書

　　　　　　　右之通被進之

一八時過仲庵罷出拝診被　仰付候処弥御異条（状）不被為在候段申達奉恐悦候

一七半時過御三度御膳被　召上

一御夜詰引四半時壱寸五分前
A0143-00524_178
　　　　T七月朔日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番新　　五兵衛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七時ゟ　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　万順

一御神前御拝如例

一五半時過本多修理方御用有之

　　　　　松平大隅守様江　　　御直書被進之　御返書有之

　　　　　細川右京大夫様江　　同　　　　　　御返書有之

　　　　　伊達伊予守殿江　　　同

　　　　　松平出羽守様ゟ　　　御直書被進之

　　　　　松平紀伊守殿ゟ　　　同　御返書被遊

一九時御二度御膳被召上

　　　　　松平閑叟様ゟ　　　　御肴料千疋　　　　　　御側使者　土山藤次郎
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱

　　　　　　　右者御着京之砌進物之御答礼与して被進之

　　　　　　　　　　　　　葛粉一箱

　　　　　　　右暑中玉御見舞被進之

一八半時揃ニ而於御角場大御番詰之面々小銃放発　御覧被遊出精之面々小角
　弐寸畢而壱寸角打御好被遊　御家老御中老も拝見有之相済御番頭

　筆頭并一統とも御意被成下候

一七半時過御三度御膳如例

一御夜詰引四半時壱寸廻り

　　　　T七月二日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　養竹

一御神前御拝如例
A0143-00524_179
一五半時過御家老御用有之

一昨朔日被仰込有之五半時過西御門迄御出四五町先御案内ニ而
　宰相様御玄関畳之上迄　御出迎御案内ニ而御座間　御着座御長鮑御用人
　差上之御直ニ御据被遊御用人江御渡被遊夫ゟ御煙草盆差出御茶御菓子
　引続御吸物御酒被進［御門主斗］被召上御程合ニ而引之御用人ゟ御供宜段申上御退出
　其節御先立鏡板迄御送り被遊候御側向御側向頭取上下着御小姓御給仕之者

　上下余者平服

　　　　　　松平出羽守様江　　　御直書被進之

　　　　　　松平大和守様江　　　同　　同

一九時御二度御膳被召上

一御兼約ニ而松平紀伊守殿御出御書院江御通り其段御用人申上御書院江被為
　入御案内ニ而御座間江御着座御挨拶済御長蚫被進御多葉粉盆御茶御菓子
　差上暫時御対話夫ゟ御三階江被為　入右七時過七半時過伊達伊予守殿山内兵之助殿
　御出御書院江御通り御用人御先立ニ而御次迄御出迎直ニ御三階ヘ被為
　入御多葉粉盆初前記同断御程合ニ而御吸物御酒御肴等被進之雪江十之丞被為
　召御酒御肴等被下引続御膳被召上五半時前御供揃被仰出御退散ニ相成候
　其節御使者間前迄御見送り被遊候

　　　　　　松平紀伊守様〈との〉ゟ　　御菓子一箱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰹節一箱

　　　　　　山内兵之助殿ゟ　　　　　　鰹節十五本

　　　　　　右者御出ニ付被進之

　　　　　　松平三河守様ゟ　　　　　　御直書被進之

一御夜詰引九時ヘ懸り
A0143-00524_180
　　　　T七月三日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　城益

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御用有之

一四半時過伊藤友四郎青山小三郎御用有之

一九時過御弐度御膳如例

一八半時過之御供揃ニ而為御運動東山辺御徜徉被為入候尤御忍御遊歩故御供揃を初
　都而当局ゟ通達いたし候但補兵隊へハ御右筆部屋ゟ御取次迄達有之候
　　　　　　御道筋　御庭口ゟ西御門熊野権現社内夫ゟ聖護院前ゟ黒谷前夫ゟ
　　　　　　　　　　若王寺前光雲寺御見物可被遊思召之処芸州候下宿ニ而

　　　　　　　　　　御止メニ相成南禅寺前順正書院ヘ被為入暫時御休息被遊
　　　　　　　　　　御茶御菓子［西瓜］差上之夫ゟ同所前金地院ヘ被為入本堂ゟ座敷

　　　　　　　　　　其余古キ書画屏風等御覧被遊暫時御休息被遊再順正書
　　　　　　　　　　院ヘ被為入御茶御菓子引続御吸物御酒差上之大学御認被遊画工
　　　　　　　　　　桜井雲心中西耕巌集り居候ニ付被為　召御席画被　仰付御刻限ニ
　　　　　　　　　　相成候ニ付御飯等差上之於　御前為御持ニ相成候御酯（鮨ヵ）御余多新宮
　　　　　　　　　　涼民同涼閣同涼介ヘ被下之雪江十之丞初ヘ御酒御肴被下之
　　　　　　　　　　画工江も被下之御供揃之上御帰被遊　但涼介忰も被為召認等被仰付

一今日思召ニ而雪江十之丞両御留守居青山小三郎御供ニ被　召連候

一御帰殿五時二寸廻り　一御出殿七時

一御帰殿直ニ御三度御膳被召上　但順正書院ニ而ハ差上候ヘとも御養生ニ而召上り無之

一御夜詰引四時弐寸廻り
A0143-00524_181
　　　　T七月四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御用有之

一九時御二度御膳被召上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　六条殿御内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御館入

　　　　　　　　　　　　　御茶壱壺　　　　　　　　　　　　　　奥村重大夫

　　　　　　　右之通献上之

　　　　　山階宮様江　　　　　御直書被進御返書有之

　　　　　伊達伊予守殿ヘ　　　御直書被進御返書有之

一七半時御三度御膳被召上

　　　　　細川右京大夫様ゟ　　御直書被進之

　　　　　　　　　　　　　呈書　　　　　　　　　　　　　　　　大久保一翁殿ゟ

　　　　　　　　　　　　　唐筆　同墨一
　　　　　　　右之通被差上之

一御夜詰引九時

　　　　T七月五日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御用有之御中老御用同断

一四時過十之丞嶋津十大夫青山小三郎御用有之

一九時過御弐度御膳如例

　　　　　板倉伊賀守殿江　　　御直書被進御返書在之
A0143-00524_182
　　　　　松平閑叟様江　　　　片栗粉二袋一
　　　　　　　　　　　　　　　三盆糖一箱二斤入

　　　　　　　右ハ御所労為御見舞御直書添ニ而被進之

　　　　　松平出羽守様ゟ　　　騎馬蠟燭三百挺一箱

　　　　　　　右ハ人造硝石之義ニ付御世話被成進候為御挨拶被進之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細川右京大夫様御側役

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡繁兵衛

　　　　　　　右京大夫様明日当地御発途被成候ニ付為御暇乞
　　　　　　　可被成御出之処御所労ニ付御失礼被成候旨御挨拶として被遣之

一七半時過御三度御膳如例

一今晩立御国表江飛脚被指立候ニ付御用状例之通差越之

　　　　　御簾中様江　　　　　　御直書　糒二袋一箱

　　　　　殿様江　　　　　　　　同　　　葛索麺一箱

　　　　　　　青松院様江　　　　　　糒二袋一筥
　　　　　　　　　　　　　　御菓子一筥　　　　　　　　　　　　　　たま江

　　　　　　　右之通御廻ニ而被進之被下之

一御夜詰引四半時三寸廻り

　　　　T七月六日　　曇

一御目覚御例刻

一御神前御拝如例

　　　　　東本願寺御門主ゟ　　　御直書　荷花一筒被進之

　　　昨日之記

　　　　　日野西前大納言様ゟ　　粽十把一台　当番敬左衛門初両部屋ヘ被下之

　　　　　近衛内府公ゟ　　　　　瓜一籠

　　　　　　　右御直書添ニ而被進之
A0143-00524_183
　　　　　　　　　　　　　　伏見羊羹一箱献上　　　　　酢屋伊右衛門

　　　　　　　　　　　　　　御茶常盤木半斤　　　　勝安房守殿

　　　　　　　　　　　　　　同　　　　同　　　　　林大学頭殿

　　　　　　　　　　　　　　同　　　　壱斤　　　　大久保一翁殿

　　　　　　　右御書御添ニ而被遣ニ付昨晩発之飛脚ニ御国ヘ相廻之
一五半時過御家老御中老御用有之四時過同断

　　　　　東本願寺御門主ゟ　　　御直書　被進之

　　　　　　　　　　　　　　　　蓮花

　　　　　興正寺新御門主ゟ　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　　御筆立一御茶二種一箱

　　　　　　　右之通被進之

　　　　　伊達遠江守殿ゟ　　　　御直書

　　　　　伊達伊予守殿江　　　　御直書被進御返書有之御再答被遊

　　　　　藤堂御父子様江　　　　御直書被進之

　　　　　松平美濃守様御父子江　同

一九時御二度御膳被召上

　　　　　東本願寺御門主江　　　御返書　　被進之

　　　　　　　　　　　　　　　　瓜一籠

　　　　　近衛前殿下ゟ　　　　　御直書

　　　　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱

　　　　　　　右之通被進之

　　　　　山内兵之助殿江　　　　御直書　　被進之

　　　　　　　　　　　　　　先記御菓子一箱

　　　　　　　　　　　　　　鱧一桶　　　　　　　　　　　　　　矢嶋新之助

　　　　　　　右為伺　御機嫌差上之

一七時過御懸り湯被遊候

一七半時御三度御膳如例
A0143-00524_184
　　　　　二条摂政様ゟ　　　黒砂糖一桶

　　　　　　　右暑中為御見舞被進之

一御夜詰引九半時ヘ壱寸五歩前

　　　　T七月七日　　夕微雨　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　城益

一御神前御拝如例

一五半時過十之丞伊藤友四郎嶋津十大夫御用有之

一四半時過御家老御用有之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　松平閑叟様御側使者

　　　　　　　　　　　　　　御口上　　　　　　　　　　　　　　江副清一郎

　　　　　　　甚暑之節弥御安泰珍重思召候閑叟様御不快ニ付為
　　　　　　　御見舞御直翰を以両種被進被入御念義忝思召候右為
　　　　　　　御答礼御目録之通御病中ニ付御側御使者を以被進之候

　　　　　山階宮江　　　　　　御目録　　鯉二喉

　　　　　　　　　　　　　　　前記鯉二喉
　　　　　　　右御直書添ニ而被進之御返書被進有之

　　　　　島津大隅守様江　　　葛粉一箱
　　　　　　　　　　　　　　　三盆二斤入一筥

　　　　　　　右御直書添ニ而御不快為御見舞御側使者補兵隊を以
　　　　　　　　被進之　但［暑中御見舞御答礼旁ゟ被進之］御返書有之
　　　　　興正寺御門主　　　　御直書

　　　　　同新御門主江　　　　同　　朝鮮飴一筥　間奉書半切二百

　　　　　　　右之通為御答礼被進之

　　　　　松平出羽守様江　　　御煎茶　玉露半斤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常盤木半斤
A0143-00524_185
　　　　　　　　　　右御直書添ニ而御家来大野権右衛門松江ヘ罷帰候ニ付御托ニ而
　　　　　　　　　　被進之
　　　　　伊達伊予守殿ゟ　　　昨日之御返書被進之

　　　　　山内兵之助殿ゟ　　　御返書有之

　　　　　　　　　　　間奉書半切三百枚　　　　　　　　　松江御藩中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大野権右衛門

　　　　　　　　　右ハ差上物も有之近々出立ニ付被下之

一九時過御二度御膳被　召上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細川右京大夫様御側使者

　　　　　　　　　昨日右京大夫様御発途前従　　　　　　　　　　志垣伝内
　　　　　　　　朝廷御頂戴物御扇子有之又御不快押而依召御登
　　　　　　　　　営被遊候所於営中御銃御拝領被遊候右以御直書御吹聴
　　　　　　　　　可被遊筈之処直々当地御発途被成候ニ付此段以御内使者被仰進之

一七半時過御膳如例

一去四日立御国表ゟ三里継飛脚着老女方ゟ御用状差越候

一御夜詰引九時弐寸廻り

　　　　T七月八日　　朝曇　夕雷鳴夕立　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御用有之四時過雪江十之丞同断

一九時御二度御膳被召上

　　　　　伊達伊予守殿江　　　御直書被進之御返書有之

　　　　　松平閑叟様江　　七寸御重三
　　　　　　　　　　　　　　　葛切一重白砂糖一重　玉子一重　被進之
　　　　　右者御不快為御見舞御側使者毛利元蔵被遣候所御側向頭取役
A0143-00524_186
　　　　　秀島源吾ニ逢候而御口上申上夫ゟ御医師松隈元南与申者罷出
　　　　　委細御容躰申聞先両三日者御快方ニ被為入候旨申聞候由

一八半時過之御供揃ニ而伊達伊予守殿ヘ御乗切ニ而被為　入候

一御出殿七時二寸廻り　御帰殿五半時二寸五歩
　　　　　　　　　口上之覚

　　　　　　　私義先日来痛所御坐候ニ付半井仲庵相頼様々療養
　　　　　　　相加ヘ追々快方ニ者御座候得共兎角長引ニも相成奉
　　　　　　　恐入候依之一日も早ク出勤仕度一際療治相頼候処
　　　　　　　気血順還之為近所歩行等致候ハヽ可然旨指図仕候間
　　　　　　　右之通被仰付被下置候様願奉存候此等之趣菅沼右近殿
　　　　　　　迄宜被仰達可被下候以上

　　　　　　　　　　月　　日　　　　　　　　　　　　　　　　　白井斎宮

　　　　　　　　　上坂藤大夫様

　　　　　　　右之通差出候処早刻願之通被仰付候口上書差出候前
　　　　　　　御内慮相伺候処　思召も不被為　在候旨被仰出候

一御夜詰引四半時壱寸五歩廻り

　　　　T七月九日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順

一御神前御拝如例

一五時過雪江御用有之　五半時過伊藤友四郎御用有之

一四時過御家老御用有之

一九時過御弐度御膳如例
A0143-00524_187
　　　　　板倉伊賀守殿ゟ　　御直書被進御返書被遊候

　　　　　西本願寺御門主ゟ　御直書被進

一七半時過御三度御膳如例

　　　　　伊達伊予守殿ゟ　　御直書被進御返書被遊

　　　　　松平兵部大輔様ゟ　御直書被進

一御夜詰引四半時弐寸

　　　　T七月十日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　養竹
一御神前御拝如例

一五半時過御家老御用有之引続御中老御用同断

一九時御二度御膳被召上

一九半時御供揃ニ而御登　営被遊候

一御出殿八時ヘ壱寸前　御帰殿七半時壱寸前

一御帰殿直ニ御懸り湯被遊候

一七半時御三度御膳被召上

一同刻過本多修理方雪江十之丞御用有之

　　　　　　　　　　　　洋酒一瓶　　　　　　　　　　　　　　　中里鎌三

　　　　　　　　　　　　七道具一
　　　　　　　右之通内献之

一御夜詰引九時

　　　　T七月十一日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　城益

一御神前御拝如例
A0143-00524_188
　　　　　板倉伊賀守殿江　　　御直書被進之

　　　　　戸田大和守殿江　　　同　御返書有之

　　　　　　　　　　　　　御直書　　　御請被差上　　　　　　　室賀伊予守殿江

　　　　　　　　　　　　　蘭書二御差出
　　　　　島津大隅守様江　　　御直書被進之　御返書有之

　　　　　伊達伊予守殿江　　　同　　　　　　同

一五半時過御家老御中老御用有之

一同刻過表ヘ被為入詰之大御番交代ニ而近々出立ニ付　御目見被仰付

　　　　　　　但

一九時過御二度御膳被　召上

　　　　　松平閑叟様江　　　　　　　　　　　　　　　　御手許御使者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石原万千次郎

　　　　　　　右御不快為御見舞被遣御口上申述猶松隈元南ニ逢候て
　　　　　　　過日来之御様子委敷承候上罷帰此段申上［追日御順快之御運ニ而追々御喰味も被為］
　　　　　　　在候由

一七時御供揃ニ而御兼約ニ付山階宮ヘ被為入

一御出殿前御三度御膳被　召上

一御出殿七半時懸り　御帰殿九半時弐寸廻り

　　　　　西本願寺御門主江　　御直書被進

　　　　　山階宮江　　　　団扇七握

　　　　　　　右ハ今日被為入候ニ付為御持ニ而被進之

　　　　　　　　　　　　　西瓜三　　　　　　　　　　　　彦藩　岡本半介

　　　　　　　右ハ彦根ゟ取寄候ニ付　召上りニも相成候ハヽ難有旨ニ而雪江迄

　　　　　　　差出之
A0143-00524_189
　　　　　　　　　　　　古書画類　　　　　　　　　　　　　　　三井八郎右衛門ゟ
　　　　　　　右御滞京中御慰ニもと奉入　御覧度旨ニ而松原孫七郎

　　　　　　　迄差出之

一御夜詰引八時弐寸廻り
　　　　T七月十二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚五時　但昨夜御引深更ニ付　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲菴
一御神前御拝如例

一五半時過御家老御中老御用有之

一四時過表江被為入昨朝之通大御番交代之面々　御目見被仰付候

　　　　　　　但御用人披露之

　　　　　　　御意被成下太義大御番頭御礼申上候

一九時御二度御膳被召上

一八半時過中里鎌三被為召鍍銀仕用法被仰付御覧被遊候雪江十之丞敬左衛門
　被為召拝見被仰付候　　但時刻も相後し候ニ付鎌三江御賄被下之

　　　　　　　　　　　　セコント
　　　　　　　　　　　　　御時計一　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門江

　　　　　　　　　　　　腰差

　　　　　　　　　　　　　御胴乱一　　　　　　　　　　　　　　新五兵衛江

　　　　　　　右者別段之以
　　　　　　　思召　御手自被下之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門初

　　　　　　　　　　木綿手拭一　ツヽ　　　　　　　　　　　　　両部屋

　　　　　　　　　　団扇一　　　　　　　　　　　　　　　　　　御伽迄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御小姓介并仲庵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　璥二寛七江
A0143-00524_190
　　　　　　　　　右者当年御旅中ニも有之被下無之筈ニ候ヘ共暑中
　　　　　　　　　御用多相勤候ニ付別段之訳を以被下之

一七半時過御三度御膳被召上

　　　　　戸田大和守殿江　　　御直書被進之御返書有之

　　　　　伊達伊予守殿ゟ　　　御直書被進之

　　　　　　　　　　　　　御直書被遣之御答被差上　　　　　　　室賀伊予守殿江

一去ル十日発御国表ゟ三里継飛脚着老女ゟ御用文相廻り候

　御方々様益御機嫌能被遊御座奉恐悦候

一御夜詰引九半時ヘ二寸前

　　　　T七月十三日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御中老御用有之

一四半時過青山小三郎御用有之

　　　　　板倉伊賀守殿江　　　御直書被進御返書有之

一九時過御弐度御膳被召上

　　　　　伊達伊予守殿江　　　昨日之御返書被進　雲丹御所望ニ付七筥被進之

　　　　　島津大隅守様江　　　御直書被進御返書有之

　　　　　山内兵之助様江　　　同　　　　　同

一七半時過御三度御膳被　召上

一六時過雪江十之丞罷出御用有之　　一羊羹一箱　　　　　　　　　酢屋伊左衛門献上

一御夜詰引四半時五分廻り
A0143-00524_191
　　　　T七月十四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　養竹
一御神前御拝如例

一五時過御家老御中老御用有之

一九時御二度御膳被召上

　　　　　伊達伊予守殿江　　　御直書被進御返書有之

一七時御揃ニ而御乗馬被遊御鞍岩井桜山其節近々出立致シ候ニ付水野小刑部
　筆頭田辺平学杉田無二介被為召御次乗被仰付其余本多勝三郎被為
　召御次乗被仰付十之丞も罷出居同次男良吉も被為召拝見被仰付御側向
　江も御次乗被仰付候相済小形部筆頭両人被為召
　御意被成下御菓子被下之勝三郎良吉江も御菓子被下之

一七半時過御懸り湯被遊

一鎌落前御三度御膳被　召上

一御夜詰引四半時弐寸廻り
A0143-00524_192
慶応三年丁卯盆後
　　　　T七月十五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　城益

一御神前御拝如例

　　　　　島津大隅守様江　　　御直書被進御往復三度ニ及ひ候

　　　　　伊達伊予守殿江　　　同　　　御返書有之

　　　　　山内兵之助殿江　　　同　　　同

　　　　　松平閑叟様江　　　　同　　　　　　　　　　　　御手許使者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大関弥三郎

　　　　　　　右ハ為御見舞被遣　過日之通り御医師ニ逢承候処御病気ハ

　　　　　　　追々御快被為在候得共未た御復常ニハ為至兼候段申聞候由ニ而
　　　　　　　罷帰此段申上候
A0143-00524_193
一五半時過御家老御中老御用有之
一九時過御弐度御膳被　召上

一七時過成瀨隼人正殿参上　於　御座間御逢有之多葉粉盆御茶御菓子

　差出御人払有之十之丞侍座七半時過退散

一鎌落御三度御膳被召上御膳後御懸り湯被為　召

一御夜詰引九半時弐寸前

　　　　T七月十六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲菴
一御神前御拝如例

一五半時過御家老御中老御用有之

一九時御二度御膳被召上
　　　　　　　　　　　　今夕出立　　　　　　　　　　　　　　　水野小刑部
　　　　　　　　　　　　御国ヘ罷帰り

　　　　　　　　　右ニ付被為召
　　　　　　　　　御目見被仰付候御手自ら御団扇一手拭一木綿被下之

　　　　　殿様江　　　　御直書

　　　　　　　　　　右者小形部ヘ御托シニ而被進之

一去ル十四日晩発御国表ゟ之飛脚今夕到着御機嫌状同伺状御用状共小右衛門
　新左衛門ゟ相達老女ゟ例之通相廻り候

　御方々様益御機嫌能被遊　御座御国表御静謐奉恐悦候

　　　　　御簾中様ゟ　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　相生酒一瓶　かんせき鰑一箱

　　　　　殿様ゟ　　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　干鮎一箱

　　　　　　　　　　　有覚院様御新霊祭ニ付

　　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱越ノ雪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　割氷
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　　　　　　　青松院様ゟ　　　　雲丹一箱

　　　　　　　右之通被進之

　　　　　殿様ゟ　　　　　　大盤若御札守一

　　　　　　　右五月ニ付御祈禱被仰付被進之

　　　　　殿様ゟ　　　　　　蒸籠二くミ御代弐拾匁

　　　　　　　右
　　　　　　　天梁院様御法事ニ付御機嫌御伺仰上候様被進之

　　　　　　　　　　　　　　　御菓子料　　　　　　　　　　　　哥島初

　　　　　　　　　　　　　　　　　百疋　　　　　　　　　　　　袖の初

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　養寿

　　　　　　　右同断ニ付御機嫌伺差上候右今便相廻り候

　　　　　田安　　　　　彩雲院様御法事ニ付

　　　　　御二所様ゟ　　　　御菓子料二百疋
　　　　　貞慎院様ゟ　　　　御瀨戸物御花生一
　　　　　　　　　　　　　　御肴料二百疋

　　　　　顕光院様ゟ　　　暑中ニ付
　　　　　　　　　　　　　　　御さかな料二百疋

　　　　　　　　右之通被進之

　　　　　宰相様江

　　　　　日向守様　　　　　御砂糖漬一折
　　　　　出雲守様

　　　　　御二所様ゟ
　　　　　　　　右者　御在京中御機嫌御伺被進之

一御兼約ニ而七半時前伊達伊予守殿御出過日之通御使者間辺迄被為
　入夫ゟ御案内ニ而御三階ヘ被為　入御多葉粉盆御茶御菓子差上御程合ニ而
　御吸物御酒御肴被進夕景火大字等御覧被遊雪江十之丞被為召御酒御肴
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　被下置候御緩々御噺被遊五半時過御供揃被仰出御退散ニ相成候
一御夜詰引九時五歩廻り

　　　　T七月十七日　　曇　夕晴　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御中老御用有之

一九時過御弐度御膳如例

一御膳後御家老御中老御用有之

　　　　　藤堂和泉守殿ゟ　　　茄子形団扇十握

　　　　　同　大学頭殿

　　　　　　　右　御直書添ニ而被進之

　　　　　　　　　　　昨十六日

　　　　　　　　　　　　　御直書　被遣　　　　　　　　　　　　室賀伊予守殿江

　　　　　　　　右　御請被差出

一七半時過御三度御膳如例

一同刻過御家老御中老御目付御留守居両人青山小三郎御用有之

一右御用後御三階ニ於て御家老初ヘ御酒御吸物被下之御手酌等被成下難有五時過
　退出いたし候

一御夜詰引四半時弐寸廻り

　　　　T七月十八日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　城益

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御中老御用有之

一四時過本多政之助此程到着致シ候ニ付被為召
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　御目見被仰付候

一同刻過高村藤兵衛加藤清十郎此度交代罷越候ニ付近ク御側向も相勤候事故

　被為召　御目見被仰付御菓子被下之有賀清門も詰合居候ニ付同断

一四半時過伊藤友四郎御用有之

一九時御二度御膳被召上

　　　　　伊達伊予守殿ゟ　　　　　　　　　　　　　　　御直書被進御返書被遊

　　　　　松平閑叟様ゟ　　　　鯉二喉　　　　　　　　御側使者　田代兵助

　　　　　　　右者御不快ニ付毎々御尋被進候為御挨拶被進之

一七時過御湯被為召候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小松帯刀

　　　　　　　右七半時過罷出拝謁被仰付御人払御用有之雪江侍座

　　　　　　　御茶御菓子被下之

　　　　　　　　　　　　　昨朝御国表出立　　　　　　　　　　　加藤藤左衛門

　　　　　　　　　　　　　早駆ニ而今夕着

　　　　　　　右御用有之罷越候ニ付罷出
　　　　　　　御目見被仰付御人払御用有之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本多修理方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中根雪江

　　　　　　　　　　　　　先記　　　　　　　　　　　　　　　　酒井十之丞

　　　　　　　　　　　　　鯉ヲ御汁ニ而　　　　　　　　　　　　松原孫十郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤友四郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青山小三郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶋津十大夫

　　　　　　　右之通被下之
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　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書

　　　　　　　右者藤左衛門江御托シ被進之老女添文ニ而相廻り候

一七半時御三度御膳被召上

一御夜詰引九時ヘ壱寸五歩前

　　　　T七月十九日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵

一御神前御拝如例

　　　　　藤堂和泉守様　江　　御書

　　　　　同　　大学頭様　　　相生酒一升一瓶
　　　　　　　　　　　　　　　刺鯖三刺

　　　　　　　右者此程之御答礼旁被進之

　　　　　松平閑叟様江　　　　御直書被進之御返書有之

一御家老御中老御用毎々有之

一九時過御弐度御膳被　召上

　　　　　醍醐大納言殿ゟ　　　詠草短冊三　蓮月自画賛一

　　　　　　　　　　　　　　　蓮月猪口一　

　　　　　　　右御書添ニ而被進之

　　　　　　　戸田大和守殿ゟ　　　鮮鯛一折

　　　　　　　右ハ過日若年寄被蒙　仰候ニ付被進之

　　　　　西本願寺御門主ゟ　　大岐阜提灯三

　　　　　　　右ハ残暑甚敷ニ付御見舞旁被進之

　　　　　島津大隅守様ゟ　　　御直書被進御返書被遊

　　　　　伊達伊予守殿ゟ　　　御直書被進

一七半時前御三度御膳被　召上
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一御膳後薩藩小松帯刀御逢有之於御座間御茶御菓子被下之御人
　払御用有之雪江十之丞侍座鎌落過退出いたし候

一同刻過御家老御中老御用有之

　　　　　　　　　　　　　過日之

　　　　　松平三河守様ヘ　　　御返書被進之
　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　松平兵部大輔様ヘ　　御返書同断

一御夜詰引九半時壱寸五分前

　　　　T七月廿日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御中老御用有之

一同刻過伊達伊予守殿御出ニ付此段御用人ゟ申上直ニ表御書院迄被為入御案
　内ニ而御座間御着座御多葉粉盆御茶御菓子差上之御対話被遊四半時過
　御帰りニ相成候

　　　　　上様江　　　　　　相詰　御生菓子一重
　　　　　　　　　　　　　　　　　御茶松の花二斤一重

　　　　　　　右者
　　　　　照徳院様御祥月忌ニ付御内献被遊室賀伊予守殿迄

　　　　　　御直書添ニ而被差出御請被差上

　　　　　松平閑叟様ゟ　　　相詰御生菓子二重　　　　　　　　　　御側使者広渡達之進

　　　　　　　右者先達而ゟ御不快中毎々御見舞被進候御挨拶与
　　　　　　　して御側使者を以被進之

一九時御二度御膳被召上

　　　　　西本願寺御門主江　先記
　　　　　　　　　　　　　　　相詰御生菓子
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　　　　　　　右者昨日被進物之為御挨拶被進之

一七時過御家老御中老御用有之

一七半時御三度御膳被召上

　　　　　伊達伊予守殿ゟ　　御直書被進之御返書被遊

一今朝四時過表江被為入交代ニ而罷越候歩兵隊其余詰罷越候面々等
　御目見被仰付

一御夜詰引九時五歩廻り

　　　　T七月廿一日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　養竹

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御中老御用有之

一四時過表ヘ被為入昨朝之通り今度交代到着之面々［補兵隊］御目見被　仰付

一九時過御弐度御膳被　召上

　　　　　板倉伊賀守殿江　　　御直書　被進

　　　　　松平因幡守様ゟ　過日之
　　　　　　　　　　　　　　　御返書被進

　　　　　興正寺御門主ゟ　　　御直書　芸州厳島産　詰合セ金平糖少々

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　箸

　　　　　　　右之通被進之

一八半時過御供揃ニ而松平閑叟様江被為入　七寸御重一組　にうめん一　紅白葛切一　為御持ニ而被進之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御口取もの一　　　　　　　　　
一御出殿七時　御帰殿　四時

一今晩立御国表ヘ飛脚被差立候筈之処追々及深更候ニ付明朝立ニ相成御用状例之通
　小右衛門新左衛門并老女方迄差越候

　　　　　御簾中様江　　　　　御直書　御壱封一　御封物一
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　　　　　　　　　　　　　　　御煎茶一半斤鉄葉入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉雪

　　　　　殿様江　　　　　　　御直書一　御煎茶一松の花

　　　　　　　青松院様江　　　　　　　　同一

　　　　外ニ
　　　　　有覚院様御霊前江　　造り御花一対　御蠟燭　七挺御干菓子一筥

　　　　　　　　　　　　　　　御線香一包　

　　　　　　　右ハ来ル廿五日
　　　　　　　御一周忌御法事於運正寺御執行ニ付　御備ヘ御廻ニ相成

　　　　　　　　　　　　　御干菓子一筥　　　　　　　　　　御中﨟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たまヘ

　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　御錠口
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤田へ

　　　　　　　右前同様御法事ニ付以　思召被下之

　　　　　　　　　　　　　メレンス御服紗一　　　　　　　　　　そて江

　　　　　　　　　　　　　扇子一　猪口盃一

　　　　　　　右ハ今度相願長之御暇被下候ニ付被下之

　　　　　　　　　　　　　金三百疋　　　　　　　　　　　　　　哥島初ヘ

　　　　　　　右前同様御法事ニ付　被下之

一御夜詰引九時弐寸廻り

　　　　T七月廿二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　城益

一御神前御拝如例

一五半時御家老御用有之

一九時御二度御膳被召上

　　　　　松平阿波守様ゟ　　　御直書被進之

　　　　　伊達伊予守殿ゟ　　　御直書被進御返書被遊

一七半時御三度御膳被召上

　　　　　伊達伊予守殿江　　　御直書被進之御返書有之

一御夜詰引九時壱寸五歩廻り
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　　　　T七月廿三日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵
一御神前御拝如例

　　　　　戸田大和守殿ヘ　　　御直書被進之御返書有之

一五半時過御家老御中老御用有之

一九時過御弐度御膳如例

　　　　　興正寺御門主江　　　御直書被進　御返書有之

一九半時過御供揃ニ而御登　営被遊

一御出殿八時五分前　御帰殿七半時

一御帰殿之上御家老御中老御用有之

一御用済御三度御膳被　召上　御懸り湯如例

　　　　　　　　　　　　　御生菓子　御杉重

　　　　　　　　右於　営中御拝領被遊左之面々江被下之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御家老

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御中老

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御用人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御目付

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御留守

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青山小三郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆

一御夜詰引九時五分廻り

　　　　　T七月廿四日　　晴　寒暖計九十六度　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順

一御神前御拝如例

　　　　　小笠原左衛門佐殿ゟ　御肴料金弐千疋

　　　　　　　右ハ御滞京中為御見舞被進之
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　　　　　飛鳥井中納言様江　　越後縮二反　刺鯖五刺

　　　　　　　右時候御見舞旁　御直書添ニ而被進之

　　　　　板倉伊賀守殿江　　　杉折葛粉　御直書添被進之御返書有之

　　　　　　　　　　　　　　　白糖

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芸藩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辻将曹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石井修理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺尾生十郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡田喜太郎

　　　　　　　右四時過罷出於　御座間　拝謁被仰付御茶御菓子被下之

　　　　　　　御人払ニ相成雪江十之丞侍座

　　　　　二条摂政様江　　　　越後縮二反　鯉二尾

　　　　　　　右者時候為御見舞以　御使者被進之

一四半時伊藤友四郎御用有之

一九時御二度御膳被召上

　　　　　松平閑叟様江　　　　雲丹壱升壱壺

　　　　　　　　　　　　　　　御茶常盤木半斤　鉄葉入

　　　　　　　右者近々京地御発途被成候ニ付
　　　　　　　御直書添御側使者を以被進之

　　　　　筆姫様江　　　　　　紅入墨流シ
　　　　　　　　　　　　　　　奉書紬一反

　　　　　　　右者閑叟様江御托シニ而被進之

　　　　　伊達伊予守殿江　　　御直書被進御返書有之

一七半時御三度御膳被召上

一御夜詰引四時

　　　　T七月廿五日　　晴　九十五度　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
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一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　養竹

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御中老御用有之

一四半時過伊藤友四郎御用有之

　　　　　伊達伊予守殿江　　　御直書被進御返書有之

　　　　　二条摂政殿下ゟ　　　御色紙掛一　煎海鼠一筥

　　　　　　　右ハ昨日被進物之為御答礼被進之

一有覚院様御一周忌御相当ニ付以　思召為御供養被下之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　焼豆腐　　　　　　　　　　敬左衛門

　　　　　　　　　　　　　　　御汁　椎茸　　　　　　　　　　　新五兵衛初

　　　　　　　　　　　　　　　　　　芋ノ子　　　　　　　　　　両部屋一同御伽共

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥台子向

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手伝不寝坊主迄

　　　　　　　　　　　　　　〆

　　　　　　　　　　　　　饅頭　九ツ　　　　　　　　　　　　　本多修理方

　　　　　　　　　　　　　同　　七ツヽ　　　　　　　　　　　　御中老両人

　　　　　　　　　　　　　同　　五ツヽ　　　　　　　　　　　　御医師一統江

　　　　　　　　　　　　　〆

一九時過御弐度御膳如例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　御菓子葛巻一　　　　　　　松井外記江

　　　　　　　　　　　　　御重一組　御口取もの一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　煮肴　　　一

　　　　　　　　右ハ彼是御世話申上候事有之由ニ而被下之

　　　　　　　　但今日西本願寺別荘翠紅殿ヘ被為入候筈之処御延引被
　　　　　　　　　仰出御支度出来之御重詰御不用ニ相成候ニ付旁被下之

　　　　　松平閑叟様ゟ　　　　昨日被進之御返書　　　　　　　　御側使者田代兵助

　　　　　　　　昨日被進物之御挨拶旁今日御発途ニ付被遣之
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一七半時過御三度御膳如例
一御夜詰引四半時壱寸五分前

　　　　T七月廿六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　城益

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御中老御用有之

一九時御二度御膳被召上

　　　　　西本願寺御門主ゟ　　西瓜十

　　　　　　　右者昨日翠紅館ニおゐて被進候筈之所御断ニ相成
　　　　　　　候ニ付被進之

　　　　　伊達伊予守殿ヘ　　　御直書被進之御返書有之

一七半時御三度御膳被召上

　　　　　　　　　　　　　召上り御跡　　　　　　　　　　　　　敬左衛門初

　　　　　　　　　　　先記西瓜五ツヲ　　　　　　　　　　　　　両部屋両番

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御伽并御馬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廻り当番江

　　　　　　　右御到来ニ付被下之

一御夜詰引四時五歩廻り

　　　　T七月廿七日　　夕雷鳴驟雨　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御中老御用如例

一九時過御弐度御膳如例
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一　　　　山階宮　江　　　　　御直書　西瓜三　被進之

　　　　　　　　　右　　　　　御返翰被為在　宇治人形一　筆二被進之
　　　　　伊達伊予守殿江　　　御直書被進御返書有之

一七半時過御三度御膳被　召上

　　　　　　　　　　　　　山繭壱反　　　　　　　　　　　　芸藩

　　　　　　　　　　　　　三原酒壱樽　　　　　　　　　　　　　辻将曹
　　　　　　　　　　　　　晒布壱疋　　　　　　　　　　　　同

　　　　　　　　　　　　　　　金五百疋　　　　　　　　　　　　石井修理
　　　　　　　右ハ過日　拝謁被仰付候為御礼差上之

一同刻過伊藤友四郎御用有之

一御夜詰引四半時壱寸前

　　　　T七月廿八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御用有之同刻過御中老同断

一四時過伊藤友四郎御用有之

一九時御二度御膳被召上

一九半時御供揃ニ而御登　営被遊候

一御出殿八時壱寸五歩前御帰殿七半時

　　　　　伊達遠江守殿江　　　月成奉書一束
　　　　　　　　　　　　　　　雲丹五合二箱

　　　　　　　右者先達而陳道復摺物被進候為御答礼

　　　　　　　御直書添ニ而被進之

一御帰殿後御懸り湯被遊候
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一七半時過御三度御膳被召上
一同刻過雪江御用有之

　　　　　　　　　　　　　御直書被遣御請被差上　　　　　　　　室賀伊予守殿ヘ

　　　　　伊達伊予守殿ゟ　　　御直書被進御返書被遊再御書被進之

　　　　　山内兵之助殿江　　　御直書被進之御返書有之再被進御返書有之

　　　　　　　　　　　　　御茶勢竜（蒸籠ヵ）四半斤　　　　　　加藤清十郎

　　　　　　　右者兼々蒙
　　　　　　　御懇命候ニ付内献仕度当局迄差出之

一御夜詰引九半時二寸廻り

　　　　T七月廿九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　養竹

一御神前御拝如例

　　　　　　　　　　　昨日記　　　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門初

　　　　　　　　　　　　　御拝領　　　　　　　　　　　　　　　両部屋両番

　　　　　　　　　　　　　　　御菓子ヲ　　　　　　　　　　　　御伽御医師江

　　　　　　　右者於　営中御頂戴被遊候ニ付被下之

一五半時過御家老御中老御用如例　　　　　　　　　　　　　州留守居
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森多司馬

一右四時過罷出於御座間御達有之御人払御用有之

一去廿六日晩発御国表ゟ飛脚今朝到着御国表御静謐

　御方々様益御機嫌能被遊　御座奉恐悦候小右衛門新左衛門并老女方ゟ御用状
　相廻ス

　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書　　青松院様ゟ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御壱封御入
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　　　　　　　　　　　　　　　御煎茶越の雪一箱

　　　　　　　　　　　　　有覚院様御法事ニ付

　　　　　　　　　　　　　　　御菓子料五百疋

　　　　　　　　　　　　　右御同様ニ付

　　　　　　　　　　　　　　　御菓子料百疋

　　　　　　　　　　　　　　　青松院様ゟ
　　　　　越中守様　　　　　　蒸籠三組御代三百疋

　　　　　御弐所様ゟ
　　　　　顕光院様ゟ　　　　　右同断　御代三百疋

　　　　　日向守様

　　　　　出雲守様ゟ　　　　　御菓子料百疋ヲ

　　　　　御弐所様

　　　　　　　右御同様ニ付

　　　　　御弐所様ヘ　　　　　御重一組ヲ　御代金ニ而御上ヶニ相成候筈之処運正寺

　　　　　殿様ゟ　　　　　　　　　　　　　清涼寺等御回向出候ニ付御品ニて被進

　　　　　　　　　　　　　蒸籠一組　御料ニ而　　　　　　　　　歌島初
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二十匁　　　　　　　袖野初

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米多初

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　養寿

　　　　　　　　　　　　　同　　　　百疋　　　　　　　　　　　妙昌院

　　　　　田安　　　　　　　　御返書
　　　　　中納言様ゟ　　　　　　　　隠元豆壱箱　但御品未相廻不申

　　　　　同　　　　　　　　　時候御見廻
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　　　　御くわし一箱　但同断

　　　　　御弐所様江　　　　　暑中ニ付

　　　　　清心院様ゟ　　　　　　　　白玉粉一箱　右御取分ニ而相廻ル

　　　　　宰相様江　　　　　　思召ニ而

　　　　　御同所様ゟ　　　　　　　　金平糖一筥

　　　　　日向守様　　　　　　時候御見舞として

　　　　　出雲守様ゟ　　　　　　　　金平糖一筥

　　　　　御弐所様
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　　　　　　　　　　　　　白玉粉少々　　　　　　　　　　　　　くら橋
　　　　　　　　　　　　　御うちわ十本　　　　　　　　　　　　友仙

　　　　　　　　　　　　　同　　　三本　　　　　　　　　　　　初江

　　　　　　　右暑中　御機嫌伺として差上之右ノ分相廻不申

　　　　　　　〆

　　　　　伊達伊予守殿ゟ　　　御直書被進　御返書被遊

　　　　　山内兵之助殿江　　　御直書被進御返書有之

　　　　　松平容堂殿江　　　　同　　被進　　　　　　　　　　前記
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森多司馬ヘ御渡ニ相成

　　　　　松平出羽守様ゟ　　　過日之御返書被進

一七半時御湯被為　召

一同刻過御三度御膳如例御膳後十之丞御用有之

　　　　　松平大和守様ゟ　　　御直書被進

　　　　　　　　　　　　　忌今日ゟ御免被成候　　　　　　　　　薗田豊之助

　　　　　　　　　　　　　但日数三十五日相立候ニ付

　　　　　　　　　　　　親小左衛門義去廿二日於御国表役義　　　桶口悌吉

　　　　　　　　　　　　不締之義有之伺遠慮被仰付翌
　　　　　　　　　　　　廿三日遠慮御免被成御用之外慎居候様被
　　　　　　　　　　　　仰付候旨今便申越候依之今日一日
　　　　　　　　　　　　慎罷在明日ゟ出勤御用之外慎罷在候
一御夜詰引四半時弐寸廻り

　　　　T八月朔日　　寒温計九十五度　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七時ゟ　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　城益

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御中老御用有之

一四時過伊藤友四郎御用有之
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一九時御二度御膳被召上

　　　　　　　　　　　　奉書紬一疋　ツヽ　　　　　　　　　　　辻将曹

　　　　　　　　　　　　雲丹壱升　　　　　　　　　　　　　　　石井修理

　　　　　　　右者此程差上物致シ候ニ付御返シ与して被下之

　　　　　山内兵之助殿ゟ［昨日］御直書被進之御返書有之

　　　　　摂政殿下江　　　御干菓子一箱　御直書添

　　　　　　　　　　　　　御茶　玉露

　　　　　　　右御所労為御伺被進之

一七半時過御三度御膳如例　同刻過伊藤友四郎御用有之

一六時過嶋津十大夫罷出伝　奏日野大納言殿江御呼出ニ而左之通御口達有之候段
　申上之

　　　　　　　今般御暇再願之趣及　言上候処実母所労之義難黙止

　　　　　　　不被為得止事一先　御暇被　仰出候事

一同刻過御家老御中老御用有之

一御夜詰引九半時壱寸五分前

　　　　T八月二日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲菴
一御神前御拝如例

一五半時過御家老御中老御用有之

一四時過伊藤友四郎御用有之

一九時御二度御膳被召上

　　　　　　　　　　　　金弐両ツヽ　　　　　　　　　　　　御小姓頭取三人江

　　　　　　　　　　　　　　外ニ弐百疋御滞京中御用多ニ付

　　　　　　　　　　　　金壱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斎宮江
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　　　　　　　　　　　　金壱両弐歩ツヽ　　　　　　　　　　　　御小姓両人江

　　　　　　　　　　　　　　外御手拭一御扇子一対ツヽ
　　　　　　　右者御人小御用多相勤候ニ付昨暮より別段之
　　　　　　　思召を以御品物替り被下ニ相成当盆被下無之
　　　　　　　今度　御帰国も被遊候ニ付御滞京中御用多相勤
　　　　　　　候事故旁
　　　　　　　御手目録ニ而被下之当局ニ而相渡之

　　　　　　　　　　　　金弐両ツヽ　　　　　　　　　　　　　　奥ノ番四人江

　　　　　　　　　　　　　　外弐百疋ツヽ御滞京中御用多ニ付

　　　　　　　右同断ニ付被下之

　　　　　　　　　　　　西陣織　　　　　　　　　　　　　　　　　御伽四人江

　　　　　　　　　　　　　袴地一反ツヽ
　　　　　　　右者御供仕困窮相勤候ニ付被下之

一八半時御供揃ニ而山階宮様近衛前殿下江被為入近衛様ニ而御吸物御酒
　御膳等被進候
一御出殿七時二寸廻り御帰殿四時ヘ壱寸五（分）前

　　　　　山階宮様江　　　　　御菓子一箱越の雪　雲丹五合一箱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　割氷

　　　　　近衛前殿下江　　　　西瓜三ツ一台

　　　　　　　右者今日御出ニ付被進之

　　　　　二条摂政様ゟ　　　　昨日之　　砂糖漬一箱

　　　　　　　　　　　　　　　　　御返書
　　　　　　　右之通御使者を以被進之
　　　　　伊達伊予守殿江　　　御直書被進御返書有之再同断

　　　　　永井玄蕃頭殿江　　　御直書被進御返書有之

　　　　　島津大隅守様江　　　御直書被進御返書有之
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　　　　　松平三河守様ゟ　　　御直書被進之

　　　　　興正寺御門主江　　　御直書　　　　　　被進之

　　　　　　　　　　　　　　　御茶　越の雪一箱

　　　　　　　　　　　　　五本入扇子箱　　　　　　　　　　　　三井八郎右衛門

　　　　　　　右之通献上之

一今夕板倉伊賀守殿江御留守居御呼出ニ付永田儀平罷出候処左之通被仰出候

　　　　　　　　　　　　　　　　　御名

　　　　　　　御暇被　仰出候間一ト先致帰国候様可仕候

一御夜詰引九時二寸五歩廻り

　　　　T八月三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御中老御用有之

一四時御供揃ニ而九条様夫ゟ　尹宮様夫ゟ島津大隅守様江為御暇乞被為入

一御出殿四半時壱寸五分前御帰殿九半時壱寸前

一御帰殿直ニ御中老御用有之御用後御弐度御膳被召上

一御兼約ニ付七半時伊達伊予守殿御出御書院ヘ御通り被成候段御用人申上之
　御書院迄被為入御案内ニ而　御座間御着座御茶御多葉粉盆御菓子差上之
　御人払御用有之御刻限ニ而御吸物御酒御肴差上之御席へ雪江罷出伊予守殿
　御家来松根内蔵被為　召御酒御吸物被下之夫ゟ御三階ヘ御登り被遊松根内蔵
　罷出居雪江十之丞侍座御程合ニ而御膳差上之御供揃之上四時過御退散
　被成候　鰑　　綾織御手綱七筋　為御持ニ而為御餞別被進之

　　　　　一条様ゟ　　　　　　御扇子一筥
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　　　　　興正寺御門主ゟ　　　御扇子五握　松風煎餅一筥　煎茶茶碗五

　　　　　同　新御門主ゟ　　　御煙管五　蓋物一

　　　　　　　右為御餞別被進之但御直書添

一今晩発道中二日振御国表ヘ飛脚被指立小右衛門新左衛門并老女方ヘ御用状
　差越候

　　　　　御簾中様江　　　　　御直書

　　　　　殿様江　　　　　　　同

　　　　　　　右之通被進之

一左之通御張紙ニ而被　仰出候

一御夜詰引九半時弐寸前

　　　　T八月四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番新五兵衛

一御目覚御例刻

一御神前御拝如例

一五半時過御家老御用有之

　　　　　永井玄蕃頭殿江　　　奉書紬一疋　　雪江持参
　　　　　　　　　　　　　　　雲丹　五箱

　　　　　戸田大和守殿江　　　奉書紬二疋　　同

　　　　　　　　　　　　　　　鰑

　　　　　　　右者御暇御願一条等ニ付而も何角御心配御頼被成候ニ付被進之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白井斎宮

　　　　　　　右者先達而ゟ痛所有之長々引籠居追々快方ニ者候ヘ共
　　　　　　　御供ハ難仕ニ付相願御先ヘ出立致シ候故今朝被為
　　　　　　　召御内々
　　　　　　　御目見被仰付御菓子被下之
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　　　　　伊達遠江守様
　　　　　　　右今日ゟ御両敬被仰出候

　　　　　伊達伊予守様江　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　雲丹二合入五箱　被進之
　　　　　　　　　　　　　　　奉書紬一疋　　　　　　　　　　　室賀伊予守殿江

　　　　　　　　　　　　　　　雲丹　五箱

　　　　　　　右者毎々御内献等之義ニ付御頼相成候ニ付被遣之
一九時御二度御膳被召上

一九時御供揃ニ而御登　営被遊御退出掛二条摂政様一条様飛鳥井様近衛様江

　被為　入候

一御出殿　　　　　御帰殿九半時

一今日御登　営之節左之通御拝領被遊奉恐悦候

　　　　　　　　　西洋製造御鞍

　　　　　　　　　　　御時辰
　　　　　徳大寺殿ゟ　　　　　御扇子一箱

　　　　　尹宮様ゟ　　　　　　御菓子一筥　御鰑台一

　　　　　山階宮様ゟ　　　　　御茶碗一箱　御扇子

　　　　　　　　　　　　　　　益寿糖一箱

　　　　　板倉伊賀守殿ゟ　　　御茶葉一折

　　　　　戸田大和守殿ゟ　　　白砂糖一箱

　　　　　　　右者近々御発　　駕被遊候ニ付被進之

　　　　　　　　　　　　　梨子壱籠　　　　　　　　　　　　　　　新宮三人ゟ
　　　　　　　右之通差上之

一近衛様ニ而御酒御吸物御膳被進御寛々被為入左之通被進之
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　　　　　　　　　　　　　御掛物一箱

　　　　　　　　　　　　　御菓子二盆

一御帰殿後雪江御用有之

一御夜詰引八半時過

　　　　T八月五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　城益

一御神前御拝如例

　　　　　東本願寺ゟ　　　　　御茶十壺
　　　　　　　　　　　　　　　御扇子一筥

一五時前之御供揃ニ而明日御発駕被遊候ニ付御暇乞御案内旁御老中所司代

　御勤被遊候

一御出殿五時弐寸廻り御帰殿四時壱寸廻り

一松平紀伊守様被為入御書院御通り之上御用人申上之被為入御案内ニ而　御座間御着
　御着座御茶御多葉粉盆御菓子差上之暫時御話有之無程御退散被遊

　　　　　　　　　　　　　粕庭良一筥　内々差上之　雲州様御藩　　酒井造酒
　　　　　　　右　御座間ヘ被為　召御逢有之御茶御菓子被下之昨日
　　　　　　　　　御拝領之御鞍并御時計拝見被仰付　
　　　　　　　　　　　　　奉書紬花葵御紋御召　　　　　　　　　　三国幽眠
　　　　　　　右　御目見被　仰付被下之

一御家老御中老御用有之

一九時御弐度御膳被　召上

　　　　　松平紀伊守様ゟ　　　御肴一折　はも

　　　　　右ハ明日御発途ニ付被進之

　　　　　島津大隅守様ゟ　　　交御肴一折　浮織木綿薩州織二反
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　　　　　　　　　　　　　煙草一箱

　　　　　　　右　御側使者山口佐七郎を以被進之

　　　　　　　　　　　　　アンペラ敷物　越ノ雪一筥　　　　　　孝顕寺

　　　　　　　　　　　　　紫草酒一瓶

　　　　　　　右ハ今般態々為伺御機嫌上京仕候ニ付差上之

　　　　　伊達伊予守様ゟ　　　鰹節十本

　　　　　　　右御直書添ニ而被進之

　　　　　東本願寺御門主ゟ　　御菓子一筥

　　　　　　　　右御直書添ニ而御道中御持ニもと被進之

　　　　　西本願寺御門主ゟ　　御反物料弐千疋　干鯛一筥

　　　　　　　　　　　　　　　御肴料千疋

　　　　　同　新御門主ゟ　　　御肴料千疋

　　　　　　　右御発駕ニ付為　御餞別被進之

　　　　　　　　　　　　　葛織襖地一巻　　　　　　　　　　　　室賀伊予守殿ゟ
　　　　　　　　　　　　　木綿縮手綱二筋　　　　　　　　　　　側使者　石谷新六
　　　　　　　右ハ昨日被遣之御請旁被差上之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薩藩　小松帯刀

　　　　　　　右ハ
　　　　　　　先日為御暇乞態々被為入候処大隅守様ニも

　　　　　　　御発途前御暇乞旁何角之御礼ニ御出可被成処御不快中ニ付御外出も御六ヶ
　　　　　　　敷故御使被仰付此段厚申上候様被　仰付罷出候

一今日巳ノ刻　御参　内被仰出候ニ付四時御供揃ニ而
　御所内御模様御附人御案内ニ而　御参　内被遊候

一御出殿九半時弐寸廻り　　御帰殿七半時過

　　　　　二条摂政殿下ゟ　　瀨戸焼御煎茶器　公事画御扇子一筥

　　　　　　　右為御餞別被進之
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　　　　　飛鳥井中納言様ゟ　御茶一筥御扇子一筥

　　　　　近衛前殿下ゟ
　　　　　　　右ハ明日御発駕ニ付　被進之

一御殿殿直ニ御座間御着座御家老御中老御用人恐悦申上

　　　　　　　　　　　　西洋ゴム製合羽一　　　　　　　　　　　本多修理方

　　　　　　　　　　　　越後縮御紋御帷子　　　　　　　　　　　中根雪江

　　　　　　　　　　御紋晒御帷子　　　　　　　　　　　　　　　酒井十之丞

　　　　　　　　　　宇和島様ゟ御到来　　　　　　　　　　　　　菅沼右近

　　　　　　　　　　　　御手綱一

　　　　　　　　　　同　同　　　　　　　　　　　　　　　　　　永見多門

　　　　　　　　　　　　御手綱　御扇子一　　　　　　　　　　　松原孫七郎

　　　　　　　　　　御召御袴越後縮縞一反　　　　　　　　　　　伊藤友四郎

　　　　　　　　　　御手綱一外ニ御煙管一懐中御硯一

　　　　　　　　　　　　晒花葵御紋御帷子一　　　　　　　　　　嶋津十大夫

　　　　　　　　　　　　奉書紬御召御羽織　　　　　　　　　　　新宮涼介

　　　　　　　　　　　　黒八丈御召帯

　　　　　　　　　　　　晒花葵御紋御帷子　涼介　伝ニ而被下之　同　涼民
　　　　　　　　　　　　博多帯地一

　　　　　　　　　　　　晒帷子地一疋　　　同　　　　　　　　　同　涼閣

　　　　　　　右被為召御手自被下之

　　　　　　　　　　　　御菓子筥一ヲ被下之　　　　　　　　　　敬左衛門ヘ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新五兵衛
　　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　　江州
　　　　　　　　　　　　益寿糖一箱　茶壱壺ツヽ　　　　　　　　清涼寺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　銘寿万代
　　　　　　　右於御座間御目見被　仰付被下之

一御家老御中老御用人二人御役人一同於御座間御酒御吸物御飯等被下之

　何茂五時比ゟ罷出難有頂戴四時過退散

一御夜詰引九時
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　　　　T八月六日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御供　敬左衛門

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御先番　新五兵衛

一益御機嫌能京都岡崎邸　［正午］　御発駕被遊

　　　　　　　御着
　　　　　　　　　　正午四拾分時　二色羊羹一箱献上　　　　　　蹴上茶屋　御小休
　　　　　　　御立一字七分時　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新宮涼民

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　涼閣

　右御小休ヘ罷出候ニ付御間内ヘ被為　召　御意有之両人共此所ニ而御見立申上

　　　　　　　御着　一字五十五分時　　　　　　　　　　　　　　豆茶屋　御小休
　　　　　　　御立　二字廿一分時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　御着　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大津　矢島藤五郎
　右御休ニ而御三度被　召上　左之通被進献上有之

　　　　　東本願寺御門主ゟ　羊羹二十棹一台
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　　　　　同霊寿院殿ゟ　　　　　洲浜十　一台
　　　　　　　　　　　　　　　鯉二喉　　　　　　　　　　　石原清一郎殿

　　　　　　　　　　　　　　　箱詰肴　　　　　　　　　　　　　矢島藤五郎
　　　　　　　　　　　　　　　野菜物一台　冬瓜　　　　　　　　同　新之助

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薩摩芋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白瓜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葉生姜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芋の子

　　　　　　　　　　　　　　　西瓜二　　　　　　　　　　　　　同　勝之助

　　　　　　　　　　　　　　　汐見饅頭　　一箱　　　　　　　　大津　御本陣
　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　同　御館入　　　　　吉本弥四郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前田新六

　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　同　　　　　　　　　矢西甚兵衛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩崎彦助

一右御休中へ　□□（清涼ヵ）寺被罷出御話有之藤五郎新之助被為　召左之通被下之

　　　　　　　羊羹十棹被下之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢島藤五郎
一御供揃之上　六字廿四分時同所御立御軽装［御船へ御供いたし候者御供頭御側向斗］ニ而御波戸（止）場迄被為入直ニ
　御船へ被為　召　御波戸（止）場迄為御見送伊藤友四郎嶋津十大夫新宮涼介罷出候御懇之
　御意被成下

　　　　　　　六字四十五分時　　　　　　　　　　　　　　　　御出船
　　　　　　　御船中ニ而　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢島藤五郎献上

　　　　　　　　　　干菓子一

　　　　　　　御船中ニて前記　汐見まんちう一箱被下之　　彦藩船将

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　片岡市郎兵衛ヘ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一御召船ヘ御供いたし候面々
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中根雪江

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永見多門

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　香西敬左衛門

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青山小三郎
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　　　　　　　　　　　　　　前記羊羹　右雪江初　　　　　　　　横井五百里
　　　　　　　　　　　　　　洲浜　　　外ニ　　　　　　　　　　上坂藤大□（夫）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御側向頭取　被下之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　両部屋ヘ　　　　　　　　埴原三十郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根来紀之允

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩城寛之介

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白井留三郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上田万順

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御茶方一人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆

一今般御渡船一条ニ付而ハ矢島藤五郎不容易骨折且御船中ニ而も何角心配

　いたし候ニ付御船中ニ於て　御前ヘ被為　召　御召帯御直ニ被下之

　　　　　　　　御持合セ　御酒五升　　　　　　　　　　　　　彦根

　　　　　　　　　　　　　鰑　　　　　　　　　　　　　　　　　水主組之者へ

　　　　　　　右ハ徹夜休息之間も無之骨折候ニ付不取敢
　　　　　　　　　思召ニ而被下之
　　　　T八月七日　　晴

一湖上無御滞御機嫌能十一時十分時　長浜駅ヘ御着船被遊

　当所御本陣ニ而御二度御膳被　召上　　　　　　　　　　　　　　長浜駅御本陣

　　　　　　　　　　　　　梨子　一籠　　　　　　　　　　　　　清涼寺雪爪ゟ

　　　　　　　　　　　　　葡萄

　　　　　　　右ハ御先ヘ着船罷出居候ニ付被為　召御緩話有之其節差上之

　　　　　　　　　　　三色羊羹一箱被下之　　　　　　　　　　　同寺江

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彦藩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　片岡市郎兵衛
　　　　　　　右於御本陣　御目見被　仰付

　　　　　　　　　　　　銀二枚　但御右筆部屋仕出し　同人江
　　　　　　　　　　　　御干菓子一包
　　　　　　　右ハ御船中不容易骨折太義ニ　思召被下之

　　　　　　　　　　　　伊丹酒一樽

　　　　　　　　　　　　鯉二喉
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　　　　　　　右御船中ヘ乗込居候彦根侯水主之者江被下之

　　　　　井伊掃部頭殿ゟ　　　活鰻十五筋

　　　　　　　右之通同所ニ而被進之

　　　　　　　　　　　　鯉一喉　　　　　　　　　　　　　　　　長浜御本陣献上

　　　　　　　　　　　　二字五十九分時　　　　　　　　　御小休
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酢村茶屋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田辺円助

　　　　　　　　　　　　四字二十八分時　　　　　　　　　同速見村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　若狭屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五郎兵衛

　　　　　　　　　　　御宿入六字二十六分時　　　　　　　御泊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木本御本陣

一御着後

　　　　　　　　　　　　御札守　　　　　　　献上　　　　木本
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浄信寺

　　　　　　　　　　　　桑酒　二瓶　　　　　同　　　　　　　　御本陣

　　　　T八月八日　　晴　
一御目覚

一　　御供揃ニ而木本駅御立　四字後三十五分時

　　　　　　　　　　　　飴　　五曲　　　　　　　　　　　　　　坂口市助献上

　　　　　　　　　　　　同　　三曲

　　　　　　　　　　　　御着　五字五十分時　　　　　　　御小休

　　　　　　　　　　　　御立　六字十分時　　　　　　　　　　　中ノ郷

　　　　　　　　　　　　御着　七字十九分時

　　　　　　　　　　　　御立　七字五十分時　　　　　　　　　　梁ヶ瀨御本陣

　　　　　　　　　　　　御着　九字三十分時　　　　　　　　同

　　　　　　　　　　　　御立　十字六分時　　　　　　　　　　　椿井御茶屋

　　　　　　　　　　　　草餅　　　　　　献上　　　　　　　同
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　　　　　　　　　　　　御着　十字五十四分時　　　　　　御昼

　　　　　　　　　　　　御立　十一字四十分時　　　　　　　　　中河内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御小休

　　　　　　　　　　　　御着　十二時三十九分時　　　　　　　栃木峠茶屋

　　　　　　　　　　　　御立　一時　　　　　　　　　　　　　　津上弥右衛門

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御小休

　　　　　　　　　　　　御着　一時五十二分　　　　　　　　　板取宿

　　　　　　　　　　　　御立　二字二十四分時　　　　　　　　　寺田鷲之助

　　　　　　　　　　　　御着　三字十六分時　　　　　　　御小休
　　　　　　　　　　　　御立　三字五十二分時　　　　　　　　　孫谷村

　　　　　　　　　　　　御宿入　五字一分時　　　　　　　今庄駅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後藤覚左衛門

一御着後御中老御用人御医師等罷出奉伺御機嫌且恐悦申上之

一直ニ

　　　　　　　　　　　　小豆団子壱重　献上　　　　　　　　　　同御本陣

　　　　　　　　　　　　生鮎五ツ

　　　　　　　　　　　　薄塩鮎二十

　　　　　　　前記鮎　十之丞雪江右近　御供頭ヘ被下之

　　　　T八月九日

一御目覚

一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御小休
　　　　　　　　　　　　御着　三字二十一分時　　　　　　　　脇本

　　　　　　　　　　　　御立　三字五十三分時　　　　　　　　　中山長兵衛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　御着　五字七分時　　　　　　　　御小休
　　　　　　　　　　　　御立　五字四十分時　　　　　　　　　　松森茶屋彦助
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　　　　　　　　　　　　小鯛　一台献上　　　　　　　　　　　　同

　　　　　　　　　　　　蚫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御昼

　　　　　　　　　　　　御着　六字四十六分時　　　　　　　　水落
　　　　　　　　　　　　御立　七字三十八分時　　　　　　　　　御本陣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒壱樽　　　　　　同　献上

一当所御立ゟ　御拝領之御馬具ニ而御馬ニ被為　召候段被　仰出御調之為松森御小休ゟ
　御先ヘ当宿迄罷越候　　　　　　　　　　　　　　　　　□　　　敬左衛門
一殿様ゟ御歓御使井上小右衛門当御昼迄被遣候ニ付直ニ御逢有之小右衛門ゟ御口上申上之
　御弁当被　召上矢嶋恕輔罷出候ニ付被為　召御話有之
一同所ゟ例之通両番揃御供之筈之処残暑甚敷ニ付　思召ニ而其趣ニ而御用捨ニ而
　荒井御小休ゟ両番揃ニ相成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御小休

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木

一殿様為御迎当宿迄被為　入御出迎被遊

　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御小重二　　　　被進之

　　　　　　　右御昼迄小右衛門持参被進之

　　　　　御簾中様ゟ
　　　　　　　右

一九半時壱寸廻り益御機嫌能　御着城被遊奉恐悦候
1
2

